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1 研究の背景と着眼点
　本研究は，韓国別墅における内外の空間形態および領域構成について明らか
にし，ひとつのデザイン様式として考察することを目的とする。
　本研究はまず，韓国庭園について長年語られてきた「韓国の自然美とはなに
か」という問題意識より始まっている。韓国伝統庭園を紹介する数々の書籍の
中では，韓国庭園は韓国の自然美を代表する庭園であるという記述がはよく見
かけられる。
　「韓国庭園の特徴はひとことでいうと自然主義といえる。飾るけど、飾らな
いような自然に少し手を加えた自然美が溢れる韓国的な抒情美が溶け込んでい
る 1)。」
　「韓国庭園は、山水景観を原型として受け入れており、最小限の人工を加え
ることで、自然なのか、人工なのか判別しにくい中庸的な技法が使用されてい
る 2)。」
　「ヨーロッパの庭園は一から九まで人工的に造成されている。中国と日本の
庭園もそこから大きく外れない。規模だけではなく、その数もけっして少なく
はない。これらに比べ、韓国の伝統庭園は人工の痕跡が明確ではなく、その数
もそんなに多くない 3)。」
　特に「自然美」は西洋，そして中国と日本庭園と比較され，自然度の度合い
が高いと賛するものが多いことがわかる。しかし，「自然美」「自然との調和」「自
然の度合い」といった抽象的な表現では対象への学術的な理解へとはつながら
ない。特に近代社会への移行に伴い，原型を失っている伝統庭園が増えている
今日において，正確な形態言語として庭園空間を把握し，それを様式として理
解したのち，保全管理につなげることは重要である。
　一方，上述するような「自然」を大事にしてきたはずの韓国における自然と
の調和は近年，都市化によりその姿を消しつつある。韓国は，国土面積の７割
以上が山地で構成されており，中小規模の山地とこれらの間の谷地が全国に渡
り複雑に織り成されている 4)。このような韓国の地形条件は伝統的な生き方に
おいても大きく影響を与えたと言われている 5)。しかし，今日における韓国は
都市化の影響により，都心部の隣接する山稜地は宅地開発等で本来の姿が消さ
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れつつある。人口縮小の時代にシフトしていく今日，自然環境破壊を伴う都市
化を受ける山稜地をどのように保全・再生してゆくかは大きな問題となってい
る。未来に向け改めて韓国が自然と調和をもつ都市をつくるためには，韓国伝
統庭園がもつ「自然との調和」の知恵を改めてその理念，計画・デザイン手法
として理解し直す必要があると考える。
　そこで本研究では韓国伝統庭園の中でも特に自然地勢をいかし，周辺自然環
境を取り入れるとされる別墅に着目する。特に「自然美」として語られきた別
墅の空間について，具体的な形態言語として把握する必要があると考える。
　別墅に対する空間形態の研究は別墅研究初期に簡易測量を通し行われてい
る。鄭 (1986) は，全国 62 カ所の別墅を対象とし，別墅内の建築を中心とし
た，測量を行い，別墅建築の内部プランによる分類と，別墅の立地環境による
分類を行った 6)。金ら (1992) は，建築，景観，立地の観点から二つの地方の
別墅を比較しながら，別墅の地域における特性を明らかにした 7)。金ら (1994)
は別墅の中でも水景に着目し，８カ所の別墅における水景演出の仕方について
考察を行った 8)。以上に述べる別墅の形態論に関する初期の研究は，いずれも，
別墅内にみられる要素の平面的配置を調査したものであり，立体的に空間を把
握することはなく，研究範囲が内部空間に留まっている。一方，Lee ら 9)Ki l ら
10) は，外部空間を含め、定量的な空間把握が必要であると指摘しているが，よ
り具体的な別墅空間の把握や考察はなされていない。
　そこで本研究は，別墅の空間論について今一度物理的形態の調査・分析・考
察から読み解き直す必要があるのではないかと考える。別墅を対象とし，現地
測量調査からより詳細な地形データを作成し，それを基に GIS を用いた分析を
行い，別墅内外における空間，領域を定量的に把握すること，そこから別墅の
もつ概念的な自然・環境に対する思想・理念がどのような形態要素，空間言語，
構成様式として現れているかを考察することを目的とする。
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2 研究目的
　本研究は，朝鮮時代 (1392-1897) に造営されたとされる湖南地方の別墅群
を対象とし，空間形態および領域構成を明らかにすることを目的とする。
　本研究では，別墅の領域をつくる要素として「地形 - 別墅が立地する周辺の
既存地形と別墅造営に用いられた人為的な地形の両方を含む -」に着目し，以
下の三つのスケールから分析を行う。
　（１）別墅から眺望される山容地形の景観領域
　（２）別墅を囲い込む周辺地形環境の囲繞領域
　（３）別墅の地割形態が決める園林領域
　韓国伝統庭園の先行研究において概念的に扱われてきた空間形態と領域構成
について GIS を用いた定量的分析を行うことにより，韓国別墅の空間における
形態論の考察を行う。さらに，別墅から望まれる「景観」が重要であり，上述
の形態論から理解される。別墅の空間構成との関係を考察することで，別墅造
営が別墅が建てられ，その地域とどのような関係をもち，どのように表現して
いるのかに考察を進めたい。
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3 先行研究および本研究の位置づけ
　1972 年，韓国造景学会の設立以後，韓国伝統庭園の研究が始動しはじめる。
それに伴い，別墅を対象とする先行研究は 1970,80 年代，個別の事例として
取り上げられはじめ，1992 年，別墅の概念が李により確立される。2000 年
代以降，研究対象の別墅とその手法が多様化される様子がみられる。近年はこ
れまでの研究実績をもとに，別墅の価値を認める必要性を訴える研究が多くな
る。その方策の一つとして別墅の国指定文化財「名勝」指定とする動きがあり，
表 0-1　別墅研究初期の概念に関する研究
番 著者 年 タイトル
1 鄭在鐘 1973 朝鮮朝 別墅 造景 遺跡の⼀例
정재종 朝鮮朝 別墅 造景 遺跡의⼀例
2 鄭在鐘 1973 梁⼭甫の瀟灑園について
정재종 梁⼭甫의瀟灑園에對하여
3 鄭瞳昨 1977 瀟灑園の造景植物
정동오 瀟灑園의造景植物
4 尹國炳 1980 造景史
윤국병 造景史
5 尹國炳 1982 ⾼麗時代の庭苑⽤語に関する研究
윤국병 ⾼麗時代의 庭苑⽤語에 관한 연구
6 閔庚玹 1982 瑞⽯池を中⼼とした⽯⾨林泉庭園に関する研究
민경현 瑞⽯池를 中⼼으로 한 ⽯⾨林泉庭園에 関한 研究
7 李殷昌 1983 朝鮮時代 別墅硏究 -禹奎東の⼩閒亭を中⼼に-
이은창 朝鮮時代 別墅研究 -禹奎東의⼩閒亭을中⼼으로-
8 李殿昌 1983 朝鮮時代 別墅研究
이전창 朝鮮時代 別墅研究
9 鄭瞳昨 1983 丁若鏞の園林⽣活の研究
정동오 정약용의 원림생활 연구
10 ⾦永彬・安啓福 1985 別墅に関する研究(1) -⽂献分析を通した別墅概念および意味について-
김영빈, 안계복 別墅에 關한 研究(1) -⽂献分析을 통한 別墅概念 및 意味에 關해서-
11 鄭瞳昨 1986 韓国の庭園 韓国園林研究
정동오 한국의 정원 韓国園林研究
12 鄭瞳昨 1987 尹善道の芙蓉洞苑林に関する 硏究
정동오 尹善道의 芙蓉洞苑林에 관한 연구
13 兪炳林・黃琪源・朴鐘和 1989 조선조 정원의 원형에 관한 연구
유병림, 황기원, 박종화 朝鮮朝 庭園의 原型에 관한 연구
14 閔庚玹 1991 韓国庭苑文化⽂ -始源と変遷論-
민경현 韓国庭苑文化⽂ -始源と變遷論-
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別墅の保全・保護に関する研究が多くみられる 11)。
3.1 別墅の概観
3.1.1 別墅の概念
　別墅の概念は 1992 年李によって整理され 12)，それ以後以下に述べる概念と
して用いられている。李が別墅の概念を整理するまでは，別墅に関する研究は，
単独もしくは 2-3 の事例で扱われるか，もしくは韓国庭園の概観の中で民間庭
園の一つとして扱われてきた ( 表 0-1)。李の研究は，それ以前の初期の基礎研
究をまとめなおし，別墅の概念として整理したものであり，学術的に重要と評
価される。李によって整理された別墅の概念を以下に述べる。
図 0-1　別墅の例
別墅建築 平面図
主軸方向石垣
断面図
2014 年 8 月 /2014 年 11 月  測量調査に基づき作成
2.5m
2m
主軸方向
房 房
マル ( 縁 )
鳴玉軒現地写真 (2014.11.26 撮影 )
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　別墅は，韓国伝統庭園の一つで山中，山麓に造営された小規模な庭園である
( 図 0-1)。宮闕，住宅庭園の多くが整形式の構成で建立されたのに比べ，別墅
はある整形的様式から脱皮し，形態の多様性と複合性をもつと言われている 7)。
また，別墅は，景観眺望を重視する特徴をもつ。別墅の景の設定は作庭者の立
地計画の表現として考えられており，一度決まった景は変更出来ないものであ
り，その意味が大きいと言われている 13)。別墅に建つ建築（以下，別墅建築）は，
樓亭様式 * で，柱間に壁を設けない開放的な軸組構成である一方，多くは建築
中央に四周壁で囲われた房（部屋）を構えて房から前方景観を切り取るような
框景をもつ 7)。別墅は，集落内の本邸から 0.2~2.0km 程度離れた山稜地に立
地し，おおむね徒歩圏にあるといわれている 12)。
　別墅の利用については大きく３つにわけられる 12)。居住地としての別墅，講
学と学問の場としての別墅，そして風流と慰楽の場としての別墅である。洗然
亭，茶山草堂や瑞石池を代表とする別墅は，居処地の性格が強い。南澗精舍，
玉溜閣，草澗亭は，講学や学問の場所として利用されていたと推測される。作
庭者自身だけではなく，門下生を通し，自分の集団の力量を高めていた。隠遁
の性格をもつ別墅において，様々な考えをもつ人々が集まり，学問として発展
していたと考える。最後に風流の場として別墅は利用されていたといわれてい
る。瀟灑園，臨對亭，小閒亭などが代表的である。別墅の中で，知人と集まり，
*樓 ( 樓閣 ) と亭 ( 亭子 )
図 0-2　星山溪流濯熱圖
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周辺景色を鑑賞しながら詩を詠む，絵を描くなどの行為が行われていたと推測
される。たとえば，金成遠の棲霞堂遺稿 13) には「星山溪流濯熱圖（図 0-2）」
が残されており，環碧堂と息影亭にて人々が風流を楽しむ姿が描かれている。
別墅は，基本的に隠遁や瞑想をする場としての性格が強く，その中で長期間に
渡り，居住地として使うこともあるが，その場合も，学問の場や風流の場とし
て日常とは異なる行為の場であったことが知られている。
図 0-3　住宅庭園の例
大邱荷葉亭 (2014 年 11 月撮影 )
部屋を中心に構成される建築 壁に囲われた敷地
大邱荷葉亭配置図 ( 出展：達城郡 )
住宅エリア
庭園エリア
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3.1.2 別墅の領域
　別墅は，庭園の境界に塀を作らず，周辺の自然景観を庭園の一部として積極
的に取り入れ，それを別墅の領域とする特徴がある 14)。一般的によく知られて
いる韓国の住宅庭園は，住宅の中に塀を囲い，園をつくっている ( 図 0-3)。そ
れに比べ，多くの別墅は，塀を構えず自然の中に東屋（別墅建築）といくつか
の園林要素（池，石組など）を配置しただけで空間をつくっており，開放的な
特徴がみられる。このような構成について，閔が「瑞石池を中心とした石門林
泉庭園に関する研究 15)」にて初めて学術的に提示する。塀がない別墅の場合，
別墅の領域を内園だけに規定せず，周辺の活動空間，さらには，別墅に関係す
る村の入口まで影響圏園とみなすべきと言っている。李はこの説を受けて別墅
の領域に関する概念を整理し，別墅の領域は内園，外園，影響圏園と分けた ( 図
0-4)。李によると図 0-4 で示すように，内園は１次境界であり別墅の基本的・
中心的空間，外園は２次境界であり内園から望まれる可視圏に入る空間，影響
圏園は，３次境界であり，影響圏によって限定される空間と説明している 14)。
　多くの別墅が囲いを持たない空間構成であるため，別墅として規定される物
理的領域の境界は定かでない。別墅の内園の空間構成および外園領域の範囲を
把握するために，定量的に分析し直すことが重要であると考える。このような
定量的な分析は，別墅，さらに別墅が大事とする景観の保全にもつなげられる
と考える。
図 0-4　別墅の領域に関する概念図
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3.1.3 別墅の立地
　李は別墅の立地ついて３つの条件を提示している。まず，別墅の多くは景勝
地に位置することである。これは別墅の立地選定が一般的な庭園とは異なる属
性をもつことを現すと言われている。次に別墅は人間の定住生活が行われる村
もしくは街の影響圏園内に立地している。別墅は生活空間ではなく一時的な別
荘の役割をもつためと説明される。最後に，別墅は定住圏から近い位置に立地
しながらも適宜な隔離を行い，隠遁の場として立地しているとされる。例えば，
植栽による遮蔽や川などによる物理的な制限が隔離の要素と説明される 12)。
3.1.4 別墅に関わる思想
　朝鮮時代において，土木・建築・造園は，区別されず総体的概念として扱わ
れており，造営者と利用者が分離されなかったため，造営者かつ利用者であ
るソンビ（士）** の趣向が直接的に反映されていると言われる 16)。特に別墅は，
宮闕庭園や他の民家庭園に比べ，その特徴が現れやすかったと考える。そのた
め，造営者の自然観や思想を理解することは別墅を理解する上で，非常に重要
であると考える。
（１）風水地理説
　Feng-shui として知られている風水もしくは風水地理は中国から由来し，韓
国・日本に渡ったというのが定説である。韓国に風水は三國時代以前に伝来さ
れたと言われる 17)。主に，墓，住宅のような立地選定の重要な要素として考え
られたと言われる。一方，広い意味で解釈すると，人間と環境の関係設定の方
式を説明する体系もしくは自然に対する解析の体系ともいえる 18)。
　風水の基本原理は，良いエネルギー（生気）が集まる地を場として選定する
ことである。風水とは，「藏風得水」の略語であり，風を隠し，水を得るとい
う辞書的な意味をもつ。「風」と「水」は一般論としても人間の生活に欠かせ
ない要素であるが，これが単なる迷信や民間信仰として解釈されるのは，飛躍
があるという考え方もある。
　韓国の風水にはいくつかの理論があり，庭園造営に関わる理論には「坐向論」
「藏風法」「得水法」「裨補論」があげられる 19)。「坐向論」は，穴の位置の坐
向を決め，その坐向が属する気がなにかを知り，地の性格と吉凶禍福を判断す
** 学識が高く言動・礼節が正しく義理・原則を守り官職・財産をむさぼらぬ人格の高潔な人 (DAUM 辞典より )
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るものである。同じ穴でも坐向によって，吉区が異なるという理論である。「藏
風法」は，風を集める方法で，そのためには周辺に山が必要という理論である。
周辺には四神砂と呼ばれる靑龍，白虎，朱雀，玄武の山に囲まれる形をいう。「得
水法」は，水の方向性を重視する理論である。水は吉な方向から流れが始まり，
悪い方向に流れることが良いと判断される。「裨補論」は，人間が自然環境と
相生関係を結ぶような積極的な努力のことをいう。実際，風水の立地において
欠けている部分に人間が直接自然に手を加え，補完することをいう 19)20)。
　しかし，韓国伝統庭園の学術的研究では風水と庭園の関係を述べている先行
研究は少ない。Sung(2012)17) は，風水と伝統庭園の関係性について述べられ
るどころか，風水理論が適応された庭園を列挙することすら難しいとし，その
理由を以下の３点としてあげる。一つ目は，風水が主に家や墓のための立地お
よび坐向を扱う術法であるのに対し，庭園術は特定の場所に空間を構成し，景
観を演出する技術であるという理由である。二つ目，風水が，地の生気を読み
取り，家や，墓にするのに適した場を探すような生存と直接関係する方法であ
るのに対し，庭園は，人生の意味と余裕を求める過程の中で生まれる副産物的
なものという理由である。最後に，風水の原理をそのまま庭園に適応するには
庭園の規模が小さいという理由である。一方で風水と庭園は自然を理解し，人
間に有意義な環境への適応の仕方を求めている点で共通しており，風水の視点
から庭園を解釈する必要性については述べられてきた。
（２）性理学 ( 儒教 )
　性理学とは，宋時代 (960-1279) の儒学の系統の一つで性命と理気の関係
を論ずる儒教哲学である 21)。朝鮮における性理学は，16 世紀後半，朝鮮の性
理学者たちが朱子の性理学を深めたことが始まりである。それを機に朝鮮式性
理学が社会へ大きく影響を及ぼすようになる。朱子が，武夷山に武夷精舍をた
て，性理学的理想を求めていたことから，複雑な現実から離れ，自然の中に居
場所をつくり，隠居しながら，修行生活することが，重要と考えられたと言わ
れる。17 世紀中盤以降，朝鮮における政治的影響を与え，当時官僚だった人々
が，政治から離れ，自然の中に入り，隠居生活する傾向が増える 22)。
　このような背景のもと，多くの先行研究では，別墅造営の背景には，性理学
が大きく影響していたと言われている。Yang ら (2003)16) は，ソンビ文化が
別墅に及んだ影響について検討を行う。特に隠居という考え方から別墅立地選
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定において，性理学の影響が大きいという。さらに，講学場所を設けることや，
別墅建築の名前について有名な儒学者の詩文から起因することが，性理学によ
る影響と説明しており，空間だけではなく思想としての影響を指摘している。
Youn(2006)23) は，湖南地方の別墅に関して，隠居と流配によって彼らの苦悩
を払うために造営されているという。Choi ら (2007)24) は，湖南地方の別墅３
カ所を対象とし，各別墅で現れる自然観に関わる思想とその空間について検討
を行う。結果，生理学（儒教）の影響を受けている空間として，瀟灑園の愛陽
壇があげられる。愛陽壇は，孝を意味する空間として造営されている。また，
瀟灑園に建つ「光風閣」「霽月堂」の名前は，宋の性理学者である，「周敦頤」
について詠む詩の「胸懷灑落如光風霽月」から起因すると言われており，性理
学の影響を強く受けたと言われている。
（３）神仙思想 ( 道教 )
　神仙思想は，道教がもつ根本的な思想であり，特に道教は「道」が宇宙と人
生の根原的真理としている。「無爲自然」の世界を志向し，実体的「道」を従
うことが理想的だと考えている。特に朝鮮半島における道教は，神仙思想を中
心として導入されたという。朝鮮は，儒教を中心とした国家であったため，道
教はある程度排除されていたが，その中でも一部を受容していて，その要素が
別墅にもみられる 25)。
　このような背景をもとに，別墅の造営動機や要素においても神仙思想の影響
をうけていることがいくつかみられる。まず，多くの別墅の造営動機において，
性理学に従う単なる隠居ではなく，その中で「無爲自然」もしくは「物我一體」
を目指し，自然をありのままとしながら，自然と合致していく理想郷を描いて
いる。また，別墅の中の要素でも神仙思想の影響がみられる。臨對亭にある池
には二つの池に対し，三つの島が浮かび上がり，三神山を描いていることがわ
かる 26)。さらに，Choi ら (2007)24) によると，瀟灑園の桃は，桃源郷を意味し，
茶山草堂の池に浮かぶ石假山は，仙境を具現したものであり，洗然亭の洞天石
室は神仙がすむところ，天に通るところという意味があり，いずれも神仙思想
の影響を受けているという。
（４）実学
　実学は，朝鮮初・中期に他の学問を排除する性理学から脱皮した朝鮮後期に
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現れた実用的学問である。特に実学者たちは，農村問題と商工業に興味をもつ
ことが多かったといわれている 27)。別墅において実学を取り入れたのは，朝鮮
後期の代表的な実学者であった丁若鏞である。丁若鏞は，茶山草堂での隠居生
活の中で，池にセミを植え，食用として活用する他，畑をつくるような造成も
行い，単なる鑑賞用の庭ではなく，実用的な活用を模索していたといわれてい
る 24)。
3.2 別墅の先行研究に関する概観
3.2.1 別墅の空間に関する研究
　別墅の空間および領域に関する研究は，別墅研究初期の簡易測量や概念提示
の時に活発に行われていた。近年初期研究の定量化が必要であるという指摘も
みられる 9)10)。
　まず，李 (1992)12) は領域に関する研究において内外園の規模を算定して
いる。「外園は可視圏内で利用行動が起こりうると予想される圏域を中心に
1/25,000, 1/50,000 地形図を基に算出した。（中略）影響圏園は一種の概念
的領域であるため面積を算出していない。」この方法によると，外園は単なる
可視圏だけではなく利用行動を含めて面積を出していると考えられるが，その
詳細が不明であり再現性がみられない。内園に関する算出方法の詳細も不明で
ある。おそらく，記文を中心に解析したうえ，想定している面積と考える。一方，
影響圏園は概念的領域と明記しており，この領域を算出的に表現するのは難し
い。
　一方，GIS 解析を通して，別墅の領域を解明しようとした研究もみられる。
Kil ら (2013) は，瑞石池園を対象とし，GIS 可視領域分析およびフラクタル構
造分析を行い，これまで定性的に扱われいた別墅外園の規模を初めて定量的に
検討を行った。また，文化財として内園のみにスポットを当てていたことから
離れ，外園を含めて文化財を保護してゆく必要性について述べている 10)。
　別墅の空間構成については初期の全国の別墅を網羅的に扱っていた研究から
部分的に明らかになっている。特に初期の研究では別墅の立地について概略的
に分類した研究がいくつか目立つ。鄭 (1986)6) は「伝統的な亭子園林の立地
特性および空間構成に関する研究」にて，全羅南道に造営された 62 カ所の別
墅を対象とし，別墅の立地について分析を行う。この研究では「江岸型」「丘
上および山腹型」「近隣型」に別墅を分類している。また，金ら (1992)7) は「朝
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鮮時代亭子園林の地域的特性に関する研究：嶺・湖南を中心に」にて嶺・湖
南地域の別墅８カ所を対象とし，「渓谷型」「丘型」「平地型」に分類する。李
(1992)12) は，「朝鮮時代別墅庭園に関する研究」にてこれらの先行研究を踏ま
え，別墅の立地について「臨水型」と「内陸型」に分類する。臨水型はさらに
臨水隣接型と臨水渓流隣接型に分け，内陸型は山地型と平地型に分類する。上
述する二つの先行研究が広域的な立地を類型したことに対して，李は狭い範囲
での別墅の立地環境を分類したといえる。しかしながら，いずれの研究も別
墅がどのような環境要素に隣接して立地しているかを基準に類型化するにとど
まっている。
　別墅の空間構成を明らかにしようとした研究も，立地に関する研究と同様に，
初期の研究では有名な別墅を中心として，別墅空間の特徴を類型化する作業が
先行している。
　近年は，これまであまり注目されていなかった個々の別墅における扁額・記
文と現地調査を通した空間構成についての研究がみられる。空間構成について
は造園学観点と建築学観点の差がみられる。まず，造園学観点からは，別墅内
の園林構成物を中心とした空間構成の分類が主だった内容である。「建築平面
配置 6)7)12)」「水系 8)12)」「植栽 28)」などが分析対象である。一方，建築学観点
からは主に建築そのものに着目することが多く，建築を形態的にに分類する研
究が複数みられる 29)。
　鄭 (1986)6)，金ら (1992)7)，李 (1992)12) は各研究対象別墅における別墅建
築の簡易測量を行い，部屋の有無や，部屋の位置（中心か否か）によって別墅
を分類している。また，李 (1992)12)，金ら (1994)8) は別墅の「水系」に着目し，
別墅内外に流れる渓流と別墅内の池の位置によって別墅を分類化した。特に金
ら (1994)8) は，水空間の位置のみならず，瀑布・潤水・水路といった動的な
演出技法や水景としての形式分析を行い，地域による演出技法の差を確認して
いる。また，工学的検証として，水路の入水・排水や護岸の形態の調査も行っ
ている。
3.2.2 別墅の景観に関する研究
　別墅の景観に関する研究は，別墅研究初期の場合，多数の別墅を対象とし，
別墅から眺望される景観要素を定性的に調査する研究がみられていた。それに
対し，近年は，研究対象をしぼり，別墅の記文から読み取られる眺望景観につ
27
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いて考察する研究がみられる。この背景には，別墅において「景観」は欠かせ
ない要素であり，長年にわたり，別墅の景観について述べられてきた経緯があ
る。
　鄭 (1986)6) は，全国 62 カ所の別墅を対象とし，別墅の坐向とその眺望対象
の調査を行う。坐向については，東西南北の表記とし，眺望対象については，
「江」「絶壁」「山野」「野原」と現地調査で確認される要素を整理している。立
地環境と合わせ，塀を設けず，自然を眺望対象とする別墅の特徴について考
察を行った別墅の景観に関するほぼ最初の研究である。それに対して，金ら
(1992)7) は，嶺・湖南地方の 8 カ所の別墅を対象とし，比較研究を行う。そ
の際に，別墅の眺望対象を，現地調査で確認される要素の抽出のみにとどまら
ず，別墅の作庭記と詩文から別墅の外部景観について調査を行っている。現地
調査の結果としては，鄭 (1986)6) と同様に，「渓川」「山野」「渓流」という景
観要素の定性的な分類を行っているが，作庭記および詩文から外部景観の部分
を抽出し，別墅における外部景観の重要性について考察を行っている。一方，
安 (1991)30) は，古文書から確認される景観処理技法を整理し，現地調査を通
し，景観処理技法と現況が合致しているかについて確認を行う。その結果，「聚
景」「多景」「環景」「遠景」「挹 ( 納 ) 景」という型がが確認される。また，全
国 185 カ所の別墅を対象とし，各別墅から望まれる景観構造について「近景（立
地特性）- 中景（野，村）- 遠景 ( 山 )- 背景 ( 林，山 )」のモデルを提示し，さ
らに，クラスター分析を介して景観構造と立地特性の分類化をはかる。Ahn ら
(2010)31) は，上記の分析方法を用い，慶南地方の別墅の景観的特徴について
も研究を行い，慶南地方における別墅の立地および景観的特徴について考察を
行う。
　2000 年代以降は，各別墅の記文分析を通し，別墅の景観構造を理解する試
みが行われる。Moon ら (2002)32) は，「俛仰集」に書かれた「俛仰亭」の景観
について分析を行う。「俛仰集」には，多くの自然景観が書かれており，特に
色彩と関連する言及が多く，「緑」と「赤」の言及の多さから，春と秋の景観
が特徴的であったと述べている。また，俛仰集に書かれている眺望主山と実際
の坐向が相違していることから，詩文で語られている景観が実空間と必ずしも
結びついてはいないが，作庭者の思いが含まれており，景観を把握するにあた
り非常に重要な役割を果たすと考察している。また，So(2011)33) は，「瀟灑園
詩選」と「瀟灑園三十詠」から瀟灑園の園林構造について考察を行う。特に借
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景に着目し，詩文から抽出した借景（外園）要素を「視覚的」「空感覚的」「一
時的」「観念的」に分類し，実空間にどのように借景要素がどのように点在し
ているかを確認することで，園林構造を考察している。
　一方，建築学的観点からは，園林全体よりは，別墅建築を中心とした景観配
置に着目した研究が目立つ。Pak ら (1993)34) は，咸陽の 15 カ所の樓亭様式
の建築を対象として景観特性について考察を行う。樓亭様式の建築は，内外部
空間の視覚的連続性を与え，人工景観と自然景観の境界に塀がないことが特徴
と考察し，特に建築の向きは，立地，周辺の景観の影響を受けていると述べる。
李ら (1994)14) は，全羅南道の 9 カ所の別墅および樓亭建築を対象とし，「景」
がもつ意味について考察を行う。「景」の設定は作庭者にとって立地計画に等
しいものと考察している。「景」は一度設定されると変えることができないと
いうことで立地計画と同等な意味をもつという。建築から眺望される「景」は，
作庭者が意図した季節 , 時間帯に訪れなくても景観を想像することができると
いう場所の楽しみ方も考えられると述べている。
　
3.3 先行研究からみる本研究の位置づけ
　別墅の空間構成に関する研究は造園・建築界から異なる観点で研究がされて
おり，建築界では建築のみ 29)，造園界では庭園の構成要素 8)28) の研究や詩文か
ら別墅の造営意図を読み解く研究 22) などがみられる。定量的な形態を分析す
る研究より文学作品や文学的記述から庭園の眺望景観を分析する研究 7)32)33) が
多い。これらの先行研究は，個々の別墅の景観を研究するもので，地域全体の
景観的特徴を網羅するものではない。
　また , これまでの別墅の「立地」に関する研究は , 別墅内の空間要素の配置
を立地とみなして研究されてきている 6)7)。もしくは「風水」に立脚してその
周辺環境の特徴とむすびつけようとする研究である 17)。しかしながら , 多くの
別墅が地形起伏が豊かな山稜部に建つことに着目し，その地形的特徴を考察す
る研究は少ない。
　一方，造園学と建築学では同じ「別墅」を対象に研究している中 , 研究内容
が重ならず , 庭園全体を統合的に考察する研究は見られない。造園学では「植栽」
「思想」「造営背景」などが研究され , 建築学では「建築の平面形態」「建築の
空間特性」という側面で研究がされていた。しかし両分野で唯一重なる研究と
は「景観」を対象とする研究である。別墅は景勝地に建ち , 景観を楽しむこと
29
序
が特徴の一つであることから両分野で研究されてきたと考えられる。そこで本
研究では，両分野を統合するような研究として「景観」および「周辺地形」に
着目した考察が重要と考える。景観眺望を重視するというデザイン行為は，建
築内部空間だけで解決されるものではなく，同時に庭園部の操作だけで達成さ
れるものではない。その意味で別墅研究では，建築自体とそれをとりまく園林
を一体的に研究していく必要があると考える。
　別墅に関する近代学術的研究が始まって 40 年ほど経つが , 現況測量図がな
い別墅が多く , 測量図があっても多くは平面配置図のみである。別墅は小高い
丘や山稜部に建つことが多いのにもかかわらず , 地形の測量図とその研究がが
ほとんど見られないことから , 今後別墅の地形測量図を早急につくっていく必
要があると考える。
　これまでの先行研究の状況を踏まえ，本研究は，別墅の空間構成や別墅を成
立させている領域について，概念的解釈をいったん保留し，改めてオリジナル
な現地地形測量調査および GIS 分析を介して定量化し，形態言語化を目指すも
のである。先行研究の別墅の空間論については，本研究の定量的解析を通して，
改めて読み解き直す必要があるのではないかと考える。また，建築 - 外部空間
を一体とした検討がなされていないため，それらを総合する視点として「景観」
「周辺地形」を用いて考察を深めていきたい。
3.4 本研究で扱う用語の定義
　本研究では建築もその外部空間もひとまとめに「別墅」という用語で扱うも
のとする。したがって，建築周囲に造営された外部空間も「別墅庭園」とは呼
ばない。金ら (1985)35) によると，別墅は別墅という用語の中にすでに庭園様
式の意味を含んでいると説明しており，朝鮮時代の文献には外部空間に関して
「別墅庭園」ではなく，「別墅」として記録が残されている述べている。そのた
め，本硏究では庭園をつけないこととする。今日において学術用語として「庭
園」を用いることが普通となってきているが，未だに韓国硏究界の中で「庭園」
という言葉の起源，定義に関する議論が行われている。朝鮮時代までは，建築
に付随する外部空間は，「園林」「庭苑」「庭」などの用語が使われていたとみ
られ，「庭園」という用語は近代日本が持ち込んだ用語と推察される 35)。その
ため，別墅を理解するにあたり，その外部空間として「庭園」という用語を用
いず，対応するものである。
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　また，本硏究において，別墅に建てられている建築を示す用語は「別墅建築」
とし，建築周辺の造営空間は「園林」とする。一般的に別墅建築は別墅の名前
で称することが多いが，本硏究では「別墅建築」そして「園林」と区別する。
　したがって，「別墅」と称するものは，園林と建築を含む全体を示すもので
あり，別墅の中に建てられている建築は「別墅建築」，別墅の中でも建築周囲
に造営されている空間を「園林」とする。
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4 研究対象
4.1 研究対象の選定
　本研究は，造営時期を朝鮮時代に造営されたもの，造営地域を湖南地方の全
羅南道と限定して別墅を選定し，研究対象とする。
　本研究における研究対象の造営地域は「湖南地方の全羅南道」に限定する。
その理由を以下に述べる。
　（１）湖南地方は，朝鮮半島の中でも特に別墅が多く残る地域であり，地域
別件数のみでみると２番目に多い地方である。
　（２） 湖南地方は同じ文化的背景をもつ人物が集まり，別墅を造営している。
　朝鮮時代の別墅造営の背景は，中央政治から離れ，地方に戻り自然と共に過
ごす自然観が大きく影響していると言われている 36)。史料においてもそのよう
な背景をもつ別墅が，韓国の南部地方に多く分布していたことがわかる。しか
し，園林としての別墅の全数調査は行われておらず，主に別墅の建築様式であ
る樓亭様式からその分布の検討できる。
　「新増東国輿地勝覧 (1530***)」の記録によると，樓亭は，全国 885 カ所の
うち，嶺南地方（慶尚道）は 263 カ所，湖南地方（全羅道）は 170 カ所が
あったことが確認されている。国の文化公報部 **** が発刊した「文化遺跡総覧
(1977)」によると，全国 569 カ所の樓亭のうち，全羅南道は 83 カ所，全羅
北道は 13 カ所であることが確認され，全羅道を南道と北道にわけると，全羅
南道の方がより活発に造営をしていたことがわかる ( 表 0-2)37)38)。このことか
***新増東国輿地勝覧 (1530)：朝鮮時代 ( 成宗 ) の地理志
****現在：文化体育観光部と國政弘報處に分かれる
地域 京都 漢城府 京畿道 江原道 開城府****黃海道****咸鏡道****平安道**** 合計
樓亭数 14 24 34 81 13 50 56 100 885
地域 ソウル 京畿道 忠淸北道忠淸南道慶尙北道慶尙南道全羅北道全羅南道 江原道 済州島 合計
38 19 173 102 13 83
*忠淸道：湖西地方　**慶尙道：嶺南地方　***全羅道：湖南地方　	****北朝鮮
慶尙道**
263
全羅道***
170
569
新東國輿地勝覽(1530)
文化遺跡総覧(1977)
樓亭数 43 45 50 3
忠淸道*
80
57 275 96
表 0-2　韓国全国の樓亭樣式建築の分布
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ら，湖南地方（全羅道）は，全国で２番目に別墅建築様式である，樓亭様式の
建築が集まっている場所であることが確認できる。
　次に，湖南地方に造営される別墅の作庭者は同類の文化的背景をもつ 23) こ
とが知らされており，別墅造営にも影響を及ぼしていたと考えられる。その背
景には，朝鮮時代中期 (16C 以降 ) 以降，湖南地方の士林 ***** は中央政治への進
出が難しくなり，または，強制的に地方に戻されており，中央政治へ進出する
ことのできない想いを文学作品を通して発現するようになった。このような背
景をもつ士林が一つの詩壇をつくり，作品活動の場を求め，別墅が造営される
ことにつながった。特に湖南地方は他の地方より，平野が広がる風光的特徴が
あり，詠歌，詩作といった文化活動に適した景観を提供していたと考えられて
いる。すなわち，政治的な抑圧を受けていた士林にとって，湖南地方の恵まれ
た自然環境が彼らがもつ芸術性・思考性を表象するに場として共有されたので
ある。そして「別墅」という建築・園林様式をもった特定の空間デザイン様式
化されていたと考えられる。同じ文化的背景をもつ作庭者が集まる湖南地方の
別墅を対象とすることは，デザイン様式を見極める価値のある対象選定である
と考えられる。
　さらに，本研究における研究対象は，その造営時代が「朝鮮時代」であるも
のに限定する。湖南地方の全羅南道地域における朝鮮時代より以前の高麗時代
の樓亭に関する史料は高麗中期以降である。それ以上前の記録や詳細は確認が
難しい。高麗時代の造営で確認されるものは 9 カ所である。また，別墅として
の性格よりも公に提供する場として造営されたと言われている 39)。
　このような背景の中，湖南地方の全羅南道地域における別墅の数を確認する。
全羅南道地域の樓亭様式の建築の分布，現状，背景については，1985 年から
1991 年にかけて，湖南文化研究所が古文や現地調査を通し，明らかになる。
前述する「新増東国輿地勝覧 (1530)」「文化遺跡総覧 (1977)」より多くの樓
亭様式の建築が分布していることがわかる。湖南地方（全羅道）全体において
約 100-200 カ所と確認されていたが，湖南文化研究所の調査によると，全羅
南道だけで 423 カ所の樓亭様式の建築が確認される。これは，「新増東国輿地
勝覧 (1530)」の樓亭様式の建築の現存有無，「文化遺跡総覧 (1977)」は，時
代的かつ全国を網羅的に調べていたため，漏れが多くあったと考えられる。一
方，湖南文化研究所は，地域にあるあらゆる樓亭様式の建築について，７カ年
*****朝鮮時代における政治派閥の一つ。山林で学問を磨いた文人・学者出身
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にかけて丁寧に調査を行ったため，以前の研究より精密な結果がでたとみられ
る 39)。しかし，湖南文化研究所によって確認された 423 カ所の樓亭様式の建
築が全て別墅を指すわけではない。特に亭には，茅亭という藁葺き屋根ででき
た門のない開放的な亭も存在しており，私的空間ではなく，村の入口や中核と
なる場所に設置され，コモンスペースとして用いられることが多い。また，樓
様式は，まちの門として設置されることが多く，これもまた公の利用が主だっ
た様式である。そのため，利用形態や，造営者および利用者（公私）によって
さらなる分類が必要となる。
　そこで本研究では，全国の別墅の個数は把握されないものの，湖南文化研究
所によって確認された全羅南道地域の樓亭樣式建築 423 カ所の中でも，「2010
全国別墅名勝資源指定調査報告書 40)」をからすでに別墅として確認ができた
40 カ所と 2010 年当時，すでに名勝認定をもらっている 4 カ所，計 44 カ所
から時期，公私所有形態，さらに現地調査を通し，眺望に特化した別墅 21 カ
所の選定を行う（図 0-5）。
4.2 研究対象の概要　
　以上より，本研究における研究対象の空間的範囲は，史料や現存する別墅が
多い湖南地方の全羅南道の別墅，時代的範囲は，朝鮮時代に限定する。研究対
象の別墅の位置および概要を以下の図 0-6，表 0-3，0-4 にまとめる。特に表
0-3 では，別墅の概要と別墅における管理者（所有者），文化財指定について
明示し，さらに，表 0-4 では，対象別墅にかかる扁額と詩文，絵図をまとめ，
概略的に別墅の史的価値の基礎資料として示す。
図 0-5　研究対象の選定
現地調査から選定
全体 :423 カ所（湖南文化研究所の調査より）
利用形態が私的かつ別墅であること
時代的範囲：朝鮮時代
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図 0-6　研究対象地の位置
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別墅名 造営時期(年) 場所 ⽂化財指定 管理者 所有者
1 俛仰亭 1533 潭陽 全羅南道記念物第6号 新平宋⽒ 宗中
2 松江亭 1585 潭陽 全羅南道記念物第1号 延⽇鄭⽒ 宗中
3 連溪亭 1570 潭陽 - 柳⽒
4 聞⼀亭 1861 潭陽 郷⼟有形⽂化遺産 12 昌平⻑⽥李⽒
5 息影亭 1560 潭陽 名勝第57号 潭陽郡
6 鳴⽟軒 1652推定 潭陽 名勝第58号 潭陽郡
7 瀟灑園 1530以後推定 潭陽 名勝第40号 潭陽郡 国有/私有(梁⼭甫の後世梁⽒)
8 獨守亭 1390推定 潭陽 全羅南道記念物第61号 天安全⽒宗中
9 醉歌亭 1890 光州 光州広域市⽂化財資料第30号 光⼭⾦⽒ 宗中
10 環碧堂 1545 光州 名勝第107号 光州広域市 北区 韓國農漁村公社 など
11 楓岩亭 1602 光州 光州広域市⽂化財資料第15号 光⼭⾦⽒ 宗中
12 観⽔亭 1544 光州 - 永川李⽒ 宗中
13 樣碧亭 1545 順天 - ⽟川趙⽒ 宗中
14 臨對亭 1862 和順 名勝第89号 和順郡 驪興閔⽒沙厓公派 宗中
15 悅話亭 1845 寶城 重要⺠俗⽂化財第162号 イ・ジョンミン(이정민) イ・ヨンカン(이용관)
16 舍⼈亭 1453以後推定 ⻑興 全羅南道有形⽂化財第55号 キム・ジョンシク(김정식)
17 富春亭 1598 ⻑興 全羅南道記念物第67号 淸⾵⾦⽒ 宗中
18 碧流亭 1640 羅州 全羅南道有形⽂化財第185号 光⼭⾦⽒碧流公派 宗中
19 寄傲亭 1669 羅州 全羅南道⽂化財資料第266号 潘南朴⽒ 宗中
20 茶⼭草堂 1808 康津 史跡第107号 康津郡
21 洗然亭 1631以後推定 莞島 名勝第34号 莞島郡 莞島郡 ほか3⼈
表 0-3　研究対象地の概要
* 文化財指定 / 管理者 / 所有者情報は，国家文化遺産ポータル (http://www.heritage.go.kr/) と現地の案内板の情報によるものである。また，所有者
は個人情報であるため，詳細な情報が確認できない。
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別墅名 扁額* 関連する文学作品および文集**
1 俛仰亭 奇大升(1564)：俛仰亭記，宋純(??)：俛仰亭，宋純(??)：俛仰亭原韻，
蘇世讓(??):俛仰亭次韻，正祖(1798)：御製，趙世觀(1737)：俛仰亭，
李安訥(1610)：次板上韻，金麟厚(??)：俛仰亭次韻詩，李滉(??)：俛仰
亭次韻詩，高敬命(??)：俛仰亭三十詠，林億齡(??)：俛仰亭三十詠，
黃瀡(1632)：後壁上韻，梁⼭甫(??)：次俛仰亭韻，林光弼(1728)：贈主
⼈
<宋得七(1829)：俛仰集>：宋純による⽂学(散⽂/詩⽂)を⽂集として
まとめたもの。俛仰亭に関連し，扁額にもなっている＜俛仰亭三十
詠＞などもの載っている。
2 松江亭 鄭栽(1769)：松江亭遺墟修理詩序，鄭澈(??)：新院山居寄示習齋，鄭
澈(??)：西湖病中憶栗谷，成渾(??)：上松江韻次，鄭栽(??)：遺墟修理
時敬次松牛兩先生韻感而有述，鄭海吉,鄭得源(??)：無題
<鄭澈(1588)：思美⼈曲>
<鄭澈(1588-9)：續美⼈曲>
<鄭雲鶴(1894)：松江集>
3 連溪亭 李光秀(??)：漣溪亭興廢事實，奇宇萬(1915)：漣溪亭重建追記
4 聞⼀亭 奇正鎭(??)：聞一亭記
5 息影亭 鄭海承(??)：題息影亭，林億齡(1563)：息影亭記，林億齡(??)：息影亭
記，鄭澔(1663)：息影亭重修記，林億齡(??)：息影亭題詠，高敬命
(??)：息影亭題詠，金成遠(??)：息影亭題詠，鄭澈(??)：息影亭雜詠，
閔德鳳(??)：次，金鎭商(??)：息影亭奉次主人/鄭敏河(??)：歌先朝關
東別曲，鄭海心(??)：息影亭雨後 手筆，鄭祚源 (1869)：己巳夏重葺感
吟，鄭祚源 (??)：息影亭
<金成遠(1876)：棲霞堂遺稿>
<鄭澈(1560)：星⼭別曲> 他
6 鳴⽟軒 鄭泓溟(??)：鳴玉軒記，朴相淳(1766)：藏溪古桐記
7 瀟灑園 梁昇鍾(1986)：瀟灑園記，吳駿善(1924)：光風閣重修記，金麟厚
(1548)：瀟灑園四⼗⼋詠，梁⼭甫(??)：瀟灑園題詠/金麟厚(??)：訪彦
鎭兄林亭，宋純(??)：外弟瀟灑處士挽/楊應鼎(1557)：輓宗兄瀟灑處士
/奇⼤升(1557)：挽⼈，⾼敬命(??)：無題/金成遠(??)：無題/鄭澈
(??)：無題，林億齡(??)：瀟灑亭
<⾼敬命(1574)：遊瑞⽯錄>
8 獨守亭 全新民(??)：獨守亭述懷，宋秉璿(1891)：獨守亭重建記，金寗漢
(1949)：獨守亭記，全泓爀・全奎煥(1955)：獨守亭重建記，全洪爀
(1973)：獨守亭重修記，宋在直(1972)；獨守亭重建記，金種嘉(1972)；
獨守亭重建記，全洪爀(??)：獨守亭十四景，全權(??)：先亭遺墟有感/
金東洙(??)：獨守亭次韻 他14名の詩文，全泓爀・全奎煥(1955)：敬次
獨守亭原韻，金種嘉(1972)：獨守亭重修上樑文
9 醉歌亭 宋近洙(1891)：醉歌亭記，金文鈺(1955)：醉歌亭重建記，金晩植(??)：
醉歌亭上樑文，權韠(??)：醉時歌，金晩植(??)：創立醉歌亭 有感、金
德齡(??)：題瑞峯寺/軍中作
10 環碧堂 林億齡(1572)：環碧堂，趙子以(1655)：過松江先生舊屋有感志懷仍贈
鄭達夫
宋純：次金上舍 成遠 息影亭韻，次環碧亭韻，聞扶安倅金公 恭老 來
寓環碧亭　(以上3点，俛仰集(1829)より)，他 金麟厚，奇大升，髙敬
命，鄭澈，白光勳　など　多数
11 楓岩亭 鄭泓溟(1615)：楓巖記，金德普(??)：漫詠，林億齡(??)：元韻/林植
(??)：次楓溪韻/晩德(??)：訪楓岩，⾼敬命(??)：次楓岩亭韻，安邦俊
(??)：贈⾦楓巖/林檜(??)：奇題，鄭在勉(??)：無題，鄭在誠(??)：次
壁上韻，金致福(??)：無題，鄭泓溟(??)：無題
12 観⽔亭 觀水亭韻，先祖溪月堂公，曺汝忠(??)：觀水亭元韻，觀水亭重建上樑
文，謹次，謹次觀水亭韻，謹次觀水亭韻，次觀水亭韻
13 樣碧亭 <趙東勳(19729：漾碧亭講會實錄>：造営当時に交流していた金麟
厚，白光勳，鄭澈などの記録を集めたもの
14 臨對亭 朴源升(??)：謹次，謙窩(??)：臨對亭詩會，宋鴻(??)：謹次，李紀鎬
(??)：謹次重修韻，鄭尙采(??)：謹次，朱陽東(??)：敬次重修韻，李康
述(??)：無題，宋致萬(??)：謹次重修韻，安秉宅(??)：謹次臨對亭重修
原韻，李兢植(??)：謹次板上韻，金文鈺(??)：謹次，宋泰會(??)：謹次
臨對亭原韻，權載奎(??)：敬次臨對亭韻，鄭公源(??)：謹次，奇東衍
(??)：敬次，閔膺鎬(??)：敬次，鄭昌林(??)：??，⾼濟琳(??)：奉和臨
對亭韻，曺瑩承(??)：謹次，閔達鎬(??)：謹次板上韻，閔大鎬・閔肯
鎬・閔龍鎬：敬次，洪珽誤(??)：無題，閔冑顯(??)：臨對亭原韻，閔
龍鎬(1921)：臨對亭上樑文，金文鈺(1934)：臨對亭重建記，閔丙承
(1936)：臨對亭重修記，閔冑顯(1862)：臨對亭記
15 悅話亭
16 舍⼈亭 金承植(甲申年)：舍人亭重修記，漢七(甲申年)：敬次重修韻，金正植
(癸⾣年)：敬次，⾦漢敏(1909)：敬次，⾦和植(??)植：敬次舍⼈亭韻，
朴戴淳(庚戍年)：謹步韻，??(丁丑年)：謹次原韻，金永植(??)：謹次原
韻，他2点
17 富春亭 金基成(1838)：原韻，閔亨基(1838)：富春亭記，高彥柱(??)：敬次富春
亭韻/金擎鉉(??)：無題，金大鉉(1862)：謹次，金之鉉(1853)：謹次/魏
啓哲(1853)：謹次，金潤珍(1896or1956)：谨次富春板上韻，⾦基錫
(??)：谨次原韻，⾦潤洼(??)：谨次原韻/⾦永邦(??)：無題，⾦完植
(1919)：謹步板上韻/⾦允植(1919)：次韻，⾦益權(??)：無題，⾦在獻
(??)：無題，⾦平默(1906)：記⽂(重庵先⽣別集⼋巻より)，朴顯圭
(1884)：無題, ⾦基憲(1884)：富春祠創建識 他2点
18 碧流亭 金萬恒(1678)：碧流亭重修記，金泳冀(1862)碧流亭重修記, 金琪淑
(??)：碧流亭重修記, 張憲周(1862)：碧流亭上樑⽂，??(??)：碧流亭原
韻，金璇(??)：碧流亭，羅海鳳(??)：碧流亭，林埬(??)：碧流亭，金璇
(??)：碧流亭，金貞⿓(??)：碧流亭，崔珽(??)：題碧流亭/金⽂鈺
(??)：題碧流亭，金太錫(??)：敬次重修韻
19 寄傲亭 寄傲亭重修正記文 2つ，柳尙運を含めた文人による扁額が９つ***
20 茶⼭草堂 <丁若鏞(1818)：牧⺠⼼書>
<丁若鏞(1808)：經世遺表>
<丁若鏞(1822)：欽欽新書> 他 500冊以上の著書執筆
21 洗然亭 <尹善道(1651)：漁⽗四時詞> 他 多数
表 0-4　研究対象地の扁額リストおよび関連文学資料の整理
* 湖南記録文化遺産 (http://memoryhonam.co.kr/) の扁額リスト
** 韓国古典総合 DB(http://db.itkc.or.kr/) の各別墅をキーワードとし検索した結果による
*** 現地調査より扁額は肉眼で確認できておらず，建築内部に扁額がかかっていることが * 湖南記録文化遺産より確認
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5 研究方法
　本研究は別墅内外部における空間の定量化を図るため，以下の研究方法を用
いる ( 図 0-7)。
5.1 資料調査
　韓国と日本にて収集可能な資料調査を行う。韓国教育学術情報院 (KERIS) か
ら提供する学術研究情報サービス RISS41)，韓國の国会図書館 42) と日本の国立
情報学研究所 CiNii43) から「別墅」「別墅庭園」「別墅園林」「各別墅名」をキーワー
ドとする先行研究および書籍から基礎情報の収集を行う。各別墅の基礎情報の
収集とともに各別墅の測量図の有無の確認を行う。本研究で先行研究にて測量
図 ( 簡易平面測量図除く ) があった対象別墅を以下の表 0-5 に示す。これより，
測量調査が不足している上，本研究が重要と考える地形と建築の基礎データの
ないことが確認される。
測量調査 ( 建築・地形 ) 測量図作成および
GIS 分析
凡
例
m
yungokheon-area
<セル値
>
0 - 55.000000001 - 10
10.00000001 - 15
15.00000001 - 20
20.00000001 - 25
25.00000001 - 30
30.00000001 - 35
35.00000001 - 40
40.00000001 - 45
45.00000001 - 50
50.00000001 - 530.8856201
先行研究調査および
図集収集
図 0-7　研究方法
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5.2 現地調査
　本研究において，2014 年から 2017 年にわたり，事前調査 1 回と本調査 5
回を合わせ合計 6 回の現地調査を行った。現地調査にて測量調査・ヒアリング
調査・写真撮影の踏査を行った。地形測量調査には SOKKIA 社のトータルステー
平面1) 断⾯2) 平⾯3) 断⾯4)
1 俛仰亭 ○ ○ △ x 1)2)3)千得琰	他(2002)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
2 松江亭 ○ x △ x 1)2)3)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編-(한국의	건축문화재	전남편)
3 連溪亭 x x x x
4 聞⼀亭 x x x x
5 息影亭 ○ ○ △ x 1)2)3)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
6 鳴⽟軒 ○ ○ ○ x
1)2)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
3)李載根(1992)：朝鮮時代別墅庭園に関する研究
7 瀟灑園 ○ ○ ○ ○
1)2)4)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
3)李載根(1993)：朝鮮時代別墅庭園に関する研究
8 獨守亭 ○ x x x 1)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編-	(한국의 건축문화재 전남편)
9 醉歌亭 ○ ○ ○ ○ 1)2)3)4)光州広域市(2015)：醉歌亭精密実測報告書(취가정 정밀실측 보고서)
10 環碧堂 ○ ○ ○ ○ 1)2)3)4)光州広域市(2012)：環碧堂	:精密実測調査報告書(環碧堂：정밀실측조사보고서)
11 楓岩亭 ○ ○ x x
1)2)Lee,Won-Ho	et	al.(2003)：A	Study	on	the	Landscape	Characteristics	of	Pung	Am
Jeong	Zone	through	the	Anaalysis	of	Kim	Chung	Jang	Gong	Yu	Sa
12 観⽔亭 x x x x
13 樣碧亭 x x x x
14 臨對亭 ○ x ○ x
1)千得琰	他(2002)：韓国の建築文化財-全南編-	(한국의 건축문화재 전남편)
3)兪炳林	他(1989)朝鮮朝庭園の原型に関する研究(조선조 정원의 원형에 관한 연구)
15 悅話亭 ○ ○ ○ ○ 1)2)3)4)文化財庁(2006)：重要民俗文化資料記録化報告書
16 舍⼈亭 ○ x x x 1)千得琰 他(2003)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
17 富春亭 ○ x x x 1)⽂化研究所(1993)：亭⼦実測調査報告書
18 碧流亭 ○ x x x 1)⽂化研究所(1994)：亭⼦実測調査報告書
19 寄傲亭 x x x x
20 茶⼭草堂 ○ x ○ x
1)千得琰	他(2003)：韓国の建築文化財-全南編- (한국의 건축문화재 전남편)
3)李載根(1992)：朝鮮時代別墅庭園に関する研究
21 洗然亭 ○ ○ ○ x 1)2)3)李載根(1992)：朝鮮時代別墅庭園に関する研究
参考⽂献
別墅建築 園林
別墅名
表 0-5　研究対象地の測量図有無の現況
* △は，配置図のみの場合を示す
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ション，レザー測量機とメジャーを，建築測量には，レザー測量機とメジャー
を利用した。
　下記の (*) 以外が，本研究の対象別墅である。その他の別墅および住宅庭園は
補完的かつ相対的な視点を得るために，調査したものである。
　①第一回：2014 年１月（事前調査）
　　実施場所：鳴玉軒，還碧堂，息影亭，瀟灑園
　　内容：現地踏査・写真撮影
　②第二回：2014 年 8 月
　　実施場所：鳴玉軒，臨對亭，瀟灑園，茶山草堂，洗然亭，超然亭 (*)
　　内容：現地測量調査・写真撮影
　③第三回：2014 年 11 月
　　実施場所：鳴玉軒，臨對亭，瀟灑園，茶山草堂，洗然亭，超然亭 (*)，荷葉亭 (*)，
舞浙蓮塘 (*)，曲水亭 (*)，楽書斎 (*)
　　内容：現地測量調査・写真撮影
　④第四回：2015 年 11 月
　　実施場所：酔歌亭，聞一亭，俛仰亭，観水亭，松江亭，連渓亭，還碧堂，
息影亭，楓厳亭，竹林齋 (*)，延安金氏宗宅 (*)
　　内容：現地測量調査・写真撮影・ヒアリング調査
　⑤第五回：2017 年 8 月
　　実施場所：獨守亭，醉歌亭，楓岩亭，樣碧亭，悅話亭，舍人亭，富春亭，
碧流亭，寄傲亭
　　内容：現地踏査・写真撮影
　⑥第六回：2017 年 12 月
　　実施場所：臨對亭，俛仰亭，松江亭
　　内容：追加写真撮影調査
5.3 測量図の作成
　測量調査の結果を測量図として作成する。すでに測量図があるものは，先行
研究の測量図を補完する形で作成を行う。測量図作成にあたり，Autodesk 社
の AutoCAD Civi l  Map 2015 を用いる。トータルステーションから得られた
測量点を CAD の座標として落とし，図面化を行う。さらに，韓国国土地理情
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
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報院の 1/5000 の広域図（航空測量図）と現況測量図をすり合わせ，統合地形
図を作成する。
5.4 分析方法
　別墅の空間構成および領域に定量的分析を行うため，測量図をもとに，GIS
分析を行う。本研究では Esri 社の ArcMAP10.2 と 10.3 を用いる。統合地形
図から DEM データ (TIN) を作成し，ラスタ分析 (1m) を行う。このラスタより
各章毎に分析項目に合った分析を行う。本研究では主に「可視領域 (Veiwshed)」
「傾斜度分析 (Slope)」「傾斜方向 (Aspect)」のコマンドを用いる。
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6 研究構成
　本研究は，韓国伝統庭園の一つである別墅における空間形態と領域構成につ
いて明らかにするにあたり，先行研究で扱われている概念に立脚し以下の３つ
のスケールで分析および考察を行う ( 図 0-8)。
第１章：別墅から眺望される山容の景観領域
　別墅の外園および影響圏園におよぶ別墅の景観領域を明らかにする。また，
GIS を介した景観シミュレーション分析を行うことにより，別墅における景観
特徴を定量的に把握を行う。
第２章：別墅を囲い込む周辺環境の囲繞領域
　別墅の外園および立地概念として，別墅を囲い込む周辺環境領域を明らかに
する。特に周辺山稜部に着目し，別墅周辺山稜部がつくり出す別墅の囲繞性に
ついて考察を行う。
第３章：別墅の地割形態が決める園林領域
　別墅の園林領域を地割形態分析を通して明らかにする。特に地割形態に着目
し，地割形態が生み出す園林領域および空間構成を把握するとともに，別墅か
らの景観と地割形態の関係性を考察する。
　さらに，これらの分析結果から，得られる知見をもとにこの地方における別
墅のデザイン特徴を結にて考察を行う。また，今後の別墅の保全に向けた指針
を示す。
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
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図 0-8　研究の構成
外園および影響圏園
第 1 章
別墅から眺望される
山容の景観領域
および景観特性
第２章
別墅を囲い込む周辺
環境の囲繞領域およ
び周辺環境の特徴
第３章
別墅の地割形態が決
める園林領域
および空間構成
領域スケール
立地条件
別墅のデザイン要素および領域構成の考察
景勝地に位置する 生活圏への接近まちとの適宜な隔離
外園 内園
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1 背景・目的
　本章では，別墅から望まれる周辺景観の特性を，GIS による可視領域分析と
景観シミュレーションを用い，明らかにすることを目的とする。
　別墅は景勝地を選んで位置すると言われており，周辺環境まで含め庭園の範
囲を考える必要があると指摘されてきた 1)2)。李 (1992) は，外園の面積につい
て検討を行う。「外園は可視園内で利用形態が起こりうると予想される圏域を
中心に 1/25,000，1/50,000 地形図をもとに面積を算出していた。」と述べ
ている 3)。算定の仕方はこれ以上は述べておらず，具体的にどのように算定し
ていたかは確認できないが，（１）広域地図から，可視領域と推定される空間
を抽出する。（２）古文献から推測される利用形態が起こりうると空間を抽出
する。によっておおよその外園空間の規模を算定していたと考えられる。一方，
李は，外園は，「内園からの可視圏」と定義しており，検討内容と定義内容に
ずれが見られる。また，「影響圏園は一種の概念的領域であるため，境界の範
囲を設定するにあたり，誤差が多いため面積は算出しない」と述べており，外
園と影響圏園はその境界が曖昧で，いずれも第三者による検討が困難であると
考える。すなわち，外園と影響圏園の定義が曖昧であり，二つを分けてその規
模を検討することは難しいと考える。
　しかし，先行硏究 1)2) にて共通する指摘として，外園としての眺望環境が別
墅において重要な要素であるといえる。別墅の作庭記，別墅から作成された詩
文などの内容の分析によると，外部環境に関する記述が一番多くみられ，作庭
において内部環境よりも外部環境に重きを置いていると考えられる 4)。そのほ
かに Moon ら (2002)5)So(2011)6) 崔ら (2015)7) も，別墅に由来する詩や文学
にみられる景観に関する記述に着目し，別墅と景観の関係性を示唆しているが，
いずれも実空間と定量的に検討を行っているとはいいがたい。
　以上に示すように，これまでの研究では，概念的にその様相を指摘する研究
があるものの，具体的に空間的特性を述べている研究は少ない。そのため，本
章では別墅の外園と影響圏園をまたぐ別墅の眺望空間に着目し，別墅から望ま
れる眺望景観の特徴を定量的に明らかにするものである。
　研究対象別墅は，湖南地方 5 カ所とし，以下の 3 点を分析・考察する。
（１）韓国国土地理院 1/5,000 地形図を用い，GIS により可視領域範囲を確認
する。
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（２）可視領域の中から景観要素を抽出し，別墅からの主たる景観要素を明ら
かにする。
（３）可視領域における山稜の見え方に着目し，それらがつくり出す山容景観
全体の特徴を明らかにする。
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2 研究方法
2.1 研究対象地の選定
　本章では，湖南地方の別墅がもつ景観特性を明らかにするにあたり，湖南
地方に造営された鳴玉軒 ( 別墅 1-1)，瀟灑園 ( 別墅 1-2)，臨對亭 ( 別墅 1-3)，
茶山草堂 ( 別墅 1-4)，洗然亭 ( 別墅 1-5) の５カ所の別墅を硏究対象とする ( 表
1-1, 図 1-1)。本章にて扱う対象別墅の正式名称は，潭陽鳴玉軒苑林（名勝 58
号），潭陽瀟灑園 ( 名勝 40 号 )，和順臨對亭園林（名勝 89 号），康津 丁若鏞 
遺蹟 ( 史跡 107 号 )，甫吉島尹善道園林 ( 名勝 34 号 ) である。いずれも国の文
化財である名勝・史跡に指定を受けており，検討史料が十分であり，韓国を代
表する別墅といえる。そのため，本章では韓国を代表する５ヶ所の別墅におけ
る景観シミュレーションを行うことにより，別墅における景観特性および領域
について明らかにする。
　文化財指定されている別墅であるため，上述する指定名が存在するが，別墅
の世界観を現すのは，別墅にかかる扁額名としての別墅名と考え，本研究では
扁額名としての別墅名を用いるものとする。
2.2 対象地の概要
　本章の対象地である別墅５カ所の概要と位置については，表 1-1，図 1-1，
1-2 にまとめる。詳細については，資料編にて紹介する。
2.3 可視領域および景観シミュレーションに関する先行研究
　近年 GIS を用いた庭園研究が増えている中，韓国の伝統庭園，特に別墅を対
象とした GIS 分析およびその手法はまだ初期段階であり，先行研究は多くみら
れない。一方，日本の借景庭園を対象とし，景観シミュレーションを行い，景
観特性を明らかにしている研究もみられる。
　Kil ら (2013)1) は，瑞石池園を対象とし，GIS 可視領域分析を通し，外園規
模の検討を行う。また，Lee ら (2012)2) は，洗然亭を含む尹善道園林の眺望ルー
トを選定するにあたり，可視領域分析を行った。島全体を通し，眺望が良好な
場所を選び，島内の古道の復元の基礎資料としても評価できると考える。一方，
山口ら (2009)8) は，GIS の可視領域分析および景観シミュレーションを通し，
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番 別墅名 造営時期(年) 場所 概要
別墅1-1 鳴⽟軒 1652推定 潭陽  鳴⽟軒は，潭陽郡古⻄⾯後⼭にある1600年代中
盤に造営された別墅である。正確な造営時期は定
かではないが，吳希道(1583-1623)が住んでいた
場所に，第四⼦の吳以井(1619-1655)が庭園を造
営したが始まりである。鳴⽟軒の鳴⽟は，園林に
流れる⽔の⾳から起因する。
別墅1-2 瀟灑園 1530以後推定 潭陽  瀟灑園は，潭陽郡南⾯に⽴地し，梁⼭甫により
造営された別墅である。韓国⺠間の伝統庭園の研
究が始まった以来⼀番多く研究された庭園の⼀つ
であり，韓国別墅を代表する庭園でもある。その
ため，1983年史跡として指定され，2008年には
国の⽂化財である名勝として指定される。
別墅1-3 臨對亭 1862 和順  臨對亭は，和順郡南⾯に⽴地し，閔胄顯(1808-
1882)により造営された別墅である。閔胄顯が，
1862年に造営し，余⽣を送ったところである。
1500年代末，考槃南彦紀(1534~?)が丘の上に，
「垂綸臺」という建築を建て，「考槃園」という
園をつくったのが始まりである。以後，しばらく
使われなくなり，廃れていた空間を閔胄顯によ
り，臨對亭として再整備された。
別墅1-4 茶⼭草堂 1808 康津  茶⼭草堂は，康津郡道岩⾯に⽴地する，茶⼭丁
若鏞が流配⽣活を送っていた場所である。茶⼭草
堂は，当初⼊鄕祖の尹就緖(1688-1766)によって
造営された⼭亭であり，尹就緖の孫である，尹慱
(1744-1821)の所有であった。尹慱の流配の⾝に
なった茶⼭への配慮により，茶⼭は1808年から茶
⼭草堂で隠遁⽣活を始めることとなる。
別墅1-5 洗然亭 1631以後推定 莞島  洗然亭は，甫吉島に位置する，尹善道によって
造営された国指定の名勝である。尹善道が1637年
から1671年，85歳に世を去るまで7回に渡り，13
年間⽣活をしていた。官職から破⾯となり，船に
乗ったまま，耽羅（済州島）へ向かうこととなる
が、その途中に，甫吉島と出会い，甫吉島の美し
い地勢に惚れ，余⽣をここで暮らすことを決め
る。尹善道は，洗然亭にて「漁⽗四時詞」という
漁師の⽣活を春夏秋冬にわけて各10数ずつ詠んだ
時調を残し，この詩⽂は，韓国伝統⽂学界に⼤き
い業績として位置を⽰す。
表 1-1　研究対象地の概要
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図 1-1　研究対象地の現地写真
図 1-2-a　別墅全景 図 1-2-b　別墅からの景観
2014 年 11 月撮影
別墅 1-1
別墅 1-3
別墅 1-2
別墅 1-4
別墅 1-5
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図 1-2　研究対象地の位置
日本古庭園における借景の景観特性を明らかにしている。
　上述するように，韓国の伝統庭園研究における可視領域分析を用いた研究は
初期段階である。しかし，いずれの研究においても，今後の保全に向けて GIS
を用いた分析を介し，別墅周辺景観を定量化することの重要性について多く指
摘している。
2.4 分析方法
　本章は，現地測量調査（2014 年 1・8・11 月の 3 回）を通し，現況の景観
状況を把握するとともに，GIS による立地分析と景観シミュレーション分析を
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行う。特に本章では別墅の景観特性を明らかにするため，現況の植栽状況を排
除し，別墅から望まれる地形的特徴としての景観に着目することで，庭園造営
当時の景観について考察を行う。現地測量調査については以下に示す。
＜現地調査の詳細＞
第一回（事前調査）
期間：2014 年 1 月
実施場所：鳴玉軒，瀟灑園
内容：現地踏査・写真撮影
第二回
期間：2014 年 8 月 1 日 -3 日
実施場所：鳴玉軒，瀟灑園，臨對亭，茶山草堂，洗然亭
内容：現地測量調査・写真撮影
第三回
期間：2014 年 11 月 26 日 -27 日
実施場所：鳴玉軒，瀟灑園，臨對亭，茶山草堂，洗然亭
内容：写真撮影
2.4.1 可視領域の分析
　韓国国土地理院 1/5,000 地形図の標高データを用い，ArcMap により「可
視領域 (Slope)」解析を行う。各別墅の別墅建築を視点場とし，建築の主軸
を中心に水平方向は，正面視野角 72 度に左右 24 度を加えた 120 度を分析
範囲とする。人間の対象物識別可能視野は両眼でおよそ 60 度であり，主軸
から景観を左右に見渡した場合の 120 度を分析範囲とする。また，奥行方向
は，各別墅から最も遠くにある可視領域を含む範囲まで分析範囲とする。以下
ArcMap による可視領域分析方法について述べる ( 図 1-3)。可視領域分析の際
に各別墅建築の標高と座高を合わせて分析を行う座高の高さは表 1-2 に示す。
①韓国国土地理情報院 1/5,000 の地形図の等高線から，DEM データを作成す
る。本分析では Tin の作成を用いる。
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建築床高⾼(mm)
別墅1-1 770
別墅1-2 610
別墅1-3 550
別墅1-4 356
別墅1-5 466
表 1-2　対象別墅の建築床高
120°
主軸方向
分析範囲
別墅建築 別墅建築
図 1-3-b 標高データをベースとした
可視領域分析の分析範囲
図 1-3-c DEM データと可視領域分析
結果
可視領域
DEM データ標高データ
図 1-3　GIS 可視領域分析方法および分析範囲
図 1-3-a 視点場となる別墅建築の平面図
( 別墅 1-3 を例に )
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② DEM データをラスター (Cells ize :10m) へ変換を行う。
③ラスターデータを用い，各視点場からの可視領域分析を行う。
　
2.4.2 景観要素の分析
　本章で扱う景観要素は平野部，山稜部の二種類である。可視領域分析結果
から，可視領域にあたる部分において，GIS の「傾斜度 (slope)」分析を行い，
傾斜角 0-3 度を平野部，それ以上を山稜部と分類する。データ上に出てくる傾
斜角が低い尾根筋や山頂部は韓国環境省で提供する土地被服図により山と分類
されることを参考に山稜部と平野部に修正を行い，景観要素分析図を作成する
( 図 1-4)。
2.4.3 山容景観の分析
　景観要素分析図から景観要素として多くを占める山稜部に着目し，可視領域
における山岳景の分布を明らかにする。
①現地調査で得られた実風景写真と GIS データ間の照合性を確かめるため，
ESRI 社の ArcSecen を用い，　別墅建築からの景観シミュレーションを行
う。写真とシミュレーションを照らし合わせ，景観要素の特徴を分析する ( 図
1-5)。
② -1 別墅からの距離と山容景観分布の関係性を明らかにするため，可視領域
を水平方向 5 分割 (L2，L1，C，R1，R2)，奥行方向 9 分割 (1-9)，計 45 分
割における山稜部比率を計測し，山容景観の分布図「可視山岳比率図」を作成
する（図 1-6）。
別墅建築 別墅建築
図 1-4-a 可視領域分析結果 図 1-4-b 可視領域分析から
平野部と山稜部を分けた景観要素分析図
可視領域 山稜部
平野部
図 1-4　景観要素分析図
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図 1-5　景観シミュレーション
図 1-6　可視山岳比率図の作成
図 1-6-a 可視領域図から可視山岳比率の出し方
図 1-6-b 可視山岳比率図の作成
全体面積 (P)
全体面積 (P)
可視山岳面積 (A)
可視山岳面積 (A)
可視山岳比率 =A/P
可視山岳比率 =A/P
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② -2 比率で分析することにより，視野における比率が近景で大きく遠景で小
さいことを反映する。また図中の濃度は可視山岳比率を log 値に変換したもの
を７段階にわけ，景観の中における知覚の重みを持たせたものとして図示する。
一般に知覚量は刺激量の log に比例するとされる（フェヒナーの法則）視知覚
においても，視野内で小さな量での見え量の変化は大きな意味を持つが，見え
の量が大きくなった部分での変化量は刺激量として大きな差異をもたらさな
い。山容の重なりを意識させる変化は，小さくとも見えてくるか否かは大きな
意味を持つと考え，知覚量を図内の色分けでは log 値に即して図示する。
2.5 本章の構成
　第３節では，対象別墅 5 カ所に対して，可視領域面積の数値化をはかるため，
まず「可視領域」分析とその面積を表でまとめる。
　第４節では，第３節で明らかになった可視領域のうち，傾斜度により「平野部」
と「山稜部」をわける。別墅における景観要素としてどちらの割合が多いのか
を確認したうえ，景観要素によるタイプ分類を行う。
　第５節では，対象別墅５カ所の可視領域のうち，山容景観に着目し，山容景
観の点在の仕方について分析を行う。
　第６節では，以上の分析内容についてまとめ，別墅の景観特性について考察
を行う。
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3 可視領域の分析結果
　
　別墅における景観領域を明らかにするため，GIS の可視領域分析から，その
面積を定量化を行う。その結果，視野角 120 度における別墅からの可視領域
の面積は，1.31-28.29km2 と，別墅から見える面積値には広がりがある（表
1-3，図 1-7）。一方，先行研究 3) が別墅を囲む山頂を結び外園としてきた領域
の面積を算出すると 2km2 以下である。ただし，先行研究における外園の算定
方法が再現性が低い。また，本分析は，別墅からの可視領域を近景から遠景ま
で網羅しており，先行研究の外園面積を単純比較することは難しいと考える。
しかしながら，全体の可視領域は，先行研究の想定よりはるかに広い面積を占
めることを確認することができる。
図 1-7　可視領域図と面積
表 1-3　先行研究と外園面積の比較
別墅 1-1
別墅 1-3
別墅 1-5
別墅 1-2
別墅 1-4
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4 景観要素の分析結果
　別墅の可視領域の中から景観要素を分析した結果 ( 図 1-8)，山稜部要素とし
て山稜や丘陵，平野要素として河川・海面・耕地などが確認される。可視領域
の多くを山稜部要素が占めている別墅 1-2，1-5 と平野部要素が多くその面積
の割合が 3 割から 7 割に及んだ別墅 1-1，1-3，1-4 の二つに分類することが
できると考え，それぞれ「山岳仰観型」と「平野俯瞰型」とする。別墅 1-1 と
別墅 1-3 は，平野面積率が，約 36%，29％と 5 割以下であるが，「平野俯瞰型」
とする。「山岳仰観型」である別墅 1-2 と別墅 1-5 における平野部の分布が，
近景部において小規模に分散し，一つのまとまりを持たないことに対し，別墅
1-1，1-3，1-4 の平野部は近景から中景までまとまった分布を見せている。
14.57km2
(63.55)
面積 (km2)
割合 (%)
面積 (km2)
割合 (%)
8.36km2
(36.45)
1.28km2
(97.94)
0.03km2
(2.06)
1.93km2
(70.55)
0.81km2
(29.45)
8.66km2
(30.61)
19.63km2
(69.39)
1.70km2
(92.64)
0.13km2
(7.36)
図 1-8　可視領域図と面積
別墅 1-1
別墅 1-3
別墅 1-5
別墅 1-2
別墅 1-4
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5 山容景観の分析結果
5.1 山容景観のシミュレーションと実空間との比較
　山容景観のシミュレーション結果を現地別墅からの景観と比較し，シミュ
レーションの結果が実景観と大きく異ならないことを確認することで，GIS
データ上での視点場，視線高さの設定に問題のないこと，さらに可視領域分布
や可視領域比率の数値分析が，実景観の分析として妥当であることを確認する
( 図 1-9)。別墅外周の状況は造営当時から変化しており，特に繁茂する植栽に
より，当時眺望されていたとされる山容景観を見渡せない別墅もある。正面に
杉の立ちはだかる別墅 1-3，前景の茶畑が杉林となった別墅 1-4，別墅の一部
が小学校とされた別墅 1-5 など，造営当時とは異なる現況になっている別墅に
対して，撮影と樹間などを通して注視することにより，シミュレーションと同
じ山容景観が別墅主軸方向に確かに見えていることを確認した。
　一方，この比較確認により，本分析による景観シミュレーションを，今日で
は眺望されにくくなっている本来の眺望と見なしてよいと考えることができ
る。
5.2 山容景観の分布
　別墅からの可視領域のうち，山稜部要素のみを抽出し比率を比較した「可視
山岳比率図 ( 図 1-10)」より，次の知見を得る。全体的な特徴は，山岳景が一ヶ
所に固まらず，水平方向にも奥行方向にも広く分布していることである。水平
方向分布の特徴として，「山岳仰観型」の別墅 1-2 は右奥，別墅 1-5 は前方に
山岳景が集中するが，「平野俯瞰型」の別墅 1-1，別墅 1-3，別墅 1-4 は左右
に広く山岳景が分布する傾向にある。また奥行方向の分布を見ると，「可視山
岳比率図」の右に集計した可視領域合計グラフに現れるように，近景と遠景の
山岳景の重なりがある。唯一別墅 1-3 のみ近景に比率が集まる傾向を示すが，
主軸方向では中景の空白部の先に改めて比率の高いところが現れる。すなわち
他と同様に山岳景の重なりが形成されている。
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別墅 1-1 からの実景観
別墅 1-2 からの実景観
別墅 1-1 の景観シミュレーション
別墅 1-2 の景観シミュレーション
L1
左視野 36° 左視野 12° 右視野 12° 右視野 36°
C1 R1
図 1-9　別墅からの実景観と景観シミュレーションの比較 ( つづく）
別墅 1-3 からの実景観 別墅 1-3 の景観シミュレーション
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図 1-9　別墅からの実景観と景観シミュレーションの比較
L1
左視野 36° 左視野 12° 右視野 12° 右視野 36°
C1 R1
別墅 1-4 からの実景観
別墅 1-5 からの実景観
別墅 1-4 の景観シミュレーション
別墅 1-5 の景観シミュレーション
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図 1-10　別墅可視領域図と可視山岳比率図 ( つづく）
別墅 1-1
別墅 1-2
別墅 1-3
図 1-10-a 可視領域図 図 1-10-b 可視山岳比率図
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図 1-10　別墅可視領域図と可視山岳比率図
別墅 1-4
別墅 1-5
図 1-10-a 可視領域図 図 1-10-b 可視山岳比率図
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6 まとめ
　本章では，朝鮮時代別墅からの眺望景観の特性を明らかにするため，湖南地
方の別墅 5 カ所をあげ，分析を行った。これまで概念的に扱われてきた「外園」
を定量的に把握し直すとともに，別墅における視点場の主軸とその方向の主軸
景観の一定の形式を見いだそうとした。
　以上の分析から，別墅の景の特性について以下にまとめる。
（１）別墅からの可視領域を定量的に表すことで，先行研究で示すより広い範
囲の景観を別墅はもっていることが明らかとなる。
（２）外園の構成要素は山容によって特徴づけられ，眺望を占めるその割合に
よって 2 タイプに分類される。山稜部が９割以上を占める山岳仰観型と平野部
を含む平野俯瞰型である。
（３）構成要素の分布として，どの別墅においても可視山岳景が重なりを形成
しながら分布している。特に山岳仰観型は近景に山岳景が集中し，平野俯瞰型
は奥行方向に広く分布しているが，いずれも重合性が特徴である。
　GIS による定量的な解析研究の有効性も本章で確認される。造営当時と比
べ，植栽や周辺環境の変化によって「外園」要素が不明瞭になっている中，ま
た，多くの先行研究で扱っている詩文に残っている外部景観の様子を，本章で
は GIS によるシミュレーションを行うことで，別墅における抽象的な景観要素
を定量的に表すことを可能とした。
6.1 外園および影響圏園の領域規模について
　各別墅からの可視領域は別墅によって大きく異なり，既往研究が指摘してき
た外園の規模より大きい（別墅 1-5 を除く）。この原因の一つは，先行研究で扱っ
ていた外園面積は，可視不可視の基準ではなく，地図上で確認できる比較的近
郊の山頂を結び規定しており，実際に別墅建築主軸方向の眺望景観がどれだけ
のエリアを含有しているかの把握をしていなかったからと考えられる。実際眺
望できる景観を定量的に表した本研究の分析結果は，これまでの研究より広い
別墅の範囲を規定するべきことを示唆しており，外園を大事とする別墅保全に
おいて，その対象領域に注意を要することを意味する。
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6.2 別墅の山容景観の特徴とその意味
　各別墅からの景観はそれを囲む山容景観によって特性づけられている。どの
別墅においても可視山岳比率図に現れるように，山岳景が重なりを形成し，別
墅景観の中に幅広く存在している。特に奥行方向では近景から遠景まで山の重
なりが左右両方向にみられる。この特徴は可視山岳比率図 ( 図 1-10) の右に奥
行方向 1-9 領域の可視率計として表したグラフにも近景と遠景に二つのピーク
が現れていることがこれを別墅からの景観特徴とすることができる。すなわち，
別墅は共通して遠望される山並みによって囲まれる大きなスケールでの囲繞性
を持っていると考察される。
　このような特徴から別墅の詩文で見られていた外部景観に関する文学的表現
が実空間においてどのように現れているかを確かめたと考える。短い詩文の中
で現れる外部景観の様子は抽象的表現が多く，具体的にどのような特徴かの把
握が難しい。本章では，景観シミュレーションおよび GIS 分析を通し，抽象的
に述べられていた詩文における山岳景が重なりを特徴としてものであることを
確認することができ，また，造営当時に大事とされていた景観の特徴を具体的
に示している。
　本章の対象別墅は，史的価値は高いものの，その数が少なく，地域内の別墅
すべてを網羅するものではない。そのため，史的価値がまだ認められていない
別墅まで対象を広げ，別墅における地域ならではの景観特性を明らかにするこ
とを今後の展開としたい。また，文学表象や史的資料にさらに詳細な検討を加
えることで，定量的な分析と造営当時の景観審美観のより正確な照合と理解を
得たいと考える。
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1 背景・目的
　本章では，別墅の外園のうち，周辺環境に着目し，周辺環境の特徴から，別
墅の囲繞性について検討を行う。
　第１章では，別墅から眺望される景観の中でも山容景観の重なりに特徴があ
ることが明らかにした。第 1 章にて対象として別墅を含み，いくつかの別墅
の現地調査を通し，別墅は塀がないのにも関わらずある程度閉じられた空間で
あることを感じた。それは山稜部に位置する別墅の前後方における周辺環境に
よって囲い感をつくっているのではないかと考えた。そこで，別墅の外園領域
のうち，周辺の自然環境要素の点在の仕方により，視覚的かつ間接的に別墅の
囲繞性をつくるのではないかと仮説をたてることができた。第 1 章では，特に
遠方まで広がる景観の特徴をつかむことができたが，別墅の近・中景における
特徴について検討することはできなかった。そこで，本章では，別墅の外園の
中でも，近景・中景にあたる領域に分析範囲を限定し，別墅周辺環境がつくり
出す囲繞性に着目する。
　事前調査から，別墅を物理的に閉じる囲いはなく，背後の地形が別墅空間に
迫ってきていることや前方の景観における山が視覚的な囲いをつくっているこ
とが確認される。これを基に本章は，塀がない別墅の囲繞性をつくる環境要素
は別墅の周辺地形にあると考え，別墅の外園にあたる可視領域のうち，周辺山
稜部に着目する。
　別墅の景観に関する研究の多く 1)2)3)4) は，別墅前方の遠景もしくは，内園の
景観に特化した研究であるため，近中景の周辺環境や背後の特徴まで言及して
いないことが指摘される。すなわち，別墅の外園に関する研究は 1) 個別の別
墅に関する詩文を用いた景観特徴の把握にとどまり，具体的な外園空間の把握
に結びついていない，2) 別墅の近中景における空間的特徴を定量的に把握した
研究は少ない傾向にある。
　そこで本章は，外園の中でも近中景の周辺環境が，塀や垣を持たない開放型
の別墅の領域を規定し，囲繞性を形成していると考え，その特徴を定量的に把
握することを目的とする。別墅を取り巻く前後方の地形による空間特徴を確認
するとともに，それら周辺地形により別墅がどのように囲繞性を獲得し，かつ
その領域性はどの程度の範囲であるかを考察する。
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2 研究方法
2.1 研究対象地の選定
　本章では，朝鮮時代に造営された湖南地方の全羅南道に現存する別墅のうち，
造営当時から移転せず保全状況が良好な，20 カ所を対象とする ( 図 2-1)。全
羅南道に位置し，史的価値があると認められる別墅を「2010 全国別墅名勝資
源指定調査報告書 5)」から 40 カ所，2010 年当時すでに名勝として指定をう
けていた 4 カ所の別墅から造営年代の条件が合うものと現地調査を通し，眺望
に特化しているかを確認した上，20 カ所を選定する。
N
図 2-1　研究対象地の位置
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2.2 対象地の概要
　第１章の対象地であった別墅５カ所に 15 カ所を加え，湖南地方の別墅 20
カ所を本章の対象地とする。本章の対象地である別墅 20 カ所の概要と位置に
ついては，表 2-1，図 2-2 にまとめる。詳細については，資料編にて紹介する。
番 別墅名 造営時期(年) 場所 概要
別墅2-1 俛仰亭 1533 潭陽  俛仰亭は潭陽郡鳳⼭⾯に位置した別墅である。
別墅建築の真ん中に部屋が，その周辺部にマルに
なっており，周辺景観を眺めるに適した建築であ
る。 1533年造営された俛仰亭は，この圏域で獨
守亭，瀟灑園の次に造営された別墅である。俛仰
亭は作庭者である宋純(1493-1583)の称号であり
ながら，⺠を仰向けながら，空を⾒上げ王に仕え
る意味を込めていると，「俛仰亭三⾔歌」と「俛
仰亭記」に現れている。
別墅2-2 松江亭 1585 潭陽  松江亭は，潭陽郡古⻄⾯に位置した別墅であ
る。作庭者である，鄭澈が50歳である1585年に
造営されたと⾔われている。当時，潭陽には学識
者が多く彼はここで学問を磨き，27歳には中央政
治へ進む。しかし，44，46，50歳の３回にわた
り，地⽅に戻ることになり，最後の50歳の際にこ
こに松江亭を造営した。
別墅2-3 連溪亭 1570 潭陽  連溪亭は，潭陽郡⼤德⾯ノルゴルという村に⽴
地する柳希春(1513-1577)によって造営された別
墅である。柳希春は，⽣真⾯⽬で王に向かって正
しいことしか⾔わない性格の持ち主という。そう
いう影響もあり，19年間流配⽣活もするが，政治
に戻ったのち，故郷にもどり，連溪亭にて講学を
⾏っていたという。柳希春は，「眉巖⽇記」を残
すなど，性理学者として気品の⾼い⼈物だったと
いう。
別墅2-4 聞⼀亭 1861 潭陽  聞⼀亭は，潭陽郡昌平⾯⻑華⾥⻑⽥に⽴地す
る。全州出⾝の李最善(1825-1883)によって1861
年に造営される。李の⽗(キュヒョン)が講学を
⾏っていた場所という。現在残されている記⽂
は，李最善の師匠であり，⽗とは親友であった，
奇正鎭による「聞⼀亭記」のみである。
表 2-1　研究対象地の概要 ( つづく）
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番 別墅名 造営時期(年) 場所 概要
別墅2-5 息影亭 1560 潭陽  息影亭は，潭陽郡南⾯に⽴地する別墅で，1560
年，⾦成遠が義⽗であり，師匠である林億齡のた
めに造営した。息影とは「影が休む」という意味
である。息影亭は林億齡の講学やその周辺⼈物が
訪れ詩を詠む利⽤が多く⾏われていた場所であ
る。息影亭が有名になった理由の⼀つは松江亭の
鄭澈がここで修学しながら「星⼭別曲」という⽂
学作品この場所でつくったためである。
別墅2-6 鳴⽟軒 1652推定 潭陽 別墅1-1
別墅2-7 瀟灑園 1530以後推定 潭陽 別墅1-2
別墅2-8 獨守亭 1390推定 潭陽  獨守亭は，潭陽郡南⾯にある別墅である。造営
時期は定かではないが，⾼麗後期から朝鮮初期に
伝わる。また，作庭者に関しは，全新⺠もしくは
彼の息⼦である全⼈德があげられる。記録が定か
でないため，正確な作庭者はいえないが，そもそ
も獨守亭の造営について，全新⺠が⾼麗が滅び
れ，次の国である朝鮮を従わないで隠遁⽣活をす
ることを⽬的としていた。そのため，ここの造営
⽬的に関しては，隠遁・隠居⽣活が⼀番にあった
と考える。
別墅2-9 醉歌亭 1890 光州  醉歌亭は，全羅南道光州広域市北区忠孝洞，環
碧堂の南側の丘の上にある別墅である。⾦德齡
(1567-1596)が⽣まれた場所でもある。⾦德齡を
たたえるために，後世の⾦晩植などによって1890
年に造営された別墅として知られている。以後韓
国戦争(1950-1953)によって焼失してしまった
が，1955年再建を⾏い，今⽇にいたる。
別墅2-10 環碧堂 1545 光州  環碧堂は，全羅南道光州広域市の無等⼭の麓に
位置し，⾦允悌(1501-1572)により造営される。
⾦成遠の棲霞堂遺稿には「星⼭溪流濯熱圖」が残
されており，環碧堂と息影亭が橋を渡るとつなが
る庭園であることが確認される。
別墅2-11 楓岩亭 1602 光州  楓岩亭は，光州広域市元曉渓⾕の下流に位置す
る⾦徳普(1571-1627)によって1602年造営され
た。造営当時は，周辺の優れた景観を中⼼に，湖
南歌壇の⽂⼈たちの学問修⾏および憩いの場で
あったが，⼭奥のという⽴地の影響か，⽐較的ま
ちに出ている他の別墅に⽐べ，別墅に関する究明
が遅れていることが指摘される。
表 2-1　研究対象地の概要 ( つづく）
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番 別墅名 造営時期(年) 場所 概要
別墅2-12 樣碧亭 1545 順天  樣碧亭は，順天市住岩⾯⼸⾓⾥マウル⼊⼝付近
に位置している。趙⼤春が中央政治の官職をや
め，帰郷し1545年建てたという。ここでは，息影
亭の⾦麟厚などとも交流をはかっていたといわれ
る。鄭澈もここに訪れ，詩を残している。
別墅2-13 臨對亭 1862 和順 別墅1-3
別墅2-14 悅話亭 1845 寶城  悅話亭は，寶城郡江洞の⼭稜部に⽴地し，李鎭
晩が講学のために1845年造営した別墅である。
19C末以後，海岸⼲拓事業により，村の形態が⼤
きく変わったと⾔われる。事業前には，海⽔が⼭
稜の渓流まで流れ込むような海岸村であったとい
う。悅話亭は，⽐較的に⼭稜部の奥に位置してお
り，以上の変化の影響はうけにくかったと推定さ
れる。
別墅2-15 舍⼈亭 1453以後推定 ⻑興  舍⼈亭は，⻑興郡ソンアン⾥に位置し，全羅南
道有形⽂化財第55号に登録されている。舍⼈亭
は，⾦㻶(1426-1470)により造営されたが，正確
な年は確認されない。ここでは，友⼈と交流をは
かるとともに，講学の場所として利⽤されていた
と⾔われる。
別墅2-16 富春亭 1598 ⻑興  富春亭は，⻑興郡夫⼭⾯富春⾥に位置し，汭陽
江を眺められる別墅である。⽂希凱(1550-1610)
によって，造営され，正確な造営時期は確認でき
ないが，⽂希凱が，官職をやめた1598年以降と推
定される。造営当時には，「淸穎亭」と呼ばれて
いたが，⽂の後世がこの村を去ることにより，淸
⾵⾦⽒がここを買い取り，1838年からは，富春亭
と呼ばれるようになる。
別墅2-17 碧流亭 1640 羅州  碧流亭は，羅州市細枝⾯の錦川上流に位置す
る。趙注が晩年を送っていた場所であるが，それ
以降，孫の⾦運海(1577-164)へ譲渡し，現在は，
光⼭⾦⽒によって管理される。ここでは羅州周辺
の⽂⼈とあつまり，交流をはかっていたという。
別墅2-18 寄傲亭 1669 羅州  寄傲亭は，羅州市多侍⾯東村に位置する。前⽅
の榮⼭江を望むように⽴地をしている。潘南朴⽒
の朴世楷(1615-1698)が1669年造営したいわれ
る。造営者である朴は，23歳に病気が悪化した以
降，政治をやめ，寄傲亭造営し，⾃然とともにい
きたという。
別墅2-19 茶⼭草堂 1808 康津 別墅1-4
別墅2-20 洗然亭 1631 莞島 別墅1-5
表 2-1　研究対象地の概要
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図 2-2　研究対象地の現地写真 ( つづく）
2014 年 11 月撮影
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図 2-2　研究対象地の現地写真
2014 年 11 月 /2017 年 8 月 撮影
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2.3 囲繞性に関する先行研究
　庭園の囲繞性に関する研究は，日本庭園の借景と囲繞性の関係に着目するも
の多くみられる。
　山口らは，平安京周辺部の別業 (2008)6)，京都の古庭園 (2009)7)，京都東
山の名勝地 (2013)8) を対象とし，地形的囲繞について検討を行う。いずれの
研究において詳細な研究手法は異なるが，借景の山から得られる囲繞性を定量
的指標を用い，囲繞空間の構成を明らかにしている。さらに，その眺望景観の
特性まで言及している。感覚的に扱っていた囲繞景観について定量化を図るこ
とで，庭園内外に広がる空間構成を明らかにすることができた。
　韓国の伝統庭園においては，このような定量的な囲繞研究はみられない。本
章では，別墅を対象とし，囲繞性をつくりだす周辺環境の特徴を定量化し，そ
れらによって構成される別墅の外園空間の領域構成について検討するものであ
る。
　
2.4 分析方法
　本章では，別墅周辺環境，特にその山稜地形に着目し，別墅の周辺環境によ
る囲繞性について明らかにする。そのため，実際別墅の立地からどのような囲
い感を感じられるかを含めた別墅の視点場確認を行う現地調査（2014 年 1 月
/2014 年 8 月 /2014 年 11 月 /2015 年 11 月 /2017 年 8 月 /2017 年 11 月）
を行う。さらに，その調査結果をもとに，GIS 分析を行い別墅周辺環境がどの
ような囲繞性をつくり，領域を獲得しているかについて確認を行う。現地調査
について以下に示す。
＜現地調査の詳細＞
第一回（事前調査）
期間：2014 年 1 月
実施場所：鳴玉軒，還碧堂，息影亭，瀟灑園
内容：現地踏査・写真撮影
第二回
期間：2014 年 8 月 1 日 -3 日
実施場所：鳴玉軒，瀟灑園，臨對亭，茶山草堂，洗然亭
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
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内容：現地測量調査・写真撮影
第三回
期間：2014 年 11 月 26 日 -27 日
実施場所：酔歌亭，聞一亭，俛仰亭，松江亭，連渓亭，還碧堂，息影亭，楓厳
亭
内容：写真撮影
第四回
期間：2015 年 11 月 22 日 -24 日
実施場所：酔歌亭，聞一亭，俛仰亭，松江亭，連渓亭，還碧堂，息影亭，楓厳
亭　　
内容：現地測量調査・写真撮影・ヒアリング調査
第五回：2017 年 8 月 23 日 -25 日
実施場所：獨守亭，醉歌亭，楓岩亭，樣碧亭，悅話亭，舍人亭，富春亭，碧流亭，
寄傲亭
内容：現地踏査・写真撮影
第六回
期間：2017 年 12 月 15 日
実施場所：臨對亭，俛仰亭，松江亭
内容：追加写真撮影
2.4.1 距離による領域性の分類方法
　可視領域による別墅の領域性を確認するため，GIS の可視領域分析を行い，
可視領域図 ( 図 2-3) と可視領域の面積をまとめ，距離によって近・中・遠景
に分類する。景の分類は「景観の構造 9)」を参考にし，0.5km までを近景，
3km までを中景それ以上を遠景とする。
79
第
２
章
2.4.2 別墅周辺の環境要素の特徴の分析方法
　本章は，別墅を囲う周辺環境要素として地形に着目し，GIS の傾斜度 (slope)，
方位 (aspect) 分析を行う。可視領域分析により別墅前方と後方の山稜部の見
え方には異なる傾向があると考え，前方景と後方景にわけて分析を行う。別墅
は別墅建築によって各々異なる主軸方向をもつため，現地調査にて確認した主
軸方向に対し，前面 180 度を前方景，後面 180 度を後方景とする。分析範囲は，
中景にあたる 3km までとし，距離による山稜部の分布を確認するため，視点
場から 0.5km ずつ同心円状に範囲を広げるものとする。
（１）前方景における山稜部と平野部の特徴の分析方法
　GIS の傾斜度分析により，前方景の環境要素としての地形は，山稜部と平野
部にわけられ，異なる特徴をもち，分布していることが確認される。そのため，
山稜部分布と平野部の土地利用の特徴についてわけて分析を行う。本章は，傾
図 2-3　可視領域図の作成方法
別墅建築
主軸方向
広域地図 GIS による DEM 化 GIS による可視領域分析
可視領域図
主軸方向
別墅建築
3km
前方景
後方景
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斜度が 0-5% を平野部，それ以上を山稜部とする。まず，別墅から前方景の山
稜部までの距離によって囲繞性の感じ方や外園の空間構造が異なることが現地
調査にて把握されたため，第一に現れる山稜部（以下，第一山稜部）までの距
離によるタイプ分類を行う。山稜部までの距離や分布を確認するため，可視領
域図から前方景の環境要素として山稜部と平野部に分ける分析図を作成する。
また，平野部と山稜部の割合のうち，山稜部のみ抽出し，0.5km 毎の変化を表
す山稜部の割合グラフ ( 図 2-4) を作成し，別墅からの距離による山稜部の割
合および分布の特徴を確認する。次に，別墅から第一山稜部までの間の平野部
の土地利用の構成を把握するため，土地被覆地図 10) から平野部の土地利用状
況を農耕地，河川，樹林地，集落，その他に分け，その割合をまとめる。 
　さらに，前方景の山稜部の左右対称性を確認する。図 0-4 の概念図では，別
墅は，周辺環境が左右対称となるように立地し，領域を獲得するように描かれ
ているが，現地調査にて必ずしも対称ではないことを確認したため，実空間に
おける山稜部の分布の状況を確認する。そのため，前方景の左右山稜部の割合
グラフを作成し，前方景における左右の山稜部の割合を比較する。
3km
山稜部
平野部
前方景の山稜部と平野部の割合図
前方景の山稜部の割合グラフ山稜部と平野部の割合図
山稜部 平野部
図 2-4　前方景の山稜部の分析方法
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3km
山稜部
平野部
山稜部と平野部の割合図
後方景の方位分布グラフ
後方景の方位分布図
凡例
0 . 5 km
図 2-5　後方景の山稜部の方位分析方法
（２）後方景における山稜部の特徴の分析方法
　現地調査から別墅の前方景は，比較的遠方の山稜がいくえにも重なり囲繞性
をつくるように見える。一方，後方景の場合，概念図 ( 図 0-4) のように，別
墅間近に迫る後方山稜部が別墅の後面全体を囲い込むような形ではなく，主軸
方向に正対するような形をもつことで，別墅に囲繞性を与えているのではない
かと推測される。そのため，別墅の後方景における山稜部の GIS による方位分
析を行い，後方山稜部の方位の特徴を調べる。
　後方景の山稜部の方位を確認するため，後方の可視領域のうち，山稜部にあ
たる傾斜度 5% 以上を抽出した部分を対象とする。次に，各別墅の主軸方向を
北とし，背後の山稜部の方位が別墅に向かって囲うような方位形態をとってい
るかを確認する。そのため，山稜部の方位を 8 つの方位 * に分け，別墅の背後
の山稜部がどちらの方位を向いているかを後方景の方位分布図とその比率を後
方景の方位分布グラフとして作成し，後方景における方位形態を確認する。後
方景の方位分析の範囲は，別墅からの距離が 0.5km 圏内とする ( 図 2-5)。
*8 方位 ( 単位：度 )：北 (337.5̶22.5)，北東 (22.5̶67.5)，東 (67.5̶112.5)，南東 (112.5̶157.5)，南 (157.5̶
202.5)，南西 (202.5̶247.5)，西 (247.5̶292.5)，北西 (292.5̶337.5) 
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2.5 本章の構成
　第３節では，別墅からの距離によって可視領域がどれくらい広がるかを近景・
中景・遠景で分類を行い，別墅がもつ可視距離による領域性について確認を行
う。
　第４節では，第３節で確認できる近景・中景の可視領域をもつ別墅を対象と
し，周辺環境の特徴を調べる。まず，別墅主軸方向に対し，前方 180 度にあたる，
前方景に着目する。第 1 章と同様に，傾斜度によって景観要素の分類を行い，
山稜部と平野部の特徴についてそれぞれ確認を行う上，別墅の囲繞にどのよう
な役割を果たすかについて考察する。次に，別墅主軸方向に対して，後方 180
度にあたる後方景に着目し，別墅の後方の周辺山稜部がどのように囲繞性を与
えたかを確認するため，GIS の方位分析を行う。
　第 5 節では，以上の分析結果をまとめ，そこから得られる別墅周辺環境によ
る囲繞性について考察を行う。
83
第
２
章
表 2-2　遠景部の可視領域面積の割合
3 距離による領域性の分類の結果
　可視領域の面積および分布による別墅の領域性を確認した結果，距離によっ
て異なる景観領域をもつことが確認される。
　別墅の可視領域図 ( 図 2-6) をみると，別墅 2-03，04，07，08，11 は，可
視領域の分布が比較的狭く，3km 圏内に可視領域の分布が収まっていること
が確認される。次に表 2-2 の「遠景部の可視領域面積の割合」を確認すると
傾向が二つに分けられる。上記の別墅 5 カ所 に加え，別墅 2-05，09，10，
12，13，15，16，17，18，20 の計 15 カ所の別墅は，遠景部における可
視領域面積の割合が約 1-3 割と低い数値を表す 25) が，別墅 2-01，02，06，
14，19 は，その割合が約 7-9 割を占めていることが確認される。このことか
ら，別墅から 3km 圏内に可視領域の分布が収まる別墅 5 カ所を含め，3km 圏
内に完全に可視領域分布が収まることはないが，可視領域面積の約 8 割以上が
3km 圏内に収まっている別墅 10 カ所を合わせ計 15 カ所の別墅が近中景によ
る景観領域をもつと認める。
　次に，可視領域の分布の傾向をみると，別墅 2-02，17，20 を除き，主軸
方向に沿って前方へ可視領域が広がる傾向と後方には可視領域の分布が狭い範
囲でとどまっていることが確認される。
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図 2-6 別墅の可視領域図
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表 2-3　別墅前方景の平野部における土地利用の割合
4 別墅周辺の環境要素の特徴の分析結果
　上述する結果から，別墅の前方景には可視領域が広がる傾向があるが，後方
景には可視領域の分布が狭い範囲でとどまっている異なる傾向があることを確
認できる。この異なる傾向の詳細な特徴を調べるため，前方景と後方景の分析
を分けて行う。前方景は 3km 分析範囲内に入る 15 カ所を，後方景は全 20 カ
所を対象とし，各別墅周辺の環境要素の特徴の分析を行う。
4.1 前方景における山稜部と平野部の特徴の分析結果
　別墅の前方景における囲繞性を確認するため，前方景の山稜部の分布および
割合を分析した結果，山稜部の分布には二つの傾向が確認される。まず，図
2-7 の前方景の山稜部の割合グラフ ( 図 2-7-b) をみると，別墅 2-03，07，
08，11，20 の 5 カ所の場合，0.5km 範囲内で山稜部が約 8割以上を占めており，
分析範囲が広がることにつれその山稜部の比率が大きくなるタイプであること
が認められる。ただし，別墅 2-08 は 0.5km 範囲内では山稜部の割合が約 7 割
を占めるが，それ以降 8 割以上であることから，他 4 カ所の別墅と同様な傾向
があると考え，同タイプと認める。前方景の山稜部と平野部の割合図 ( 図 2-7-
a) からも，この 5 カ所の別墅の場合，0.5km 圏内において山稜部が多く分布
していることが確認できる。一方，それ以外の別墅 10 カ所は，図 2-7-b をみ
ると山稜部の割合が 0.5-1km 範囲内では約 1-2 割の低い数値を示すが，それ
以降徐々に増える傾向が見られるタイプである。図 2-7-a から山稜部と平野部
の分布を確認すると，0.5-1km 範囲内で，特に平野部が広く分布していること
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図 2-7　前方景の山稜部の特徴分析結果
図 2-7-c 前方景の左右山稜部の割合グラフ
図 2-7-b 前方景の山稜部の割合グラフ
図 2-7-a 前方景の山稜部と平野部の割合図
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が特徴的である。別墅 2-04 の場合，0.5-1km 範囲内で山稜部の割合が約 4 割
と他 9 カ所に比べ比較的に高いが，図 2-7-a で確認できるように，別墅前方に
平野部が広がることから他 9 カ所と同タイプと認める。前者 5 カ所は，0.5km
範囲内で，後者 10 カ所は，1km から，第一山稜部が現れ，視覚的囲繞性をつ
くることが認められる。本章では前者を「近景型山稜部」後者を「中景型山稜部」
と分類する。
　次に，各別墅における平野部の土地利用状況をみると，別墅の平野部では農
耕地と河川が 8 割以上を占めることが確認できる ( 表 2-3)。山中に立地するた
め樹林地の比率が高い別墅 2-11 や，島に立地する別墅 2-20 の場合，その他
( 海 ) の比率が高いのが例外的ではあるが，多くの別墅の前方景において農耕
地と河川が主として分布していることがわかる。
　以上より，別墅前方景に点在する山稜部の分布および空間の特徴について把
握される。さらに，その分布が既往研究の概念図 ( 図 0-4) のような左右対称
性をもつか否かについて分析を進める。図 2-36-c から前方景の左右の山稜比
率を比較した結果，左右ともに山稜部の比率が増加する傾向はあるものの，左
右の割合にはばらつきがあることが確認できる。別墅 2-09，12，13，20 を
除き，ほとんどの別墅において左右の割合の差が大きく開くことを確認きる。
別墅 2-03，04，07，08，10，11 の場合，別墅から近い 0.5-1km のところ
で左右の割合の差が 20% 以上，別墅 4 は 50% 以上の差がみられる。また別墅
2-15，16，17，18 の場合，別墅から離れることにつれ，左右の割合に 20%
以上の差が開いていることが確認できる。特に別墅 2-07，08，11 のように
山稜部が片方だけ広がり，2-3km 圏内においては左右の割合の差が 100% に
至ることもあり，左右の山稜部の割合が非均質的に分布していることを確認で
きる。
4.2 後方景における山稜部の特徴の分析結果
　別墅の背後の山稜部がもつ別墅への囲繞性を明らかにするため，後方景の
山稜部における方位を調べた結果，一定の傾向があることを確認できる ( 図
2-8)。まず，図 2-8-b の後方景の方位分布グラフから別墅 2-02，17，20 を除く，
17 カ所の別墅において，背後の地形の多くの方位は，「北 + 北西」もしくは「北
+ 北東」が約 6-8 割以上を占めることがわかる。別墅 2-07，11 は「南東 + 南西」
の比率が多くみられるが，図 2-8-a の方位分析図からわかるように，別墅背後
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 第 2 章 | 別墅における周辺山稜地形がつくりだす囲繞性の研究
88
に直接あたる部分が「北」であることが確認できる。一方，別墅 2-02，17，
20 の場合，図 2-8-a で確認できるように別墅の背後に山稜部が接しておらず，
かつ後方景の方位分布グラフ ( 図 2-8-b) から「北」方位が 0 であることがわ
かる。すなわち，別墅背後に山稜部を構える別墅の場合，背後の山稜部の多く
は別墅の主軸方向と同方位をもつに対し，別墅背後に山稜部をえない別墅の場
合，方位による一定の特徴はみられない。
図 2-8　後方景の山稜部の特徴分析結果
図 2-8-a 後方景の方位分析図
図 2-8-b 後方景の方位グラフ
図 2-8-a/b 
図 2-8-a
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5 まとめ
　以上の分析より，湖南地方全羅南道に分布する別墅は，敷地を取り巻く周辺
地形の特徴をいかした空間構成をもち，囲繞性および領域性を獲得していると
考察する。
　別墅は，塀をもたず，自然環境の中で領域をつくる特徴をもつ一方，別墅建
築に定められた軸性をもち，外園空間を規定する。別墅の軸は，景を定める重
要な要素であり，別墅の立地選定とも関係をもつ。一方，分析結果から多くの
別墅の後方の山稜部が別墅建築の軸方向と同じ方向をもつ傾向があり，その前
方景が平野部 - 第一山稜部という空間構造であることから，別墅の立地選定に
おいて，周辺山稜部が囲繞性を与えるような場所がいかされていたと推察され
る。すなわち，別墅は，各々の別墅の周辺地形がつくる空間特徴をいかす場所
に立地すると同時に有効な主軸方向を定め，別墅の外園領域を決定する工夫を
行なっていたと考える。
　以上より，別墅の周辺山稜地形がつくる囲繞性および領域性を以下にまとめ
る。
（1）全羅南道の別墅 20 カ所のうち，15 カ所は近中景にて前方の景観領域を
獲得する。
（2）別墅は前方の第一山稜部との距離と周辺山稜の地形によって領域をつく
り，二つに大別される。前方景において近景の山稜部が迫る「近景型山稜部」
と中景に山稜部が点在する「中景型山稜部」である。前者は平野部の割合が少
なく，後者は平野部の割合および面積が広く獲得されており，河川，農耕地と
して分布していることが確認される。特に前方景では，山稜部が軸方向に対し
非対称に点在しながらも，前方左右からの囲繞性を獲得する。
（3）別墅の後方は 20 カ所のうち，17 カ所で近距離に山を背にし，領域をつ
くる。可視範囲は前方景より狭いが，背後の山の方位が主軸方向と同方向をも
つ傾向が強く，囲繞性の形成に大きく関与している。
5.1 別墅の周辺山稜部地形の特徴
　別墅は，眺望される領域の分布と周辺山稜部地形の形態に前方と後方で特徴
的な差が認められる。前方の場合，近中景にあたる 3km 範囲内で可視領域が
広がることが 20 カ所のうち，15 カ所と一番多く，残り 5 カ所の場合，遠景
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 第 2 章 | 別墅における周辺山稜地形がつくりだす囲繞性の研究
90
の 3km 以上に広がり領域性をもつことが特徴的である。また，別墅の前方では，
第一山稜部までの距離によって空間構造に相違点が認められる。第一山稜部ま
での距離が約 0.5km 程度の「近景型山稜部」の場合，別墅前方の平野部の割
合が小さく，第一山稜部までの距離が約 1km 以上離れている「中景型山稜部」
は，別墅から第一山稜部までの 1km 圏内は，平野部の割合が高い。山稜部ま
での距離に関わらず，多くの別墅の平野部には農耕地と河川が主に分布し，そ
の背後に山稜部が現れる。一方，後方の場合，約 0.5-1km 圏内で可視領域が
収まる傾向が強く，前方に比べその領域は狭い。また，別墅の近くに山稜地形
が迫っており，後方山稜部の地形の方位は，別墅建築の主軸方向と同じ向きを
もつ特徴がある。
5.2 別墅の周辺環境を含む空間構造
　以上の特徴から，この地方の多くの別墅は「後方の山稜部 - 別墅 - 平野部 -
第一山稜部」の空間構造をもつと考察する。「近景型山稜部」の場合，いずれ
も前方山稜部が 1km 圏内に迫っているが，5 カ所のうち，３カ所が後方の山
稜部を有し，残り 2 カ所の場合，背後の山稜部がない空間構造をもつ。また，
全体の半分にあたる，「中景型山稜部」の場合，別墅の後方は，10 カ所全体に
おいて必ず背後に山を背負う「後方の山稜部 - 別墅」の空間構造をもち，前方
景の平野部には，主に農耕地，河川が分布する。最後に遠景をもつ別墅の場合，
5 カ所のうち，4 カ所が背後に山稜部を構える構造をもつ。このことから，別
墅は，後方の山稜部と前方の山稜部群により空間構造を形成し，特に「中景型
山稜部」のように，前方景には，河川や農耕地の平野部と山稜部が 3km 圏内
に広がり，後方景に山稜部が迫る空間構造が最も多く見られる形式である。
　以上の別墅の周辺山稜地形の特徴は，別墅が囲繞性を獲得するのに有効な空
間構造であると考察する。別墅の前方の近中景において山稜部が点在し，視覚
的囲いをつくり，後方においては別墅の主軸方向と同方位をもつ地形が迫るこ
とで別墅を囲い込む効果をもつ。特に別墅の前方景に点在する山稜部は必ずし
も図 -1 の概念図のような左右対称ではなく，左右のばらつきあるように点在
する傾向が認められる。これは別墅を視覚的に囲い込むにあたり，敷地周辺の
山稜地形が連続的な尾根線で遮蔽するのではなく，別墅から眺望可能な点在す
る山稜地形を重ね合わせつつ，前方の左右においても囲繞性をつくっていたと
考察する。
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　本章は，別墅の囲繞性を明らかにするため，周辺山稜部に着目し，GIS によ
る定量的分析を行ったものである。別墅の研究は，これまで概念図としてしか
把握されておらず，実空間に結びついていないものが多く，別墅の領域を定量
的に扱うことやタイプ分類を通した地域の特徴まで述べたものはほとんどみら
れない。本章は，定量的かつ空間論的に別墅を解明することで，今後の別墅の
形態論研究の基礎資料となることを期待する。最後に，本章は別墅周辺山稜部
の地形について定量な分析は行なったが，その景観特徴までは考察できていな
い。眺望を重視する別墅の外園領域における景観特徴については今後の課題と
したい。
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1 背景・目的
　本章では，韓国湖南地方の光州・潭陽地域 ( 以下潭陽地域 ) に現存する 9 カ
所の別墅を対象とし，その空間構成と形態要素を見出すことを目的とする。
　第１章では，別墅の外部空間における領域と景観特徴に着目し，別墅の外園
および影響圏園の領域と山容景観の特徴を明らかにした。また，第２章では，
別墅の周辺領域として別墅を囲い込む周辺山稜部着目し，山稜部の配置および
向きから別墅の囲繞性について検討を行った。一方，別墅建築を中心とした別
墅園林はどのように領域をつくっているのだろうか。
　別墅の園林領域は，別墅がもつ領域の中でも，意味が一番大きいと考える。
直接場を選定し，空間を創出し，園をつくるためである。また，園林内の要素
は物理的なものであるため，別墅研究初期から研究対象としてよく扱われてい
る。一方，園林の領域については，序章で述べている通り，多くの別墅は塀が
なく物理的囲いをもたないため，具体的に検討はなされていないといえる。
　別墅の園林の関する研究は，造園学観点・建築学観点から少しずつ進んでい
る。まず，別墅研究初期は，簡易測量を基に構成要素に着目した調査が行われ
ていた 1)。造園学観点からは，別墅の空間構成の特徴および立地に着目した研
究がみられる。特に 1980 年代後半から 1990 年代はじめの研究の場合，個々
の別墅より，全国にある別墅を対象とし，別墅の空間像を考察する研究が目立
つ。鄭 (1986)2) は，全国 62 カ所の別墅を対象とし，別墅の立地・眺望景観・
空間要素・植栽・建築の項目にわけて調査を行った。別墅の空間について，園
林要素は少ないものの，塀がないことが特徴的であると指摘している。また，
材料として，石材が多く見られ，植栽の場合，サルスベリが一番多くみられる
樹種としてあげている。この研究は，初めて全国の複数の別墅を対象とした
空間特徴を分析したものであり，別墅の空間性を把握するにあたり良い資料と
なっている。金ら (1992)3) は，朝鮮半島に別墅が多く分布する二つの地域に
研究対象を限定し，二つの地域における別墅の立地・構成要素・眺望景観・建
築について比較研究を行った。空間構成については，建築様式（部屋の位置や数）
による比較を行い，別墅利用にによる違いについて考察を行った。また，上述
する鄭と同様に植栽と石材についても言及しており，外部景観に比較的開かれ
てない地域に関しては，作庭者の意図を示すような刻岩が多く見られる特徴を
考察した。いずれも，鄭の研究と類似する調査方法にさらに文献調査を加え，
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研究の精度を高めたうえ，二つの地域を比較することに意義をもつ。鄭と金ら
の研究は，空間構成についていずれも概略的に述べており，定量的分析が求め
られると考える。金ら (1994)4) は，別墅の中でも水景に着目し，全国８カ所
の別墅における水景の演出技法について，機能性・審美性・工学性の観点から
分析を行う。特に池や渓流部に関しては測量を行っており，別墅における水景
の特徴を明らかにしただけではなく，測量資料としても価値が高いと考える。
　一方，建築学観点の研究は，別墅建築の測量と文献調査から，建築の配置・
構成や建築からの景に着目した研究が目立つ。1985 年から 1991 年にかけて
湖南文化研究所は，湖南地方の樓亭を全て調査を行う 5)6)7)8)9)10)11)。文献および
現地調査から現存する樓亭建築を確認し，建築に関連する扁額を分析し，建築
造営の背景などを明らかにした。以後この研究資料は，別墅建築研究の基礎資
料として用いられることになる。特に李ら (1994)12) は，別墅建築と景の関係
について分析を行い，景の設定には，別墅における立地および配置にまで影響
を与える重要な要素であると考察し，場所性にまでつながると述べている。
　上述するように，別墅の園林に関する研究は，造園学観点，建築学観点両方
から行われ，別墅研究の中でも，両方からの視点を与えている。しかし，両方
の観点ともに，領域横断的研究，すなわち，別墅建築と園林空間全体を総合的
に考察するものは少ない。一方，両方の観点が着目する観点は，「眺望」「景観」
にあることがわかる。別墅は，園林領域のみならず，別墅からの景観を重視し
ながら園林空間を造営していたことに原因があると考える。
　別墅の園林空間に関する研究は 1) 立地および空間構成については，主に要
素の配置に関する研究が多く，2) 別墅建築と園林を一体化とし考察した研究は
少ない。3) さらに園林空間と景観との関係に結びついたものはほとんどみられ
ない。
　そこで本章は，景観を重視しながら敷地選定を行う別墅の園林空間において
広域的な景観と結びつくデザイン的工夫があると考え，別墅の園林空間の物理
的特徴を明らかにする。特に別墅の地形に着目し，庭園が立地している細かな
地形を分析し，別墅建築と園林の一体化した空間における地割形態とその空間
構成を見出すことを目的とする。
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2 研究方法
　本章では，別墅園林の領域を規定する要素として，「地割」に着目する。湖
南地方の別墅は，小高い山の中腹に立地し，別墅建築周辺に地形操作が見られ
る。また，向かい側の山を主景としていることをプレ調査にて確認した。これ
を基に本章は，別墅の空間を規定する物理的要素の主たるものが地形操作と考
え，地割形態に着目する。
2.1 研究対象地の選定
　本章では，朝鮮時代に造営された湖南地方の潭陽地域に現存する別墅 9 カ所
を対象とする ( 表 -3.1，図 -3.1)。
（１）文学を中心として集まった人が多い
（２）この地方において一番多く別墅が残されている地域
　金 (1996)13)(2011)14) によると，現存する全羅南道の別墅を含む樓亭様式の
建築は，658 軒が残されている。そのうち，朝鮮前期と後期 * にわけると，前
期は 108 軒，後期は 550 軒と後期以後の別墅が比較的多く残されていること
がわかる。一方，潭陽地域の場合，28 軒の建物が残されているが，そのうち
10 軒が 1600 年代以前に造営されていることがわかる。他の地域に比べると，
朝鮮前期の別墅が非常に高い割合で残されていることがわかる。これは，本章
の対象別墅の 9 カ所のうち６カ所が該当する数値である。
　このような背景には，潭陽地域における詩壇活動が影響していたとと考える。
中央政治から外され，もしくは進出が難しくなった士林が自然との合致，隠遁・
隠居を目指し，この地域に集まることになる。この地域は，官僚の隠遁，隠居
の場でありながら，歌詞文学の活動の拠点となる。俛仰亭で執筆された俛仰集
には，俛仰亭に出入りしながら作品活動や交流活動をした人物が 110 名に及
ぶと言われている 15)。また，図 0-2 の「星山溪流濯熱圖 (1590)」には息影亭・
環碧堂・瀟灑園が一緒に描かれており，実際兄弟の園林として呼ばれていたと
言われる。同地域，同時期に造営されている別墅間において様々な交流があっ
たと推測される部分である。
　このように文学を通じて文化的背景も共有することから，同地域における別
墅文化や周辺景観との関係性が非常に高いと考える。このような背景より，現
*1600 年代前後にわかれる
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存する庭園の数が他地方に比べ多く，その状況も良好であり，史的資料の入手
が容易である。そのため，湖南地方の中でも潭陽地域を本章の対象とする。ま
た，光州の場合，現状は行政区域上，別の市になっているが，無等山（光州市）
を中心として活動していたこの地域の詩壇の活動範囲から考え，無等山に造営
された別墅も潭陽地域の別墅として含むものとする。
▲Mt.Manduck
▲Mt.Maebong
▲Mt.Youngchun
▲Mt.Guasan
▲Mt.Jusan
Honam Highway
Gwangju Lake
Ore River
Changpung River
Joongam River
▲Mt.Duckbong
▲Mt.Jangwonbong
▲Mt.Kkachibong
1km
別墅 3-1
別墅 3-2
別墅 3-3
別墅 3-4
別墅 3-5
別墅 3-6
別墅 3-9
別墅 3-7 別墅 3-8
図 3-1　研究対象地の位置
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2.2 対象地の概要　
　本章の対象地である別墅 9 カ所の概要と位置については，図 3-1，表 3-1 に
まとめる。觀水亭を除き，第１章，第２章の対象地であるため，第１章，第２
章の対象地の概要と資料編にて詳細を述べる。
2.3 潭陽別墅における先行研究
　潭陽地域における別墅に関する先行研究は別墅から書かれた「詩文」解釈を
中心とした文学的観点の研究と「詩文」からみる別墅の造営背景・空間・景観
を分析する造園学観点の研究がみられる。この地域の別墅に関する研究は，別
墅研究と同様に初期は別墅の測量図を作成し，物理的特徴を明らかにするかつ
複数の別墅を対象にし網羅的に扱う。以後，個々の別墅についてより深度のあ
る研究に進む傾向がみられる。本章では別墅の空間の着目するため , 「造園学
観点」の先行研究の中から，複数の別墅を網羅的に扱っている研究まとめる。
　崔 (1988)16) は，無等山地域を中心にある亭子園林の調査を行う。16 カ所を
対象とし，建築および周辺環境を含めた平面図を作成し，立地・進入・平面構
造について分析を行う。また，別墅の坐向と眺望景観について眺望角度を考慮
した分析を行う。初期の研究でありながら，定量的分析行い，さらに対象 16
表 3-1　研究対象地の概要
番 別墅名 造営時期(年) 場所 概要
別墅3-1 俛仰亭 1533 潭陽 別墅2-1
別墅3-2 松江亭 1585 潭陽 別墅2-2
別墅3-3 連溪亭 1570 潭陽 別墅2-3
別墅3-4 聞⼀亭 1861 潭陽 別墅2-4
別墅3-5 観⽔亭 1544 光州 　観水亭は，潭陽郡古西面分香里光州湖の北西側
にある小さい丘にたつ別墅である。曺汝忠が1544
年に造営したが，1592年の壬辰倭亂の時，消失し
たといわれる。曺汝忠の後世により，1929年に再
建し，1949年の改修を行い，今日にいたる。
別墅3-6 息影亭 1580 潭陽 別墅2-5
別墅3-7 環碧堂 1540 光州 別墅2-10
別墅3-8 醉歌亭 1890 潭陽 別墅2-9
別墅3-9 鳴⽟軒 1652推定 潭陽 別墅1-1，別墅2-6
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カ所について平面測量図を残しており，基礎研究として意義が高いといえる。
朱 (1999)17) は，潭陽地域の 10 カ所の別墅を対象とし，園内の樹木調査を行う。
樹種とその数を調べ，別墅ごと樹種の多様性を確認し，外来種については韓国
国内原産の樹種に変更可能かについて検討を行う。Lee(2010)18) は，別墅の扁
額に着目し，そこに含まれた自然認識と叙情について分析を行う。５カ所の別
墅を対象とし，扁額分析を行った結果，「自然合一」という理想的自然観をも
ちながら造営したうえ，隠遁生活を送るうえ，この空間は造営者にとって癒し
の空間でもあったということがわかる。Park(2007)19) は，8 カ所の別墅を対
象とし，文献調査を通し造営背景を明らかにし，現地ヒアリング調査を通し，
保全整備計画の提案を行う。
　これらの先行研究から潭陽地域における別墅空間に関する基礎データ，造営
背景，記文から読み取られる思想まで確認することができる。しかし，別墅の
内部空間における空間構成について着目した研究はみられない。そこで本章で
は，潭陽地域の別墅の園林空間の特徴として「微地形」に着目し，それらがつ
くりだす別墅の地割空間構成を明らかいにすることを目的とする。
2.4 分析方法
2.4.1 現地測量調査および測量図の作成
　園林の地割形態を分析するにあたり，別墅の測量図が必要であるため，現地
の測量調査を行う。先行研究における各別墅の詳細な測量図面は，建築のみに
限られるものが多いため，園林の詳細な地形情報はほとんどない状況である。
先行研究からは，本章の対象地のうち，鳴玉軒のみ地形測量資料が確認される
20)。また，近年光州広域市による，文化財実測事業が始まっており，光州に現
存する別墅の一部は別墅建築に関しては測量資料が残されており，園林に関し
ても一部断面図を含めた測量資料が確認される 21)22)。このような状況から全て
の対象別墅に関して測量資料が存在するわけではないため，先行研究の既存測
量資料に加え，現地測量資料と国土地理情報院の 1/5000 の航空測量資料を合
わせ，新たな測量図面を作成する。以下に現地調査の詳細と手順を示す。
（１）現地調査の詳細
第一回（事前調査）
期間：2014 年 1 月
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実施場所：鳴玉軒，還碧堂，息影亭
内容：現地踏査・写真撮影
第二回
期間：2014 年 8 月 1 日
実施場所：鳴玉軒
内容：現地測量調査・写真撮影
第三回
期間：2014 年 11 月 26 日
実施場所：鳴玉軒
内容：写真撮影
第四回
期間：2015 年 11 月 22 日 ~24 日
実施場所：酔歌亭，聞一亭，俛仰亭，観水亭，松江亭，連渓亭，還碧堂，息影
亭
内容：現地測量調査・写真撮影・ヒアリング調査
（２）統合地形図の作成方法
① 現地調査にて，測量器具のトータルステーション (SOKKIA 社 ) とメジャー
を用い，別墅建築および園林の測量を行う。特に，建築周辺部の微地形に着目
した測量を行う。
② 測量を行った成果を AutoCAD Civi l  Map 2015 により図面化する。測量点
を落としたうえ，0.25m コンタの詳細な地形図として作成を行う。
③ ②の測量調査から得られた別墅の標高データを基に測量図 (0.25m コンタ )
と韓国の国土地理情報院にて発行している国土数値地図 (1/5000) を統合した
統合地形図を作成する ( 図 3-2)。
2.4.2 GIS 分析を介した園林空間構成の分析
　別墅の園林空間構成を分析するにあたり，別墅建築と園林空間を分けて分析
を行う。建築は，平面構成を中心に分析を行い，園林空間は，地形を中心とし
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た地割形態に着目して分析行う。別墅建築はメジャーを用いた測量結果を基に，
園林空間は，図 3-2 の統合地形図を基に分析を行う。
（１）建築平面形態の分析方法
　別墅の中心となる別墅建築の形態的特徴を明らかにするため，測量調査にて
得られた測量平面・断面図を用い，建築と基壇の比率および構成を分析する。
（２）別墅空間の分析方法
１）勾配強度グラフの分析
　別墅の園林空間の地割形態の定量的な特徴を見出すため，GIS 分析を介して
地形的特徴を明らかにする。以下の手順に沿って分析を行う ( 図 3-3)。
①統合地形図から，傾斜度分析 (Slope) を用い，傾斜度分析図を作成する。本
章では，GIS 分析ソフトウェアとして Esri 社 ArcMap10.3 を使う。
②各別墅前後の地形特徴を確認するため，別墅建築前後における傾斜度の勾配
強度の分析を行う。各別墅建築の基壇の幅に沿って，分析範囲内の傾斜度を
0.1m 間隔に短冊状に切り，Add Surface コマンドを用い，その平均値を出力
する。
③②の傾斜度平均値より，グラフを作成する。分析範囲は，主景を切取る方向
の特徴を分析するため，別墅建築の軸方向前後 50m とする。事前調査にて各
別墅の地形の人工的操作の有無を確認した。確認できる箇所が別墅建築を中心
とし 50m 以内であると判断し，分析範囲は別墅建築を中心とし前後 50m ずつ
と設定した。
２）急傾斜と平地の配置の分析
　現地調査では造営された平地とそれを囲う山麓の急斜面との関係に空間構成
の特徴があるという印象を得た。そこで別墅には，地割形態による空間規定と
いう特徴があるのではないかと考え，傾斜度分析図から，傾斜度が 0-5％を平
地，60% 以上を急傾斜として抽出し，別墅建築の配置とともにその平面構成図
を作成し，別墅の地割形態を平面的に分析する。さらに，別墅内の構造物を平
面構成図に加え，地割形態と構造物の関係を確認する ( 図 3-4)。
３）別墅からの主景と地割形態の関係の分析
　地割形態と主景の取り方との関係を確認するため，統合地形図を用い断面図
を作成し，別墅建築内の眺望点である房からの景の切取り方を分析する。さら
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 第 3 章 | 別墅における地割の空間構成と形態要素の研究
102
10m 10m
10m
N N
N
85
85
80
90
90
95
95
100
＋
測量データによる修正を加えた GIS オリジナルデータ
韓国国土地理情報院 1/5000 数値地図の標高データ 現地測量データから作成した 0.25m 等高線図
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図 3-2　統合地形図の作成方法
( 息影亭の例 )
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距離 (m)
③傾斜度強度グラフの作成
② 傾斜度平均値の抽出
① 傾斜度分析図の作成
⓪ 統合地形図の作成
150
0
050(m) 50(m)
50
100
庭園建築前方 後方
主軸方向
別墅建築
前方 後方
50m 50m0
図 3-3　傾斜度強度グラフの作成方法
( 俛仰亭の例 )
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GIS 傾斜度分析図
▼
地割の平面構成図
断面図から可視範囲の想定
別墅内部からの景観
10m
5m
可
視
範
囲
軒
縁
開口部
0-5%
傾斜度
60% 以上
図 3-4　地割の平面構成図の抽出
図 3-5　主景と地割形態の関係の分析
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に現地調査の写真から，実空間にて景の取り方がどのように現れているか確認
する ( 図 3-5)。
2.5 本章の構成
　第３節では，別墅に建つ主要構成物である別墅建築の形態的特徴を明らかに
するため，測量調査にて得られた測量平面・断面図を用い，建築と基壇の比率
および構成を分析する。
　第４節では，別墅の園林空間における地割形態に着目し，別墅周辺部の地割
の特徴として，傾斜・平地の構成および配置について GIS 分析を介して明らか
にする。
　第５節では，別墅建築平・断面形態と園林の地割形態を一体化した別墅園林
の空間構成の特徴を分析する。また，別墅からの景観が園林空間構成との関係
性について考察を行う。
　第６節では，以上の分析内容をまとめ，そこから得られる別墅園林の空間構
成と景観について考察を行う。
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3 建築平面形態の分析結果
　別墅建築の平均的規模，比率が確認できる。別墅建築は別墅 3-6 を除き，主
軸平入りの形式をとり，桁行方向に長く，その比率は基壇 W:D=10:8，建築
w:d=10:7.5 でほぼ同比率の傾向が見られる（図 3-6, 表 3-2）。分析結果から，
この地方の別墅建築の規模の類似性を確認することができる。この地方の別墅
建築は，基壇と建築ともに桁行方向が長い長方形の形態をとり，その面積は，
基壇は，平均 64.9m2 の基壇，建築は，34.13m2 であることが確認できる。
　空間の構成としては，どの別墅においても房を構えており，扁額がかかって
いる面に対して開口部を必ず設け，軸性を明示している。ただし，観水亭は，
現在房が実在していないが，先行研究 23) から房をつくる壁の跡が真ん中の柱
に残っているといわれており，現地調査にて確認できることから房を構えてい
たと推定する。このことから，既往研究の景観眺望を意識した建築作りをして
いたことが建築の形式からも確認できる。
　
3-1 俛仰亭 3-2 松江亭 3-3 連溪亭 3-4 聞⼀亭 3-5 観⽔亭 3-6 息影亭 3-7 環碧堂 3-8 醉歌亭 3-9 鳴⽟軒 平均
Ｗ(m) 9.40 7.75 9.86 9.76 9.18 6.77 9.70 7.83 9.81 8.90
Ｄ(m) 7.49 7.45 6.31 7.90 7.97 7.59 6.00 7.36 7.60 7.30
D/W(%) 79.68 96.13 63.95 80.94 86.82 112.11 61.86 94.00 77.44 82.02
建築面積
WxD (m2)
70.41 57.74 62.17 77.10 73.16 51.38 58.20 57.63 74.53 64.90
w(m) 6.95 5.75 7.70 7.36 6.98 4.70 7.80 5.28 7.81 6.70
d(m) 5.00 5.20 4.34 5.50 5.97 5.52 3.80 4.84 5.66 5.09
d/w (%) 71.94 90.43 56.30 74.73 85.53 117.45 48.72 91.67 72.47 75.96
建築面積
wxd (m2)
34.75 29.90 33.38 40.48 41.67 25.94 29.64 25.56 44.20 34.13
第一
平庭
面積 (m2) 285.94 546.8 132.52 83.72 315.65 146.10 363.70 180.68 153.18 245.37
別墅建築
基
壇
建
築
表 3-2　別墅建築の平面比率の分析結果
凡例
w W
3m
D
d
主軸
方向
扁額
房
縁
107
第
３
章
3-1 俛仰亭 3-2 松江亭 3-3 連溪亭
3-4 聞一亭 3-5 観水亭
3-8 醉歌亭 3-9 鳴玉軒
3-6 息影亭
3-7 環碧堂
図 3-6　別墅建築の平面形態の分析結果
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4 庭園空間の分析結果
　別墅園林の地割形態の特徴を調べるため，GIS を用いた傾斜度分析を行い，
傾斜度分析図を作成した ( 図 3-7)。その結果，別墅がもつ勾配強度と地割によっ
て構成される平面的特徴を明らかになる。別墅の勾配強度は，勾配強度グラフ
( 図 3-8) により，また，地割平面構成図 ( 図 3-9) により，地割形態の平面構
成の特徴が確認できる。
4.1 地割形態の勾配強度グラフの分析結果
　勾配強度グラフ分析（図 3-8）により，別墅の勾配強度が二つに大別される
ことがわかる。一つは，別墅前方の傾斜度が 90% 以上，後方は 25％前後の傾
斜度をもっており，別墅建築前後の勾配差がある特徴が見られるものである。
別墅 3-1，3-2，3-4，3-6，3-8 の 5 カ所が該当し，勾配の特徴から「前方急
勾配型」とする。二つ目は，別墅の前後傾斜度が 90% を下回り，別墅前後の
傾斜度の差がほとんどない。また，前後方の斜面に傾斜度の高い特異点が複数
並ぶものである。別墅 3-3，3-7，3-9 がこのような地形的特徴をもっており，「前
後方緩勾配型」とする。別墅 3-5 は上述の 2 タイプとは異なる型を持つが，そ
の特徴を見出す事例が他に確認されない。本章ではは地割形態を二分類にして
いるが，現存しない別墅を合わせて分析を行うと別墅 3-5 も一つの型になる可
能性があると考える。
　
　急傾斜と平地の配置の分析（図 3-9）からは，別墅地割の平面構成の特徴が
確認できる。平地（傾斜度 0-5%）は別墅建築が立地するところに 1 カ所とそ
れと離れた場所に別の平地が現れていることが確認できる。例外として別墅
3-3 の場合，別墅建築が立地する平地の傾斜度が他別墅に比べ高い値を示すが，
傾斜度平均 10% 未満の部分に別墅建築が建つことが図 3-7 から確認できる。
本章では，傾斜度 0-5％の平地を平庭部とし，特に別墅建築が建つ平庭部を「第
一平庭部」とし，それ以外の平庭部は「第二平庭部」と命名する。別墅 3-3 は，
例外として傾斜度 0-10% の部分を「第一平庭部」とする。「第一平庭部」は庭
園によってその規模が多少異なる傾向がみられる ( 表 3-2)。「前方急勾配型」
の場合，「第一平庭部」と「第二平庭部」の二つの平地空間が現れており，特
109
第
３
章
図 3-7　GIS 傾斜度分析図
主軸方向
0 5 10 20 30 40 50 以上
傾斜度 (%)
別墅建築の基壇
50m 50m
0
別墅名
3-5 観水亭
3-4 聞一亭
3-9 鳴玉軒
3-3 連溪亭
3-8 醉歌亭
3-2 松江亭
3-7 環碧堂
3-1 俛仰亭
3-6 息影亭
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50m 50m0
3-4 聞一亭3-3 連溪亭
3-2 松江亭3-1 俛仰亭
50m 50m0
0
0
0
0
150 150
150 150
50 50
50 50
100 100
100 100
50m 50m50m 50m0 0
図 3-8　勾配強度グラフ ( つづく )
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3-5 観水亭
3-8 醉歌亭3-7 環碧堂
3-6 息影亭
50m 50m050m 50m0
50m 50m50m 50m0 0
0
150
50
100
00
150150
5050
100100
0
150
50
100
図 3-8　勾配強度グラフ ( つづく )
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に「第二平庭部」にはシンボルツリー ( 別墅 3-1)，碑石 ( 別墅 3-2，3-6)，墓
( 別墅 3-4)，本家 ( 別墅 3-8) などが配置していることが現地にて確認される。
「前後方緩勾配型」は，「第二平庭部」が複数存在していることが確認される。
また「第一平庭部」と別墅建築配置の関係をみると，別墅 3-1，3-6 を除くと
平庭部の後方に別墅建築が配置されていることが確かめられる。さらに，どの
別墅においても「第一平庭部」の前方境界部を囲う形で急傾斜 (60％以上 ) の
部分が現れることが確認できる。「前方急勾配型」の場合，勾配の度合いによっ
て急傾斜面の面積は異なるが，急斜面が比較的大きく面として現れている。そ
れに比べ「前後方緩勾配型」は，急傾斜が別墅建築に平行な線分として確認で
きる。また，別墅 3-1，3-2 を除く 7 カ所の別墅において第一平庭部と前方の
急傾斜の間には石垣が現れており，石垣に沿った線形の境界が現れている。別
墅 3-1，3-2 の場合，石垣は確認されていないが，急傾斜と平地の間に明確な
境界が確認される。この境界を「第一境界部」と命名する。特に「前後方緩勾
配型」の場合，「第一境界部」以外にも急傾斜の線形が多く，勾配強度グラフ ( 図
3-8) の分析結果でも確認される特異点がこの部分であり，現地調査で石垣であ
ることが確認できる ( 図 3-10)。
50m 50m050m 50m0
主軸方向
0 5 10 20 30 40 50 以上
傾斜度 (%)
別墅建築の基壇
別墅名3-9 鳴玉軒
0
150150
0 050(m) 50(m)
5050
100100
別墅建築中心からの距離
庭園後方
の勾配強度
傾斜度 (%)
基
壇
図 3-8　勾配強度グラフ
庭園前方
の勾配強度
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図 3-9　地割の平面構成図
別墅建築の基壇10m
石垣
墓
碑石
本家
シンボルツリー
傾斜度 0-5%
傾斜度 60% 以上
主軸方向
3-5 観水亭
3-4 聞一亭
3-9 鳴玉軒 別墅名
3-3 連溪亭
3-8 醉歌亭
3-2 松江亭
3-7 環碧堂
3-1 俛仰亭
3-6 息影亭
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3-1 俛仰亭 3-7 環碧堂
＜前方急勾配型＞
共通点
( 命名 )
シンボルツリー ( 別墅 1), 碑
石 ( 別 墅 2,6), 墓 ( 別 墅 4),
本 家 ( 別墅 8) などが配置
比較的に広い面的に存在する 別墅建築に平行な線分として
存在する
石垣などによって構成された明
快な線形
複数の第二平庭部が存在
①第一平庭部に建築が建つ ( ただし、別墅 3は傾斜度が 10%未満 )
②第一境界部が現れる
＜前後方緩勾配型＞
第二平
庭部
急斜面
第一境
界部
50m 50m50m 50m0 0
平庭部
( 第一平庭部） ( 第二平庭部）
( 第二平庭部）
( 第二平庭部）
別墅 1,2 においては石垣が確
認されないが明快な境界が認
められる
図 3-10　地割構成のタイプ
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5 別墅からの主景と地割形態の関係の分析結果
　４節から，別墅は勾配強度によって型をわけることができ，また，地割によっ
て園林空間構成が異なることが明らかになった。特に別墅は必ず第一平庭部を
構えており，多くの第一平庭部の先端である第一境界部は，石垣などによって
造成され，別墅空間のキワをつくりだしていることがわかる。現地調査から，
この石垣などの第一境界部が，単なる斜面処理のための意匠処置ではではなく，
別墅建築から外の景観を切り取る要素ではないかと仮説をたてることができ
た。そこで，本節であは，別墅からの主景と地割形態（第一境界部）の関係を，
測量図から得られた断面図と現地写真を比較しながら，地割形態（第一境界部）
について考える。
　別墅からの主景と地割形態の関係の分析結果（図 3-11）をみると，房から
の可視範囲を確認した結果，7 カ所の別墅において第一境界部が視野角内に
入っていることが確認できる。現地調査の房から主軸方向を眺める写真を用い，
第一境界部と別墅建築の縁の位置関係をみると縁と第一境界部が水平に平行し
ており，その位置がほぼ一致していることが確認できる。すなわち，別墅にお
ける第一境界部は，単なる斜面処理の要素ではなく，景観を切り取るための工
夫が行われたデザインの一つと考えられる。
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3-5 観水亭 3-6 息影亭
※
※
3-4 聞一亭3-3 連溪亭
3-2 松江亭3-1 俛仰亭
図 3-11　別墅からの主景と地割形態の分析結果 ( つづく )
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図 3-11　別墅からの主景と地割形態の分析結果
軒
可
視
範
囲
縁
開口部
※
第一
境界部
第一境界部
3-9 鳴玉軒
3-8 醉歌亭3-7 環碧堂
別墅名凡例
5m
( 実線：実空間 / 点線：シミュレーションによる推定ライン )
※は , 房からの撮影が不可能であったため , 主軸開口部の実測を基にシミュレーションを行い , 縁 , 第一境界部 ,
開口部の推定位置を表したものである。
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6 まとめ
　本章は，塀を持たず園林空間を作る別墅における物理的様式を推察するため，
地形に着目し，地形測量から GIS による定量的な傾斜度分析を行ったものであ
る。別墅は二つに大別される地割形態の型および空間構成様式をもっており，
その構成は眺望の効果的取り方と関係があると考察する。　
6.1 景観眺望に特化した地割形態および空間構成
　別墅は，景観眺望に特化した空間構成をしている。景観眺望のための別墅建
築とその室内空間である房を構えており，房の開口部は，扁額がかかる軸方向
に対して作られている。別墅建築が建つ第一平庭部の場合，平庭部の前方が傾
斜度 60% 以上の急傾斜となっており，別墅建築から前方の景色を見渡すのに
適した立地選定とそこに地割を行ったと考える。特に房から眺望される景観に
対して，第一境界部も影響していることが確認できる。房からの景観は，庭園
の空間要素によって切取られて見えるものであり，第一に別墅建築の柱，縁，
軒できられるが，別墅からの主景と地割形態の関係の分析および現地調査の写
真から確認できるように第一境界部も景観を切取る要素の一つとして用いられ
ていると考える。この第一境界部は，石垣など明確な線形の分節が行われてい
る。すなわち，別墅は房からの景にも配慮した空間形態を地形と別墅建築の融
合により達成しており，景観を切取る要素としても地割形態がデザインされて
いると考察できる。
6.2 既存地形をいかした地割形態および空間構成
　以上の地割様式は，既存の地形を生かすものであることも理解される。「前
方急勾配型」は，尾根筋先端の急勾配と背後の尾根上緩勾配をいかす様式であ
る。この地形を生かすよう，別墅前方は急勾配部に迫り，自然地形に人工的な
操作を入れず，別墅後方に主な園林空間を造成していたと考える。一方，「前
後方緩勾配型」は，別墅の前後方ともに緩勾配をもち，地形操作が比較的用意
であることから，「前方急勾配型」に比較してより多い微地形操作により庭園
空間を造営していると考える。勾配強度グラフから別墅の前後ともに一定の傾
斜度を保つが，別墅前後に急傾斜の特異点が観察される。この特異点は，石垣
の部分操作を行われた点として現地で確認できる。微地形操作による空間要素
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は平面分析にても「前方急勾配型」に比べ「第二平庭部」の数が多いと確認で
きる。したがって , 別墅は，地割形態によって異なる空間構成の特徴をもち，
空間作りのために微地形操作を行うが，どちらの地割形態においても立地する
山地形全体を操作して空間を作るのではなく，平庭部の先端作りの最小限の地
形操作によって既存地形の特徴を生かす空間を作っていたと考える。
　別墅の地割の空間構成と形態要素について以下にまとめる。
（１）別墅建築の平面構成および別墅の断面形態分析により，別墅は房からの
眺望を意識する空間構成をしており，特に第一境界部の地割形態は房からの景
観を切取る水平線として現れており，景観を際立たせている。
（２）GIS 傾斜度分析により，別墅は特徴的な二つの地割形態「前方急勾配型」
「前後方緩勾配型」に分類され , 一つの異なる事例が認められる。タイプによっ
て平断面および空間構成が異なる。
　これまで微地形に着目した研究が少なかったため，地形測量図がない別墅が
多い現状である。そこで本章はまず地形測量を行うことで，物理的資料を作成
した。これは今後の別墅保全管理にも役に立つと考える。これまで園林と建築
を統合した研究がなかったが，本章は建築内部も含めた一体化した領域を研究
対象とし，別墅全体を考察した。そこから別墅における空間的特徴を明らかに
するとともに空間要素を見出し，命名を行い，今後の別墅の形態論研究におけ
る基礎資料になることを期待する。
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1 各章からの知見のまとめ
　本研究は，韓国伝統庭園に関する既存の著述が述べてきた自然美とは何をさ
しているのかを具体的に把握したいという動機から始まる。そこで別墅の空間
特徴を定量的に分析することによって，自然美という曖昧な言葉をデザイン言
語として解いていく試みを行った。先行研究において概念的に扱われてきた空
間形態と領域構成について，本研究では，現地測量調査を通し，測量図を作成し，
さらにその図面を基に GIS 分析を行った。その結果，概念図で示されていた別
墅の空間形態および領域構成について定量化することができ，形態的にとらえ
ることができたと考える。
　分析にあたり，先行研究の概念に即し，３つのスケールから定量化を図った。
（１）別墅から眺望される山容の景観領域：外園および影響圏園にあたる別墅
の景観の定量化
（２）別墅を囲い込む周辺環境の囲繞領域：外園および立地条件にあたる別墅
囲繞性の検証
（３）別墅の地割形態が決める園林領域：別墅建築 - 園林空間の一体化した内
園空間構成および領域の定量化
　先行研究においてはいずれの観点も個別の別墅に対する研究にとどまってい
た。本研究では，３つのスケール全てにおいて複数の別墅を扱うことにより，
地域および地方全体に共通する特徴がいかなるものかを考察するものである。
　本章では，これら３つの観点から定量的に確認された空間や構成，様式につ
いて総合考察を行う。結章の総合考察は，まず，各章の定量的・形態的知見を
まとめる。次に，それらをデザイン手法・庭園様式として組み直す。その様式
を別墅の文化的背景を照合しながら，意味や効果を考える。そこから別墅に結
晶している韓国別墅における自然観の表象について考察を進める。
1.1 別墅から眺望される山容景観分析から得られる知見
：別墅の可視領域分析による景観特性の研究 
　第１章では，湖南地方の国指定文化財の５カ所の別墅を対象とし，別墅に
おける景観領域および景観特性について，可視領域分析および景観シミュレー
ションを用い，考察を行う。分析の結果，以下の知見が得られる。
　（１）別墅の景観領域は定量化することができる。先行研究 1) では「外園」
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の面積を研究当時 (1992 年 ) の広域地図から推測し，その面積を出したのに比
べ，本研究では，実際の別墅から眺望可能な遠方まで可視領域の範囲を定量的
にはかることができ，それを数値化および図面化を図った。先行研究と本章の
分析は分析範囲と「外園」定義の齟齬があり，一概に比較することはできないが，
ひとまず，別墅からの可視領域を定量化し，その結果，先行研究で指摘した範
囲より広い範囲であるという知見を得る。
　（２）別墅の景観要素を傾斜度により，山稜部と平野部に区分した場合，山
稜部を主に望む「山岳仰観型」と平野部を多く見渡す「平野俯瞰型」にわける
ことができる。
　（３）いずれの別墅においても，山岳を主たる景観としており，山岳景観の
点在について分析を行った結果，山岳景が重なり，景観をつくっているこが確
認できる。これより，別墅の景観は，山岳景の比率が高く，山岳景は単に一つ
の山が塀をつくるような形ではなく、いくつかの山々が前後する形で点在しな
がらその景観をつくっていることがわかる。
　以上の結果は一方で，GIS による定量的な解析研究が有効であることを証明
する。造営当時と比べ，植栽や周辺環境の変化によって「外園」要素が不明瞭
になっている中，また，多くの先行研究で扱っている詩文に残っている外部景
観の様子を，本章では GIS によるシミュレーションを行うことで，別墅におけ
る抽象的な景観要素を定量的に表すことを可能としている。
1.2 別墅の地形分析からみる囲繞性に関する知見
：別墅における周辺山稜地形による囲繞性の研究
　第２章では，第１章より，分析範囲を狭め，外園の中でも中景にあたる，別
墅から約３km 圏内にある周辺環境を分析対象とし，別墅の囲繞性について考
察を行う。別墅は，庭園でありながら，塀をもたない大きな特徴があるが，そ
れは物理的な塀がないだけで，実際「園」としての囲繞性は存在し，それによっ
て別墅の世界も一度閉じられると仮説した。そのうえで，先行研究では別墅は
まちとの隔離をもつという知見が得られており，その隔離もしくは囲繞の要素
が別墅周辺の山稜部にあるとして分析を始める。第２章では，別墅の周辺環境
の中でも前後方に点在する山稜部に着目し，周辺山稜部を含む別墅の外園空間
構造を考察し，別墅がどのように囲繞性および空間性を獲得したかを考察して
いる。第２章では，湖南地方の中でも全羅南道に分布する別墅 20 カ所を対象
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とし，その周辺環境の特徴の分析を行う。その分析結果および知見を以下にま
とめる。
　（１）近中景の可視領域をもつ別墅を見分けるため，可視領域分析を行う。
その結果，分析対象 20 カ所のうち，15 カ所が近中景の可視領域をもつことが
明らかになる。また，20 カ所の別墅のうち，17 カ所の別墅において別墅の背
後には可視領域が広がらない特徴もみられる。
　（２）近中景の景観領域をもつ 15 カ所の別墅の前方景の空間構造を調べると，
別墅の前方は，平野部が広がり，その奥に山稜部が点在する空間構造をもつ。
本研究では平野部の奥に現れる山稜部を「第一山稜部」とする。特に，近景を
もつ別墅の場合，別墅から 0.5km 離れないうちに「第一山稜部」が現れ，比
較的平野部の広がりが少ない。このような別墅の山稜部について，本研究では
「近景型山稜部」とする。一方，中景をもつ別墅は，別墅から 1km 圏内には平
野部が広がり，それ以降「第一山稜部」が現れる特徴がみられる。このような
山稜部について本研究は「中景型山稜部」とする。さらに，これらの平野部の
土地利用を調べると，8 割以上が，農耕地と河川であることが確認される。
　（３）別墅の後方景における山稜部の方位について分析を行う。現地調査か
ら多くの別墅は，後方に山稜を構えながら，別墅を囲っている印象を受けた。
そのため，第２章では，別墅の後方の山稜部の向きが，後方の囲繞性の要因の
一つと考え，後方山稜部の方位を調べる。その結果，別墅の背後に山稜部を構
えない 3 カ所を除き，17 カ所において，別墅主軸方向と同方位をもっている
ことが明らかになる。
　以上の結果から，この地方の多くの別墅は「後方の山稜部 - 別墅 - 平野部 -
第一山稜部」の空間構造をもち，別墅が囲繞性を獲得するのに有効な空間構造
であると考察する。別墅の前方の近中景において山稜部が点在し，視覚的囲い
をつくり，後方においては別墅の主軸方向と同方位をもつ地形が迫ることで別
墅を囲い込む効果をもつ。これは別墅を視覚的に囲い込むにあたり，敷地周辺
の山稜地形が連続的な尾根線で遮蔽するのではなく，別墅から眺望可能な点在
する山稜地形を重ね合わせつつ，前方の左右においても囲繞性をつくっていた
と考察する。
1.3 別墅の地割と空間形態と要素の研究から得られる知見
：別墅における地割の空間形態と要素の研究
127
結
　多くの別墅は塀を構えず，丘や山稜部に別墅建築といくつかの園林要素を造
営する比較的小さい操作によって別墅の園をつくっているため，内園と呼ばれ
る空間の境界は定かではない。現地調査から塀のない別墅の空間を分ける要素
には別墅内にあるいくつかの地割と周辺地形にあるのではないかと考えた。そ
こで第３章では，別墅の園林のうち，地割形態に着目し，地割からつくられる
別墅の園林空間構成について考察を行う。第 3 章では，対象別墅の地域および
造営背景を限定し，同時代同地域にて造営された別墅の内園領域について研究
を行っている。朝鮮中期以降の潭陽・光州一帯（無等山圏域）に造営された別
墅９カ所を対象とする。以下にその知見をまとめる。
　（１）GIS 傾斜度分析により，別墅は特徴的な二つの地割形態「前方急勾配型」
「前後方緩勾配型」に分類される。「前方急勾配型」の場合，別墅前方に急傾斜
を構えるため，前方には園林要素が少ない。一方，「前後方緩勾配型」は，別
墅建築を中心とし，前後方の斜面が比較的緩やかであるため，園林造成が目立
つ。いずれも，前方斜面と別墅建築がたつ「第一平庭部」との境界が急斜面も
しくは石垣になっており，その境界を本研究では「第一境界部」と命名する。
　（２）別墅建築の平面構成および別墅の断面形態分析により，別墅は房から
の眺望を意識する空間構成をしており，特に第一境界部の地割形態は房からの
景観を切取る水平線として現れており，景観を際立たせている。
　第３章は，塀を持たないにも関わらず，庭園空間を感じさせる別墅における
物理的様式を推察するため，地形に着目し，地形測量から GIS による定量的な
傾斜度分析を行ったものである。これまで，別墅に点在する要素に着目してい
た既存研究とは異なり，別墅における微地形に着目し，それらによってつくら
れる空間形態について考察を行ったものである。
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2 別墅の空間デザイン要素の特定
　
　これまで別墅デザインの研究は，建築の平面構成，池・渓流の有無や配置に
着目する傾向があった。各要素の特徴からいくつかの種類に分類することが別
墅の空間構成に関する研究の主だった研究手法である。たとえば，鄭 (1986)2)
は，全羅南道の亭子園林 62 カ所を対象とし，別墅建築の平面形の調査を行う。
房の有無，数，マルとの面積比などから別墅を観察する。そして，部屋からの
景色ももちろん，客が訪れた際に，マルの広い場所で活動をおこなっていたの
ではないかと空間利用と関係づけ考察を行った。また，金ら (1994)3) は，全
国 8 カ所の別墅の水系に着目し，園内の水の形式 ( 滝，池，渓流など )・配置，
護岸の素材や景として別墅建築との関係性について調査を行っている。
　上述するように，先行研究では別墅内の個別要素に着目し，その特徴によっ
て別墅を分類する方法から別墅の空間特徴を理解しようとしていた。これらに
対し，本研究は，別墅が位置する周辺環境，広域地形，また園内の地割形態など，
地勢・地形にその特徴があるのではないかと考え，連続的変化がある地形を解
析することで別墅の空間構成について考察した。本節では，さらに，別墅に共
通する地勢の活用，地形操作が自然との関係を象徴する様式として理解される
ことを述べる。
2.1 地割形態からみる別墅の内部空間の構成要素
　別墅は基本的に別墅建築を中心とした園林を形成する ( 図 4-1)。しかし，多
くの場合，塀をもたないため，その物理的境界は定かではない。一方，山や丘
に建つことが多い別墅においていくつかの地形操作による領域づくりが認めら
れる。第３章の分析から，別墅の地形はおおよそ二つに大別され，タイプごと
に空間構成の特徴が異なることがわかる ( 図 4-2)。別墅前方が急斜面である「前
方急勾配型」と別墅前後方とも緩勾配である「前後方緩勾配型」があげられる。
「前方急勾配型」は，別墅内の園林要素が少なく，前方が急傾斜である丘の先
端に別墅が立地したため，このような地形的特徴があると考えられる。一方，
「前後方緩勾配型」の場合，全体的に緩やかな斜面がある場所に別墅が立地し，
いくつかの微地形の操作を行い，園林空間を造営していたことが特徴的である。
さらに，これらの地割形態から園林内部に空間が現れていることが確認される。
以下にまとめる ( 図 4-3)。
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図 4-1　別墅建築と園林
1 鳴玉軒 (2014/11 撮影 )2 臨對亭 (2014/11 撮影 )3 茶山草堂 (2014/11 撮影 )4 洗然亭 (2014/11 撮影 )
5 醉歌亭 (2015/11 撮影 )6 松江亭 (2015/11 撮影 )7 俛仰亭 (2015/11 撮影 )8 楓岩亭 (2015/11 撮影 )
1
3
5
7
2
4
6
8
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（１）平庭部
　まず，別墅には「平庭部」が必ず存在する ( 図 4-3，図 4-4)。「平庭部」は
傾斜度が 0-5% 以内のほぼ平地の地形的特徴をもつ空間である。特に別墅建築
が建つ平たい平庭部を「第一平庭部」とする。「第一平庭部」の広さは別墅によっ
て異なるが，別墅建築の面積の約 7.5 倍（うち別墅建築面積含む）であること
が確認される ( 表 3-2)。その他の平庭部の形状は不定形であり，別墅によって
異なる。平庭部の数は別墅によって複数存在する場合もある。特に別墅内に園
林空間を積極的に造営した別墅の場合，池の造営にともない，その特徴が現れ
る。
図 4-2　地割形態による別墅の分類
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図 4-4　別墅の平庭部
図 4-4-b　鳴玉軒の第一平庭部 図 4-4-c　鳴玉軒の第二平庭部
図 4-3　別墅の空間デザイン要素
10m
傾斜度  0 - 5%
傾斜度  6 0% 以上
主軸方向石垣
護岸
断面図
2014 年 8 月 /2014 年 11 月  測量調査に基づき作成
2m
房
第一平庭部
平庭部
第一境界部第二境界部
後方山稜部
後方山稜部
第二平庭部
鳴玉軒
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（２）第一境界部
　別墅の第一平庭部の前方（別墅建築主軸方向）には必ず，「第一境界部」と
なる地形的境界が現れることが勾配の連続的分析にて明らかになった ( 図 4-3，
図 4-5)。別墅は，別墅から主軸方向の景観を重要視する特徴がある 2)4)。別墅
建築からの視野確保が必要であり，そのため，別墅前方において地形的境界が
ある，もしくは地形の操作によって現れるようになったと考えられる。このよ
うな特徴をもつ地形の境界を本研究では「第一境界部」と命名を行う。立地す
る別墅によって「第一境界部」の特徴は異なっており，別墅前方の地形が急斜
面である「前方急勾配型」の場合，第一平庭部と前方急斜面との差が大きく，
前方急斜面が面的に広がる特徴がみられ，急斜面と第一境界部も明快に現れる。
一方，「全後方緩勾配型」は，前方の斜面が，緩勾配であることが多いため，
急斜面が面的に広がらず，第一境界部は，別墅建築と平行な線として現れる。
また，緩勾配の地形上に操作が多く，第一境界部以外にも複数の急傾斜線形が
確認される。
　ここで注意したいのが，平庭部や第一境界部が石垣より造成された人為的に
形態化されるものであるとしても，それはそもそも地形的利点をいかすように
造営されたものであるということである。「前方急勾配型」は，尾根筋先端の
急勾配と背後の尾根上緩勾配をいかす様式である。この地形を生かすよう，別
墅前方は急勾配部に迫り，自然地形に人工的な操作を入れず，別墅後方に主な
園林空間を造成していたと考える。一方，「前後方緩勾配型」は，別墅の前後
方ともに緩勾配をもち，地形操作が比較的用意であることから，「前方急勾配型」
に比較してより多い微地形操作により園林空間を造営していると考える。
（３）後方山稜部
　別墅の後方部は，山稜部で囲われている傾向が強い ( 図 4-6)。これは，山を
背にすることで，後方囲繞性を獲得し，空間をつくる意図があったと考える。
特に，別墅の後方山稜部は，第２章の後方山稜部方位分析から，別墅建築の主
軸方向と同方位をもつ特徴が現れることがわかる。また，別墅背後に山稜部を
えない別墅は，少なく，その場合，方位による一定の特徴はみられない。すな
わち，この地方の多くの別墅は，背後に山稜部を構え，別墅建築を背後の山稜
部の同方位をもつように配置をすることで，別墅の空間性および領域性をつく
りだしていたと考える。
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図 4-5　別墅の第一境界部
傾斜度 0-5%
傾斜度 60% 以上
（４）その他
　別墅は，別墅建築と池や石垣による比較的小さい規模をもつが，長年にわた
り，再建されることによって，または，造営者の業績を讃えるため，石碑が園
内にみられる（図 4-7）。また，造営当時，造営者の思想を込めた文字を入れ
ている岩石や，池周辺施設もみられている。このような要素は，比較的園内の
平野部に設置されることが多い。
2.2 周辺山稜景観からみる別墅の外部空間の構成要素
　別墅は，景を重視しながら，造営する庭園である 2)4)。そのため，別墅の中
の空間だけに限らず，別墅から眺められる景観を含め，空間を解釈する必要が
あり，景観の中の要素も別墅の空間構成要素と考えていく必要がある。
　これまで別墅の景観に関する研究の多くは，定性的な観点から考えられてき
10m 10m
前方急勾配型 : 俛仰亭 前後方緩勾配型 : 環碧堂
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図 4-6　後方山稜部
図 4-7　その他の要素
図 4-6-a 俛仰亭の後方（遠景）
図 4-7-a 俛仰亭の重修記績碑
図 4-7-c 聞一亭の墓
図 4-7-e 臨對亭の岩石
図 4-6-b 俛仰亭の後方 ( 近景 )
図 4-7-b 松江亭の詩碑
図 4-7-d 息影亭の星山別曲の詩碑
図 4-7-f 茶山草堂の臺
俛仰亭
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た。まず，現地調査から直接見えているものをリスト化して，景観要素を抽
出する方法がある。これらはこれまでの多くの研究にて用いられており，鄭
(1986)2)，金ら (1992)5) が別墅からみられる景観要素を整理している。Ahn
ら (2010)6) は，複数の別墅において景観構成要素と景観距離からクラスター
分析を行い，景観特徴による分類を行う。また，安 (1991)7) は，朝鮮時代の
文献から，韓国における景観処理技法を明らかにし，その景観技法が現存す
る別墅から適応可能かについて検討を行った。さらに，別墅関連史料（詩文）
から別墅の景観特徴を明らかにする研究も目立つ。まず，Moon ら (2002)8)，
So(2011)9)，盧ら (2011)10) は記文から別墅造営当時の景観特徴について検討
を行う。さらに，近年は，定量的検討も目立つ。Lee ら (2012)11)，Kil ら (2013)12)
は GIS を用い，可視領域の分析から眺望ルートや領域の規模の検討を行う。
　別墅の景観に関する研究は，現地調査および記文から読み取られる景観の特
徴に着目する傾向が強い。いずれの先行研究においても，別墅において景観は
重要視されていると述べられており，別墅の景観軸を中心に立地を決めること
も考えられると言われている 4)。しかし，別墅の景観構造に関する定量的検討
は少ない。別墅の外園領域を含む保全計画を考えるうえで，定量的な検討は必
ず必要といえる。そこで本研究の第２章と第３章の知見をもとに，別墅におけ
る景観および空間的特徴について考察を行う。
　
（１）前方の山容景観
　 別墅によって眺望可能な景観の広がりに差がみられ，第１章と第２章の対
象別墅 20 カ所のうち，15 カ所が約 3km 以内の近中景をもつことがわかる。
山容景観によって別墅の可視領域は遮られ，別墅の主な景観でありながら，塀
がない別墅における視覚的囲繞性を形成する役割を果たしている。別墅におけ
る景観のみならず，領域性も与えているため，その意味が大きいと考える。
　別墅前方の山容景観は，以下の特徴があげられる。別墅前方の山容景観は，
第一山稜部が必ず現れる。景の型によって第一山稜部までの距離は異なってい
るが，いずれも別墅における主たる景観であり，その他の平野部の景観要素よ
り，広く見渡せることがわかる。別墅から第一山稜部までの距離は，近景型は
0.5km 圏内，中景型は 1.5km 圏内に現れ，遠景型の場合，それ以上に距離が
離れている。
　次に，左右に分布し，山容景観を形成しながら，囲繞性を獲得する。また，
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この分布にはある特徴が見られる。概念図 ( 図 0-4) から確認される別墅の外
園では別墅から眺望される山が均等に配置されているが，本研究の分析により，
実空間での山容景観は，比較的不規則に分布しながら景観を演出していること
がわかる。一方，景観シミュレーションや現地調査から確認できるように，別
墅から眺望できる山容景観は，左右にバランスをとりながら点在していること
がわかる。これは，実空間においては，山が不均等に配置されているが，景観
としては，山々が左右前後に重なり合っているように見える。それは，山容景
観としての山は，一つの稜線として捉えることができた結果であり，一つの稜
線として捉えた山容景観は，左右のバランスの差が視覚的に感じにくいもので
はないかと考える。さらに，別墅の山容景観は，左右のみならず，前後の重な
りによって奥行きのある景観をつくっていることがわかる。これは遠景をもつ
別墅にて強く現れている特徴である ( 図 4-8)。
（２）前方の平野部
　別墅から眺望可能な可視領域のうち，平野部の景観要素は山稜，農耕地，河
川，樹林地，集落などがあげられる ( 図 4-9)。第２章では，近中景をもつ 15
カ所を対象とし，平野部の景観要素について，土地利用図から確認を行う。別
墅の平野部では農耕地と河川が 8 割以上を占めることが確認できる。山中に立
地するため樹林地の比率が高い別墅や，島に立地すして海の比率の高い別墅な
ど例外的なものはあるが，多くの別墅の前方景の平野部において農耕地と河川
が主として分布していることがわかる。
137
結
図 4-9　別墅の前方平野部
図 4-8　別墅の前方山容景観
図 4-8-a 鳴玉軒の遠景および景観シミュレーション
図 4-8-b 臨對亭の中景および景観シミュレーション
図 4-9-b 臨對亭の前方景観：平野部（河川 , 農耕地）と山による構成
図 4-9-b 俛仰亭の前方景観：平野部（農耕地）と山による構成
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3 別墅の領域構成の様式
　以上より，この地方の多くの別墅は「後方山稜部 - 別墅 ( 別墅建築含む )- 平
野部 - 第一山稜部 - 遠景の山稜部」の空間構造を共通にもつといえる。各空間
構造は先行研究の概念的領域を改めて定義することができ，以下に示す ( 図
4-10)。
　（１）別墅建築
　（２）園林領域：第一境界部 - 第一平庭部 ( 別墅建築 )- 後方山稜部
　（３）囲繞領域：第一山稜部 - 別墅 - 後方山稜部
　（４）景観領域：遠景の山岳景 - 第一山稜部 - 別墅 - 後方山稜部
　別墅の各領域は，囲繞入子構造をもち，スケールによって領域構成を規定す
る空間デザイン要素がある。また，別墅建築を一つの領域として考えると，別
墅建築も同様に囲繞入子構造である ( 図 4-11)。以下別墅の領域構成の様式に
ついて，別墅建築，園林領域，囲繞領域，景観領域ごとに説明する。
園林領域
囲繞領域
景観領域
0.5km0.5km
近景中景遠景
03.0km
( 遠景の山岳景 ) - 第一山稜部 -　建築　- 後方山稜部
別墅
図 4-10　別墅の領域構成の概念図
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図 4-11　別墅の領域別囲繞入子構造
（１）別墅建築
　樓亭樣式と呼ばれるこの地方の別墅建築は，「基壇 - マル - 房」の構成となっ
ている（図 4-12）。基壇とマルが同様なプロポーションをもち，建築の真ん中
もしくは左より，右寄りになって，房を包むような入子構造が特徴的である。
また，このような構成は，房の中から外の景色を見ることに特化しているとい
る。特に研究対象の 21 カ所中，17 カ所が「亭」が名称についており，「堂」
が 3 カ所，「軒」が 1 カ所となっている。建築様式としては別のものとして分
類されるが，いずれも入子構造をとりいれ，別墅の眺望を特化するような構成
をもっている。
　　
（２）園林領域
　別墅の園林領域は，「第一境界部 - 第一平庭部 ( 別墅建築 )- 後方山稜部」の
構成をしており，別墅建築に向かって，入子構造をしていることがわかる ( 図
4-13)。第３章の勾配強度分析から明らかになっているように，別墅がもつ地
割形態によって領域をわけることができる。地割形態によって現れる別墅建築
前方の第一境界部と別墅後方の囲繞性を獲得する後方山稜部によって囲われ，
空間をつくっていることがわかる。特に，園林構成要素が多い場合は，第二平
庭部や第二境界部が出現するが，いずれものその勾配強度が明快で，その境界
によって園林領域が規定されていると見なすことができる。これは，先行研究 1)
にて不明瞭に扱われてきた別墅の内園にあたるものといえ，内園要素の形態や
その領域構成について明らかにし，改めて園林領域と命名する。
大
3km 以上 3 km 以内 1 0 0m 以内 1 0m 以内
小
山岳景
後方山稜部 後方山稜部
別墅
第一山稜部
基壇
マル房
第一山稜部
別墅
第一境界部
平庭部
第二境界部
景観領域 囲繞領域 園林領域 別墅建築
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基壇
マル
房
俛仰亭 (2015/11)
第一境界部 第二境界部
環碧堂の前方 (2017/12) 環碧堂の後方 (2015/11)
平庭部
平庭部
池 ( 第二平庭部 )
第一平庭部
第一境界部
10m 以内
基壇
マル房
別墅建築
100m 以内
平庭部
園林領域
第一境界部
第二境界部
図 4-12　別墅建築の囲繞入子構造
図 4-13　園林領域の囲繞入子構造
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（３）囲繞領域
　囲繞領域は，別墅から 3km 範囲内の可視領域のうち，別墅の周辺地形が別
墅を囲繞するような環境になっている領域のことを表し，「第一山稜部 - 平野
部 - 別墅 - 後方山稜部」の構成になっている ( 図 4-14)。本研究の第２章では，
この地方の多くの別墅が，周辺地形によって囲繞性を獲得していることを確認
した。特に別墅から 3km 圏内において，前方の場合，第一山稜部による視覚
的囲い，後方の場合，後方山稜部を構えることで入子構造をしながら領域を獲
得していることが明らかになる。これは，先行研究 1) では外園（別墅からの可
視領域）として曖昧に定義されていた領域について定量化し，その構成を具体
化したものと考え，本研究では，囲繞領域と命名する。
（４）景観領域
　景観領域は，別墅からの距離が 3km をこえる可視領域のことをいう。景観
領域は，囲繞領域に加え「遠景の山岳景 - 囲繞領域」の構成になっており，第
一山稜部の奥に広がる山容景観の重なりを領域として定義している ( 図 4-15)。
前方の山岳景観の重なりと後方の山稜部によって景観領域は入子構造をもち，
領域を獲得していると考察する。先行研究 1) では影響圏園は，抽象的概念で
あると述べていたが，本研究の別墅における景観特性を定量化することによっ
て，遠くにみえる景観まで領域として含むことを可能となる。以上より，先行
研究では外園もしくは影響圏園として定義されていた領域を具体化することが
でき，それを景観領域と定義する。
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図 4-14　囲繞領域の囲繞入子構造
図 4-15　景観領域の囲繞入子構造
3km 以内
後方山稜部
第一山稜部
別墅
囲繞領域
山岳景
後方山稜部
別墅
第一山稜部
景観領域
3km 以上
別墅
平野部
平野部
山稜部
山稜部
河川
河川
1km
3km
別墅
5km
9km
俛仰亭
環碧堂
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4 別墅の空間デザインの考察
　別墅の空間形態の特徴に関する研究は，別墅研究初期の先行研究においてい
くつかみられる。しかし，別墅建築と園林要素の位置関係などを中心とした分
析が行われており，平面配置による分類化が主だった研究である。平面配置に
よる分類化の研究がひと段落した段階でその後の別墅研究は，主に作庭者の思
想とその空間および景観と結びつく思想を対象とする研究フェーズに進んだ。
そのため，空間デザインとして価値の評価，またそのデザイン言語化に関する
研究は 1990 年代初期から停滞しており，「自然美」もしくは「自然との調和」
をもつ形という曖昧な表現として別墅空間のデザインが翻訳されてしまってい
るのが実態である。
　そこで本節ではここまでに本研究が明らかとした別墅の空間形態や領域構成
と別墅思想との関係を模索することを目的として総合考察を行う。別墅がもつ
空間デザインの意味論的価値を見出し，別墅が本来広げようとしていた世界観
が実空間にどのように現れているかをデザイン言語として考える。
4.1 簡素なデザイン
　別墅は同時代に造営されたヨーロッパの庭園と比べると，その規模は小さく，
園林要素の少なさも目立つ。また，隣国である中国や日本の同時代の庭園様式
と比べても，規模や園林要素の少なさはもちろん，立地も異なる。中国，日本，
そしてヨーロッパでも作っていた刈り込みやトピアリーのような細かな庭園技
術はみられない。これらの庭園様式と比較して立ち現れてくる別墅の特徴は，
別墅がもつ簡素なデザインに加え，場の選定こそが様式となっていると言い表
すことができる。
　別墅の簡素なデザインが現れる園林領域は，第３章および本章の２節で述べ
ているとおり，地割形態によっていくつかの平庭部が構成されているものであ
り，植栽や，石垣の構成要素については比較的少ない。このような言及は先行
研究でもみられ，鄭 (1986)13) は，別墅のみならず，韓国伝統庭園，一般に共
通する，構成要素の少なさや構成の単調さに注目している。池の形は，日本と
中国が自然形に近い多様な線をもつ非整形型をとることに比べ，韓国伝統庭園
は，矩形の方池をつくり，簡潔さが際立つ。また，池周辺の作り込みについて
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も，護岸の形態のシンプルさ，護岸周囲に植えこむ植栽の種類の少なさを指摘
し，全体的に単調であることが韓国伝統庭園の特徴だと述べている。
　また，園林領域の空間要素は，線的要素で構成され，簡素なデザインを達成
させていると考える。線的要素によるデザインは，別墅のみならず，朝鮮時代
の伝統庭園でよく見られていた要素であり，韓国庭園デザインにおける重要な
言語であると考える。田治 (1935)14) は，直線型方池を韓国庭園の特色とみな
している。韓国と日本に影響を大いに与えていた中国庭園においても方池を
列挙することは難しいと述べている。鄭 (1986) によると，韓国伝統庭園の池
118 カ所の形態を調べた結果，103 カ所が直線型であり，非整形型池は，新
羅時代以前のものにしかみられないことが確認される 13)。また，金ら（1994）
の朝鮮時代別墅の水系に関する研究にて 12 カ所の池のうち，７カ所が方池で
あることが確認さる 15)。伝統庭園の全体の割合からすると別墅の場合，方池の
比率は低い方ではあるがそれでも全体的に直線で構成された方池が優先である
ことがわかる。このように，韓国伝統庭園，そして別墅は，幾何学要素からミ
ニマルに世界観を現すデザイン性をもっていると考える。
4.2 最小限の造形によるデザイン
　別墅のデザイン様式を以上の形態分析をもとに簡潔に言い表すならば，人工
的に選別される小さな「点」，その前面に眺望される「面」，そして人工と周
辺環境を結ぶ「線」，この３つで構成される空間と言い表すことができる ( 図
4-16)。
　まず，別墅の園林領域は，別墅の視点場としての別墅建築が点として存在す
るが，房の配置による左右対比性と扁額による明確な方向性をもっており，そ
こから生まれる軸性が見えない線的要素としてデザインされている。そのほか
にも別墅建築がたつ第一平庭部，石垣による第一境界部，池など要素を含め，
園林領域はある種の人工的な空間である。一方，別墅の囲繞・景観領域は，園
林領域とは異なる自然界の要素の面で構成され，広がることがわかる。別墅に
おける景観を傾斜度分析により，山稜部と平野部にわけると，その中の構成要
素が面的な広がりを見せていることがわかる。山稜部については，山容景観の
重なりにより構成されていることが本研究によって明らかになった。さらに，
農耕地は面的に平野部の全体を構成する。このように別墅の景観は，面的に重
なりをつくり，空間をつくりだしている。この異なる特質をもつ人為的な「点」
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と自然的な「面」を見えない「線」によって結ばれる構成をもつ。すなわち，
視点場である別墅建築からは強い軸性を生み出し，園林領域の人工的操作と囲
繞・景観領域の自然形がこの主軸によって関係性をつくりだしているといえる。
　このような構成から理解されるのは，別墅が実現しようとしたデザイン手法
は，自然界の中に人為の点をひとつ打つことにより，環境の中から面的に広が
る景観を自分のものとして獲得する手法といえるのではないかと考える。点と
線の幾何学的要素により内の園を人為的に構成するだけで，周辺に広がる山並
みにある特定の見え方を与え，それに外の園としての意味を付与していること
がわかる。別墅の空間が小さな点と大きな面の間で緊張感のある強い関係を保
つように立地の選定がなされているのではないかと考える。すなわち，小さな
点的人為と，面的に大きく広がる周辺環境を主軸を介した対比により庭園とし
ての意味が与えられる効果である。
4.3 「場の選定」によるデザイン
　別墅は，園林領域の要素のみならず，囲繞・景観領域の要素も庭園の一部に
する特徴があることを本章の２節の考察が明らかにしている。そのため，単純
に園林領域の空間をよくするだけではなく，園林からみられる囲繞・景観領域
をどのように限定するかも別墅のデザインにおいて重要な要素と考える。すな
わち，別墅において「場の選定」も一つのデザイン要素であると考察する。
4.3.1 景観要素からみる「場の選定」デザイン
　別墅の景観に関する先行研究から確認できるように，別墅からの景観は別墅
を構成する要素の一つとして重要であることがわかる。また，本研究の第３章
では，別墅の地割形態は，別墅建築からトリミングされる景観を意識したデザ
インがされていると考察している。別墅建築が方向性をもって立つその「場」
と景観は密接に関係していると考える。別墅建築の中から切り取られる景色は，
まず，別墅の立地を考慮しなければ成立しないものである。すなわち，別墅の
切り取られる「景観」を選定することは，「場の選定」というデザイン行為によっ
て達成されていたと考察する。
4.3.2 行動様式からみる「場の選定」デザイン
　別墅の中で行われた行動様式と照らし合わせて考えると，空間構成と行動様
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図 4-16　点 - 線 - 面による別墅のデザイン
図 4-16-a　息影亭の点線面によるデザイン様式
図 4-16-b　息影亭の地形詳細図
扁額
図 4-16-c　息影亭の配置 ( 点 )
図 4-16-d　息影亭からの景観 ( 面 )
1km
主軸方向 ( 線 )
景観 ( 面 )
別墅 ( 点 )
6m
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式が合致する立地選定とデザインが行われていたたことが理解される。別墅の
中での活動は隠遁・隠居，文学作品活動，講学などがあげられる。このような
行動様式は，人間の生活営為とそれをとり囲む自然環境を見つめ直す文化的活
動であり，そのために，自分を隠しつつ，外の自然環境を感じられる場所性が
必要であったと考える。別墅の空間構成は，この行動様式によく合致する様式
であると考えられる。
　特に小丘突端に別墅を構え，平野部とともに遠方の山稜部を見渡すような立
地は，本研究の対象地方の地域的特徴と密接な関係をもつ。湖南地方は，平野
が発達した地域で，韓国で稲作がもっとも盛んな地方でもある。急峻な山地が
少なく，山への接近が比較的しやすい。このような環境の中，自邸から近いが，
集落からは視覚的隔離がみられる丘の上に，別墅を立地させることが容易で
あったと考える。適宜な距離をもちながら，自邸から 1-2km という徒歩圏内
にあるという別墅の立地にはこのような環境的背景があったと考える。
　このような立地環境は，居心地の良い空間，居心地がよいと感じる眺めの指
標としてジェイ・アプルトンの隠れ場理論でも説明されている 16)。アルプトン
は，人間にとって心地よい眺めの形式を「周囲から隠れた場所に身を置きなが
ら，周囲への見晴らしを得られる状況」としている。これは敵から自分を守り
ながら，周囲の情報を得られるポジションになれる動物にとって有利な環境で
ある。この理論を別墅の立地にみると，別墅において隠遁する生活をしながら，
別墅から景観を眺め，大自然への思いを描くような創作活動をするにあたり，
最適な環境であったと考える。別墅における立地選定そのものが，地方がもつ
自然環境の特徴と別墅で行われる活動に密接な関係をもたせる様式に発展した
ものということができる。
　したがって，別墅が「場の選定」デザインを行うことで，別墅からみられる
外の景観が定まり，また，別墅の中では，隠遁する行動様式が達成できる。
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5 別墅における文化財指定の現状と今後の保全について
5.1 別墅における文化財指定の現状
　韓国別墅における国指定文化財の状況をみると，名勝として初めて指定され
たのは，2006 年「醴泉仙夢臺一圓」である。2000 年以降，他の国指定文化
財 * では認められた「景勝地」としての価値を認めるように「名勝」指定が活
発になり，別墅が国指定文化財として登録されることも増えている 17)。「名勝」
指定以前における別墅の国文化財指定は「史跡」や「重要民俗文化財」で少数
みられるのみである。史跡として 1963 年指定の「茶山草堂 ( 正式名称：康津 
丁若鏞 遺蹟 )」，1987 年指定の「瀟灑園」，1992 年指定の「洗然亭 ( 正式名
称：甫吉島尹善道園林 )」が代表的である。「瀟灑園」と「洗然亭」は両方とも
2008 年「名勝」として指定が変更される。しかし，国指定文化財として指定
されても，その管理における問題が発生した場合もある。茶山草堂は，1936
年以後，管理が疎かになり，1958 年と 1974 年２回にわたって復元を行う。
文化財として指定されているのにも関わらず，史的検討を十分に行わず，復元
の際，藁葺き屋根の別墅建築を瓦屋根へ改築しており，間違った復元の例に挙
げられている 18)19)。
　また，別墅の文化財指定における一つの問題点として，園林要素が多い別墅
のみ評価されていることがあげられる。本研究の対象地 21 カ所のうち，国指
定文化財になっているのは，8 カ所 ( 名勝：６カ所 / 史跡：1 カ所 / 重要民俗
文化財：1 カ所 ) のみで，指定されているすべての別墅が園林要素が多い「前
後方緩勾配型」であり，建築のみで構成されている「前方急勾配型」の別墅は
ない。別墅の価値判断において園林を構成する要素の有無が作用していると考
えられる。しかし，先行研究の指摘を踏まえ，本研究では別墅の囲繞・景観領
域の空間的特徴について検討を行い，別墅の園林領域以外の外部領域も別墅の
領域として考えていく必要があるとことを重要な知見としている。そのため，
別墅の価値を外部景観を含めて評価する必要があり，園林要素が少ない建築の
みで構成されている「前方急勾配型」別墅への評価も変わっていくと必要があ
ると考える。
* 韓国の国指定文化財は，国宝 / 宝物 / 史跡 / 名勝 / 天然記念物 / 国家無形文化財 / 重要民俗文化財の 7 つの項目があ
る
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5.2 別墅の今後の保全について
　韓国別墅が今後保全・管理されていくにあたり，史的価値を認めてもらい，
文化財指定を行う必要があると考える。文化財指定をうけることによって，よ
り多くの人々にその価値を広めることができ，保全管理にもつながると思う。
別墅の保全方針として，別墅の中の園林要素のみならず，外部の面的要素であ
る景観領域を含めて保全策をつくる必要がある。上述するように，別墅の中だ
けを保全することは，別墅が本来庭園としていた空間の多くを含まない結果に
つながる。今後は別墅外部の囲繞・景観領域までの指定について検討していく
必要がある。京都市で行なっている景観保全方法を例にあげて，今後韓国別墅
の景観保全にもつなげられるように考えていきたい。
5.2.1 日本京都における「眺望景観創生条例」の景観保全方法について
　京都市では，平成 19 年 3 月「眺望景観創生条例」を制定する。これは，京
都の優れた眺望景観や借景の保全，創出を測るため，標高による規制手法を導
入したものである。特に「時を超え光り輝く京都の景観づくり審議会」から選
定された 38 カ所の優れた眺望景観や借景の保全を図っているという。具体的
な手法をみると，眺望空間保全区域，近景デザイン保全区域，遠景デザイン保
全区域の３つの保全区域を分けている ( 表 4-1)。この区域に該当する場所に建
物や，工作物をたてる場合，眺望空間保全区域は認定が近景・遠景デザイン保
全区域については届出が必要となる。いずれも主要な視点場からの景観に妨げ
になるような開発行為について市で確認をする体制をとっている。38 カ所全
ての視点場において 3 つの区域を設定するわけではなく，場所の特性をいかし
て，近景のみの指定，近景と遠景の指定の場所もある。また，この 38 カ所以
外にも京都における保全価値が高い景観については，新たに市民から提案をも
眺望空間保全区域
区域名 概要
視点場から視対象への眺望を遮らないように，建物等が超えてはならない標高を定
める区域
視点場から視認される建物等が，優れた眺望景観を阻害しないよう，形態，意匠，
色彩についての基準を定める区域 ( 近景デザイン保全区域の範囲は，人の視力が，
物体の形状を認識できる限界の距離が 500m であることを参考に定めている）
視点場から視認される建物等が，優れた眺望景観を阻害しないよう，外壁，屋根等
の色彩について基準を定める区域（近景デザイン保全地区をのぞく）
近景デザイン保全区域
遠景デザイン保全区域
表 4-1　眺望景観保全区域の概要
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らう制度も整っている 20)21)。
5.2.2 韓国別墅の景観における今後の保全方法について
　京都市の条例を参考に韓国別墅の景観における今後の保全方針について以下
のように考える。
　本研究で別墅における外部景観には領域が存在していることを確認した。特
に別墅において近・中・遠景の可視領域を分けており，これをいかして，京都
市が活用している近景・遠景デザイン保全区域を分類が可能となると考える。
しかし，本研究の対象とする別墅は，全羅南道全域に分布しており，全ての地
域にこれを適応することは難しいと考える。そのため，まずは，別墅が集中し
ている潭陽地域にこの案を提案していと考える。潭陽地域は，無等山を主景と
する，もしくはその山裾に位置する別墅が多く，無等山はすでに国立公園とし
て指定をうけているため，開発行為が難しい状況である。遠景デザイン保全区
域の開発が困難な状況が揃っているため，別墅近辺の集落を中心に近景デザイ
ン保全区域への指定を行い，別墅が立ち現れる街の景観を守ることができると
考える。
　さらに，別墅における景観保全のみならず，現存する別墅が今後保全・管理
されるためには，まず多くの別墅がその価値を認めてもらい，文化財指定をう
ける必要があると考える。韓国の文化財管理体制から，国指定文化財に指定を
うけていないものに関しては主に所有者による管理しか期待できない。そのた
め，まずは，多くの別墅が民官合わせた管理体制に入るように文化財指定をう
けることが望ましい。その後，民官に加え，学術的な連携体制を取り入れる必
要があると考える。民官での管理においては，史的・物理的検討は難しいと考
えられる。そこで，学術的な視野をいれて連携をとり，別墅における史的価値
の検討や，保全可能な景観の検討を行い，文化財として管理していく必要があ
ると思う。
　韓国は，庭園の街と呼べるような場所がなく，庭園の景観保全のために，周
辺環境を保全地区に指定した試しはなかったと思う。上述する試みは，地域の
利害関係が多く絡んでおり，実現が難しいかもしれない。しかし，都市が縮小
していく今日において，開発行為よりは，景観や自然環境をどのようにいかし
ていくかは，重要な課題であると。これまで韓国では見られない庭園の街とし
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て地域づくりは，自然環境との共存を課題とする今日における一つの解答にな
るのではないかと思う。
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6 まとめ
　韓国別墅が表象しようとした「自然美」という世界観は，別墅建築および園
林領域における「最小限の造形によるデザイン」と囲繞領域および景観領域を
決める「場の選定」デザインによって達成されている。その結果，遠方に見え
ている風景まで別墅園林の一部，さらに言えば主たる要素として取り入れるこ
ととし，手を加えない自然環境まで園として認識されるような様式に純化され
ている。すなわち，（１）園林の要素を限定し，造成も最小限とすることで，
なるべく自然地形に合致した地割形態をつくること，（２）遠望される自然風
景を別墅の領域として取り入れるため，主軸をもつ框景をつくり出す建築様式
とすること（３）周辺山稜地形が，別墅に囲繞性を与えるような敷地を選定す
ること，以上の３点を様式化することで「自然美」という概念を表象したのが，
韓国特有の別墅文化ではないかと考える。
　本研究ではこのような別墅の様式を，「無形式の形式」と呼びたい。別墅は
一見，自然の中にさりげなく置かれた小さな東屋という見かけをもっており，
そこにはデザイン的形式がないように思える。しかし，本研究が明らかとした
ように，園林の地割形態のつくり方から，広域スケールにおける立地選定，外
部景観を別墅の空間として取り入れる方法には，多くの別墅に類似性が認めら
れ，これを様式と考えることができる。
　最後に，別墅は，つくり込まれる空間というよりは，特定の場それ自体がた
ち現れる庭園デザインであると考える。別墅は，同時代につくられた他国の庭
園と比べ，また，朝鮮時代に造営された宮闕庭園や書院庭園に比べても，その
規模が小さく，塀がない独特な特徴がみられる。加えてある種の様式をもつが，
それは形の様式というより与えられた「場」の特徴と密接な関係をもつ様式で
あることがわかる。地割形態の操作や，別墅からの景観には一連の様式が見ら
れる一方，現地の状況に自由に委ねられている。このように別墅は，造営され
るものでありながら，まわりの自然環境の特徴を際立たせ，そこから場の魅力
を引き出すようなつくりをしている。別墅はつくられた空間を楽しむよりは，
湖南地方に共通する自然環境の特徴をあるひとつの型として楽しむ景観を引き
出すつくりをしている。このようなつくりが，またその場から霊感を受け，数々
の文学作品を生む文化的価値につなげられ，改めて場所性に意味が与えられる
という循環を生み出したと考えられる。
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　本研究では別墅がもつ空間形態および領域構成について定量的検討を行うこ
とで，これまで概念的に扱われていた別墅の内外空間の特徴を，空間デザイン
言語化として明確化することができた。感覚的に語られてきた別墅の空間の良
さ，形態言語化をはかることにより，デザイン様式として理解されたと考える。
また，測量図作成を行ったことにより，今後の管理および保全にもつなげられ
ることを期待する。
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 結 | 別墅のデザイン要素および領域構成の考察
154
< 引用・参考文献 >
1) 李載根 (1992)：朝鮮時代別墅庭園に関する研究 ( 朝鮮時代 別墅庭園에 關
한 研究 )：成均館大学校大学院博士論文（未公刊）
2) 鄭瞳昨 (1986)：伝統的な亭子園林の立地特性および空間構成に関する研究
（伝統的인  亭子園林의  立地特性 및  空間構成에  관한  研究）：韓国伝統造景学会
誌，Vol .5 No.1 ,  25-38
3) 金龍基 他 4 名 (1994)：朝鮮時代別墅庭園の水景演出技法に関する研究
( 朝鮮時代별서庭園의水景演出技法에관한研究 )：韓国伝統造景学会誌 Vol.12 
No.1 ,  43-56
4) 李容範 他 (1994):「景」でみる亭子建築の場所性に関する研究 - 無等山圏域
の亭子を中心に -(「景」으로 본 亭子建築의 場所性에 관한 研究 - 無等山圏域
의 亭子를 中心으로 - )：大韓建築学会論文集 10 巻 6 号 ,  89-100
5) 金龍基，李載根 (1992)：朝鮮時代亭子園林の地域的特性に関する研究 - 嶺・
湖南の別墅庭園を中心に -( 朝鮮時代亭子園林의 地域的 特性에 관한  研究 - 嶺・
湖南의 別墅庭園을中心に -)：韓国伝統造景学会誌  Vol .10 No.1 ,  15-31
6 )  A h n ,  G y e - B o g・Oh ,  T a e - H o ( 2 010 )：A  S t u d y  o n  t h e  L a n d s c a p e 
Characterist ics of  Byeolseo in Gyeongnam Province：Journal  of  Korean 
Inst i tute of Tradit ional  Landscape Architecture Vol .28 No.4 ,  28-35
7) 安啓福 (1991)：韓国の樓亭に現れる景観処理技法に関する研究：造園雑誌
55(1) ,  19-26
8)Moon ,  Young -Su・Kim ,  Yong -K i (2002)：A S tudy  on  the  Landscape 
o f  MyunAngJung  through  the  ana lys i s  o f  「MyunAngJ ip」：Journa l  o f  
Korean  Ins t i tu te  o f  Trad i t i ona l  Landscape  Arch i t ec ture  Vo l .20  No .2 ,  
1-10
9 )  S o ,  H y u n - S u ( 2 0 11 )：A  S t u d y  o n  t h e  S t r u c t u r e  o f  S o s h a ew o n 
L and s c ap e  G a r d en  F e a t u r i n g  Bo r r owed  S c en e r y  -  F o cu s i n g  on  t h e 
So shaewon  s i s un  and  t h e  Th i r t y  Poems  o f  So shaewon -：Jou rna l  o f  
Korean Inst i tute of Tradit ional  Landscape Architecture Vol .29 No.4 ,  59-
69
10) 盧載鉉 他 3 名 (2011)：記文を中心に考察した臨對亭園林の立地および造
営の特性 ( 기문을 중심으로 고찰한 임대정원림의 입지 및 조영 특성 )：韓国伝
統造景学会誌 Vol.29 No.4 ,  14-26
155
結
11)Won-Ho  Lee・Jae -Ung  K im(2012)：App l i ca t i on  o fAna lys i s  w i th in 
Technique of Visivi l i ty for Select iong the Rpite pf Viewing： The Journal  
of  the Korea Contents Associat ion Vol .12 No.12 ,  787-796
12)Ki l，Sung-ho・Yang，Byuong-E(2013)：Scale Est imat ion of  External  
Garden by Landscape Compents and Fractal  Structure in Seoseokj iwon： 
Journal  of  the Korean Inst i tute of  Landscape Architecture Vol .41 No.5 ,  
57-67
13) 鄭瞳昨 (1986)：韓国の庭園 ( 한국의 정원韓国園林研究 ): 民音社 ,  346pp
14) 田治六郎 (1935)：朝鮮庭園に見る方池と其の起源に就て：造園雑誌 Vol .2 
No.3 ,  244-251
15) 金龍基 他 4 名 (1994)：朝鮮時代別墅庭園の水景演出技法に関する研究
( 朝鮮時代별서庭園의水景演出技法에관한研究 )：韓国伝統造景学会誌 Vol.12 
No.1 ,  43-56
16) 内山久雄・佐々木葉 (2015)：ゼロから学ぶ土木の基本 - 景観とデザイン -:
オーム社 ,  216pp
17 )  L e e , J a e -Keun (2010 )：A  Mean i ng f u l  I n t e r p r e t a t i o n  on  Conc ep t 
o f  Byeu l seo  Scen i c  Spo t：Journa l  o f  Korean  Ins t i t u t e  o f  Trad i t i ona l  
Landscape Architecture Vol .28 No.1 ,  49-58
18) 鄭瞳昨 (1989)：民家庭園 - 造景史的側面からの文化財補修と復元に関す
る所見 ( 민간정원 - 조경사적 측면에서의 문화재 보수와 복원에 관한 소견 )：
韓国伝統造景学会誌 Vol .2 No.1 ,  337-338
19) Rho,Jae-Hyun・Shin,Sang-Sup・Park,YoolJin（2008）：The Prototype 
Scenery Research of  Dasanchodang Represented in 'Dasando'：Journal 
of  Korean Inst i tute of Tradit ional  Landscape Architecture Vol，26 No.2 ,  
31-41
20) 京都市都市計画局都市景観部景観政策課 (2014)：京都の景観： 京都市 , 
110pp
21) 京都市都市計画局都市景観部市街地景観課 (2013)：京の景観ガイドライ
ン - 建築デザイン編 -：京都市 , 64pp

資料編
158
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 資料編 |
　資料編は，本研究の対象地 21 カ所における概要を説明するとともに，現地
写真，統合地形図 *，平・断面図 ** 広域図 *** をまとめる。
（１） 俛仰亭 1)2)3)4)
　俛仰亭 ( 図 5-1，図 5-2，図 5-3) は潭陽郡鳳山面に位置した別墅である。別
墅建築の真ん中に部屋が，その周辺部にマルになっており，周辺景観を眺める
に適した建築である。1533 年造営された俛仰亭は，この圏域で獨守亭，瀟灑
園の次に造営された別墅である。俛仰亭は作庭者である宋純 (1493-1583) の
称号でありながら，民を仰向けながら，空を見上げ王に仕える意味を込めてい
ると，「俛仰亭三言歌」と「俛仰亭記」に現れている。
　俛仰亭は，本邸である上德理から 1km 程度は離れた丘の上に立地している
( 図 2-3)。作庭者である宋純は 1524 年（当時 32 歳），俛仰亭の造営を目指し，
この街の郭氏より土地を購入し，その１０年後にここに戻り，造営に至ったと
言われている。初期の俛仰亭は宋純の「俛仰亭三言歌」によると建築の規模を
一間と述べており，現況より規模が小さい茅亭であったと推定される。現在そ
の姿は見られないが，近くにある瀟灑園の草亭に似ていたのではないかと推定
する。1552 年，三間に拡張再建，さらに別棟も造営したことが，宋純の自筆
分財記より確認される。宋純死後に焼けた俛仰亭は 1654 年に再建され，現在
の姿にいたることになった。
　造営当時の俛仰亭の下には餘渓川が流れていたのに，現在は鉄道開発により，
今は川の位置が別墅から 100m 以上離れている。また，前景には秋月山，屛風
山，三人山が広がる。
* 序章の研究方法で説明しているように，韓国国土地理情報院の 1/5000 の数値地図と測量データを合わせて作成し
たものである。
** すでに先行研究による測量図がある別墅については，先行研究の測量図を参照しながら，現地測量調査の測量点を
加え，再度作成した図面である。先行研究の測量図の出典は，表 0-5 で表記したものである。
***DAUM MAP(http://map.daum.net/)
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図 5-1　別墅 1 の現地写真
別墅建築からの眺望景観 扁額
別墅の後方山稜部
別墅建築
記念石碑
別墅全景
2015 年 11 月撮影
建築内部
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図 5-3　別墅 1 の広域図
図 5-2　別墅 1 の統合地形図
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（２）松江亭 2)3)5)6)
　松江亭 ( 図 5-4，図 5-5，図 5-6) は，潭陽郡古西面に位置した別墅である。
現在全羅南道記念物第一号として指定されている。作庭者である，鄭澈が 50
歳である 1585 年に造営されたと言われている。鄭澈はもともと漢陽（現 : ソ
ウル）出身であるが，中央政治の影響により，父が流罪され，10 歳の時，地
方に移ることになる。16 歳に流罪から解放され，先山がある潭陽に移る。当時，
潭陽には学識者が多く彼はここで学問を磨き，27 歳には中央政治へ進む。し
かし，44，46，50 歳の３回にわたり，地方に戻ることになり，最後の 50 歳
の際にここに松江亭を造営した。
　「宿松江精舎 ****」から，造営当時の様子は，茅亭で本人が泊まれる部屋がある
比較的に規模の小さい空間であったと推測される。「松江亭遺墟修理詩序」から，
現在の梁行３本，桁行３本で，中央に部屋を構えその周囲にマルを置く姿は，
1648 年後世により再建されたことが確認される。
　松江亭は竹綠亭とも呼ばれ，両方の扁額が残されている。別墅建築の正面に
は竹綠川が流れ，当初は竹綠亭と呼ばれていたと推定される。鄭澈の称号が松
江であることから，再建の際に改めて名付けていると考える。
　作庭者である鄭澈にとって潭陽は故郷ではないが，少年期において，学問を
学んでいた環碧堂と彼の最高の文学作品と呼ばれる「星山別曲」を書いた息影
亭から近距離に別墅をつくった。
**** 借名三十載 非主亦非賓 茅茨纔盖屋 復作北歸人 : 茅を編んで屋根をやっと被せる
162
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 資料編 |
図 5-4　別墅 2 の現地写真
別墅建築からの眺望景観
サルスベリの植栽
石碑
別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
2015 年 11 月撮影
扁額
松の丘の上の別墅
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図 5-6　別墅 2 の広域図
図 5-5　別墅 2 の統合地形図
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（３）連溪亭 7)8)
　連溪亭 ( 図 5-7，図 5-8，図 5-9) は，潭陽郡大德面ノルゴル ( 鹿谷 ) という
マウルに立地する柳希春 (1513-1577) によって造営された別墅である。柳希
春は，生真面目で王に向かって正しいことしか言わない性格の持ち主という。
そういう影響もあり，19 年間流配生活もするが，政治に戻ったのち，故郷に
もどり，連溪亭にて講学を行っていたという。柳希春は，「眉巖日記」***** を残
すなど，性理学者として気品の高い人物だったという。
　壬辰倭亂 ******(1592-1598) の時，消失されたが，後世と友人の力を合わせ
再建したと言われる。その際に，別墅の前に流れる渓流から連溪亭という名前
をつけたという。その後何回か補修を行われており，1916 年の再建時は，奇
宇萬の追記を残している。その他にも李光秀の「連溪亭興廃事実」が残されて
いる。
*****1567 年 10 月 1 日から 1577 年５月 13 日までの約 10 年間の朝延の事を含め，公私の生活の中で聞いた内容に
ついて記録したもので，現在韓国の宝物第 260 号に指定されるほど，歴史的価値が高いという。
****** 文禄・慶長の役
図 5-7　別墅 3 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2015 年 11 月撮影
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図 5-9　別墅 3 の広域図
図 5-8　別墅 3 の統合地形図
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（４）聞一亭 9)10)
　聞一亭 ( 図 5-10，図 5-11，図 5-12) は，潭陽郡昌平面長華里長田マウルに
立地する。長田マウルは，全州出身の李氏の村になっており，李最善 (1825-
1883) によって 1861 年に造営される。李の父 ( キュヒョン ) が講学を行って
いた場所という。現在残されている記文は，李最善の師匠であり，父とは親友
であった，奇正鎭による「聞一亭記」のみである。その記録によると，父の生
前には，この建築は建てられていなかったという。そのことから，元から場所
はあったが，今のような亭が建っていなかったか，もしくは別の形態の亭が建っ
ていた可能性もあるが，確認はできない。
　数回の現地調査を通し，いくつかの発見はあったものの，史料が足らなく，
聞一亭に関連する史的検討がなされていない。たとえば，図 2-8 の全景写真か
らみられる，左側の樹林地は，2015 年の調査では，生い茂っており，中の状
況が把握できていない状況であった。2017 年の調査では，樹林地の多くの樹
木が伐採され，中に文字が刻まれた岩石があることが発見できたが，その意味
などについては検討の余地がある。
　実家である，古宅は全羅南道民俗文化財として指定をうけており，2009 年
より，潭陽郡の郷土文化財として指定を受けている。
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図 5-10　別墅 4 の現地写真
別墅建築からの眺望景観
扁額
別墅後方部の墓
別墅建築
扁額
文字が刻まれている岩石
別墅全景
2017 年 12 月撮影
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図 5-11　別墅 4 の統合地形図
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図 5-12　別墅 4 の広域図
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（５）息影亭 3)5)11)12)
　息影亭 ( 図 5-13，図 5-14，図 5-15) は，潭陽郡南面にある別墅で 1560 年，
金成遠が義父であり，師匠である林億齡のために造営した。金成遠は，息影亭
の下に自身の称号をとり，棲霞堂を造営しており，これらを含め息影亭園林と
して国の文化財である名勝として指定を受けている。
　息影とは「影が休む」という意味である。息影亭は林億齡の講学やその周辺
人物が訪れ詩を詠む利用が多く行われていた場所である。息影亭が有名になっ
た理由の一つは松江亭の鄭澈がここで修学しながら「星山別曲」という文学作
品をこの場所でつくったためである。
　「息影亭記 (1566)」によると初期の息影亭は，草でできた屋根にマルのみで
構成された建築であったと推測される *******。その後，図 0-2 の「星山溪流濯熱
圖 (1590)」にて確認される息影亭は瓦屋根として描かれている。1663 年の
再建の際に部屋をつくったと推測される。現在の息影亭は，梁行・桁行 2 本ず
つの正方形をとり，後半に部屋を配置し，全面と側面にマルをもつ形態をとる。
　前方の斜面には，松林が広がり隠遁しつつ周辺景観を望まれていたと考える。
また，現在も何本かのサルスベリが残されており，近隣別墅でよくみられる植
栽がされていたと推定される。
　息影亭からの景色は，別墅からの景色を詠む数多くの文学作品を残すほど優
れていたと想定される。しかし，造営当時前方の川は開発事業により，ダムと
湖に姿を変えている。湖の向こうにはこの地域の主な山岳景である無等山が広
がる。
******* 金君剛叔友也 . 乃於蒼溪之上 寒松之下 得一麓 構小亭 柱基隅 空 其中 笘以白茅 翼以凉簞 望之如羽蓋畵舫 以爲
吾休息之所
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別墅建築からの眺望景観
扁額
サルスベリの植栽
別墅建築
松の丘の上の別墅
石垣
別墅全景
図 5-13　別墅 5 の現地写真
2017 年 12 月撮影
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図 5-15　別墅 5 の広域図
図 5-14　別墅 5 の統合地形図
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（６）鳴玉軒 5)13)14)15)16)
　鳴玉軒 ( 図 5-16，図 5-17，図 5-18，図 5-19) は，潭陽郡古西面後山マウ
ル ******** にある 1600 年代中盤に造営された別墅である。正確な造営時期は定
かではないが，吳希道 (1583-1623) が住んでいた場所に，第四子の吳以井
(1619-1655) が庭園を造営したことが始まりである。鳴玉軒の鳴玉は，園林
に流れる水の音から起因する。
　1583 年，吳希道が母の朴氏の実家の後山マウルに入り，家の近くに「忘斎」
という小さい書斎をつくり，隠遁生活したのが，現在の鳴玉軒の位置になると
言われている。吳以井が父の死後，父への思いを込め，園林をつくり，さらに
孫の吳大經が 1700 年代に再建した。再建の記録は，鄭澈の第四子の鄭弘溟
(1582-1650) が残した「鳴玉軒記」に残されている。
　鳴玉軒には造営当時，立地する道藏谷の名をとり，別墅建築背後に道藏祠が
あった。父の吳希道を含む７名のための祠であったが，1800 年代の書院撤廢
令により，祠はなくなった。
　鳴玉軒は地形をうまく活用しており，鳴玉軒の建築を中心に前方には楕円型
の池（下池）が後方には方池（上池）が造営されている。それらは，別墅建築
の東側に流れる湧水でつながる。下池の中には，直径 6m ほどの中島があり，
池の護岸は，土と石をうまく利用している。園林内の植栽の多くはアカマツお
よびサルスベリで構成されている。
　別墅建築は，桁行 3 本，梁行 2 本の中央に部屋とその周辺部がマルで構成さ
れている。部屋の後面にも門がついており，背後の道藏祠を意識したものと言
われている。
******** 村
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図 5-16　別墅 6 の現地写真
別墅建築からの眺望景観
2015 年 11 月撮影
岩石に刻まれている「鳴玉軒」
上池 下池の中島
遺石碑別墅建築
別墅全景
174
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 資料編 |
5m
10m
85
90.5
90
95
図 5-17　別墅 6 の平面図
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図 5-18　別墅 6 の断面図
図 5-19　別墅 6 の広域図
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（７）瀟灑園 13)14)15)17)3)18)19)( 別墅 1-2)
　瀟灑園 ( 図 5-20，図 5-21，図 5-22) は，潭陽郡南面にある梁山甫により
造営された別墅である。韓国民家の伝統庭園の研究が始まった以来一番多く
研究された庭園の一つであり，韓国別墅を代表する庭園でもある。そのため，
1983 年史跡として指定され，2008 年には国の文化財である名勝として指定
される。
　梁山甫は，1519 年中央政治への試験である科挙に落ちた。その年に己卯士
禍が起き，政治への思いを断念し，隠遁生活を決心し，瀟灑園造営をはじめる。
瀟灑園造営の正確な時期を確認することはできないが，宋純の「従弟梁彦鎭瀟
灑亭 (1534)」であることから 1530 年代には瀟灑園の造営は始まっていたと
推測できる。
　初期の瀟灑園 (1520-1536) は，今のような大きい庭園ではなく，部屋のな
いの草亭と魚がつれる小さい池のみで構成され，あとは周辺の自然環境を楽し
むようなものであった。草亭は部屋がなく冬を楽しむことができなかったため，
草亭の反対側に光風閣をたてた (1536-1548)。この際にオンドルつきの部屋
をもうけ本を読む空間となり，のちに詩を楽しむ詩壇がよく訪れる空間となる。
一方，光風閣に客が訪れるようになり，主人として静かにいられる場所が必要
となり，光風閣の北部に塀をたてたうえ，霽月堂をたてた (1549-1557)。建
物が増えるとともに，別墅園林の空間も広がり，植栽や渓流を利用した空間づ
くりにつながった。しかし，1597 年，丁酉再亂により，別墅は跡形もなくな
くなる。廃墟になった瀟灑園を復興したのは，梁山甫の第二子の梁子澂と孫の
梁千運，そして５代孫の梁敬之によるものと言われている。
　瀟灑園の構成は，「瀟灑園四八詠」によく現れている。この詩は，金麟厚が
1548 年瀟灑園の構成要素を題にしてつくった五言絶句である。主要な建物，
構造物，地形，植生，動物，空間などの空間要素とその利用の姿を描いている。
さらに，天気，季節や 1 日の変化も描写している。
　特に瀟灑園には，瀟灑園圖が残されており，造営当時ではないが，造営して
約 200 年後の様子を確認することができる ( 図 5-23)。瀟灑園圖は，宋時烈
(1607-1689) が描いた絵画を 1755 年改めて版画したものと知られている。
しかし，宋時烈の生存年代と版画の時期がずれている点から，別の誰かが描い
た絵画を版画したとも推定されている。
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図 5-20　別墅 7 の現地写真
別墅全景
2015 年 11 月撮影
霽月堂からの眺望景観草亭と渓流
花階
光風閣霽月堂
渓流
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図 5-22　別墅 7 の広域図
図 5-21　別墅 7 の平面図
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（８）獨守亭 5)20)21)
　獨守亭 ( 図 5-24，図 5-25) は，潭陽郡南面にある別墅である。造営時期は
定かではないが，高麗後期から朝鮮初期に伝わる。また，作庭者に関しは，全
新民もしくは彼の息子である全人德があげられる。記録が定かでないため，正
確な作庭者はいえないが，そもそも獨守亭の造営について，全新民が高麗が滅
びれ，次の国である朝鮮を従わないで隠遁生活をすることを目的としていた。
そのため，ここの造営目的に関しては，隠遁・隠居生活が一番にあったと考え
る。「獨守」の名前は，唐時代の詩人である李白の「齊是何人 獨守西山餓」か
らのもので，国への思いを込めている。一方，1891 年別墅建築が衰弱したため，
後世による再建にかかるが，完成できず，1913 年に改めて再建を行った。
　獨守亭は周辺詩壇に多く影響を与えていた。全新民の「獨守亭原韻」をはじ
め， 金東洙・鄭雲五·金箕疇·吳升圭·鄭公源·柳堉·金憲圭·朴源佑·金秉圭·
宋祖憲·金琦煥·宋珏憲·李光洙の詩文が伝えている。
　獨守亭がたつ丘の下には，小川が流れ，背後はマツ，前方はタケが植栽され
ている。現在は植栽により，遮蔽性が高いが，造営当時は開放型である可能性
も考えられる。高麗後期から朝鮮初期にかけて，園林の造営の仕方についても
後世に影響を与えたと考え，別墅の変化過程を理解する上，重要な位置を示す。
18  호남문화연구 제62집
소쇄원 내에 묘사되고 있는 내용은 건물을 비롯하여 수목, 담장, 다리, 연못, 
석물, 곡천, 물고기 등, 구조물과 자연물로서 형태와 위치, 크기가 비교적 사실
적으로 표현되고 있으며, 48영 시제의 내용과 결부된 내용들로 그려지고 있다. 
이러한 사실적 묘사는 당시 18세기 조선조 회화에서 특징인 실경산수화풍(忡
橪恬瀯祰鲣)과도 유사하다고 할 수 있다.
소쇄원의 영역으로 이해되는 담장 안의 영역에 대해서는 아주 상세하게 나
타나 있으나 담장 밖, 이른바 외원의 영역에 대해서는 실제거리에 관계하지 않
고 담장의 외곽 부분에 상징적으로 건물과 마을의 이름을 표현하고 있다.
가. 테두리 밖 상단(上段)
테두리 윤곽선의 상부에 전체의 약 1/7을 할애하여 소쇄원48영의 제1영 
�소정빙란(怊动斌滿)�에서부터 제48영 �장원제영(饲实鱇蹛)�까지 시(蹤)의 제호
<그림 3> 소쇄원 목판화 2 : 在昌平南十里, 瓮井이라는 글자가 없는 소쇄원도
図 5-23　瀟灑園圖
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図 5-25　別墅 8 の広域図
図 5-24　別墅 8 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2015 年 11 月撮影
1km 2km 3km
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（９）醉歌亭 8)22)
　醉歌亭 ( 図 5-26，図 5-27，図 5-28) は，全羅南道光州広域市北区忠孝洞，
環碧堂の南側の丘の上にある別墅である。金德齡 (1567-1596) が生まれた場
所でもある。金德齡をたたえるために，後世の金晩植などによって 1890 年に
造営された別墅として知られている。以後韓国戦争 (1950-1953) によって焼
失してしまったが，1955 年再建を行い，今日にいたる。
　金德齡は，29 歳という若い歳で世を去った。金德齡は幼い頃から度胸のあ
る人で，少年時代は，環碧堂の金允悌から教えをもらっていたという。25 歳
になる年，壬辰倭亂が起きたため，義兵 ******** となり，兄と一緒に全州まで進
軍するが，戦乱中，母の病気が悪化したことを機に兄から家に戻るように命令
をうける。金德齡の戦争中の活躍がすばらしく，それを嫉妬する群ができ，彼
らに冤罪をかぶせられ，投獄され，その後世を去ることになる。このような背
景のもと，別墅の名称については，鄭澈の弟子だった權꯬ (1569-1612) によ
るものである。冤罪をかぶって死んだ金德齡が自分の無罪を主張しながら泣き
ながら「醉時歌」を歌い，その詩を返す夢をみたという。
　醉歌亭は多くの扁額がかかっている。金德齡の「題瑞峯寺」，「軍中作」，醉
歌亭を造営した金晩植の「創立醉歌亭 有感」，權꯬が夢と聞いたという金德齡
の「醉詩歌」ほか，1955 年の再建の際に書かれた「醉歌亭重建記」などがあ
げられる。
******** 民兵
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図 5-26　別墅 9 の現地写真
別墅建築からの眺望景観
石垣
丘の上の別墅
別墅建築
扁額
別墅全景
2017 年 12 月撮影
2015 年 11 月撮影
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図 5-28　別墅 9 の広域図
図 5-27　別墅 9 の統合地形図
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（１０）環碧堂 11)23)
　環碧堂 ( 図 5-29，図 5-30，図 5-31) は，全羅南道光州広域市の無等山の麓
に位置し，金允悌 (1501-1572) により造営される。宋純 (1493-1583) は，「次
金上舍 成遠 息影亭韻」にて息影亭，瀟灑園，環碧堂を合わせ「一洞之三勝」
といい，同じ街の中に三つの名勝があるとよんでいる。また，金成遠の棲霞堂
遺稿には「星山溪流濯熱圖」が残されており，環碧堂と息影亭が橋を渡るとつ
ながる庭園であることが確認される（図 0-2）。このように詩文，絵図から歴
史的価値が認められることや保存状況が良好であることから環碧堂は 2013 年
韓国の名勝としてしていを受ける。
　環碧堂は，息影亭，瀟灑園とともに，山水景観が優れた場所に立地している。
環碧堂と息影亭の間に流れる小川を昔は，サルスベリが多いことから「紫薇灘」
と呼んでいたという。環碧堂のすぐ近場にあるこの小川には，作庭者である金
允悌とその客が楽しんでいたという「釣臺」があったが，今はその上に記念碑
がたっている。また，その周辺に二つの松が植わっており，「釣臺雙葉松」と
いう。環碧堂は，「蒼さが四方に囲んだ」という意味をもち，園林の中だけで
はなく，その周辺環境とも調和をとることを現している。別墅後方には樹木が
生い茂っており，前方は，季節感を現す植栽が目立つ。
　環碧堂は，環碧堂の建築が建つ部分とその前方の園林部分で構成される。環
碧堂は他の別墅とは異なり，敷地を囲う低い塀が存在する。また，記文から「碧
澗堂」という文言がみられ，現在の環碧堂の前方に開けている空間に「碧澗堂」
という別の建築が建っていたという可能性も推測される。一方，「碧澗堂」を
環碧堂の別名としてみなす意見もある。前者の場合，ここは別堂として造営さ
れ，環碧堂は，その裏庭だった可能性も考えられる。敷地全体に塀が囲われて
いることはそういう理由である推測も可能となるが，これはあくまで推測であ
り，学者によっても話が一致していない。
　環碧堂は，「一洞之三勝」であったこともあり，周辺別墅とその関係者たち
と密接な関係をもつ別墅であった。そのため，ここに訪れた客が多く，客が環
碧堂とその周辺景観に惚れ，歌った詩が多く残されている。空間としての美し
さのみならず，文学的の意味も大きい別墅といえる。
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図 5-29　別墅 10 の現地写真
別墅建築からの眺望景観
石垣と池
松の丘にたつ別墅
別墅建築
石垣
扁額
別墅全景
2017 年 12 月撮影
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図 5-31　別墅 10 の広域図
1km 2km 3km
図 5-30　別墅 10 の統合地形図
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（11）楓岩亭 24)
　楓岩亭 ( 図 5-32，図 5-33) は，光州広域市元曉渓谷の下流に位置する金徳
普 (1571-1627) によって 1602 年造営された。造営当時は，周辺の優れた景
観を中心に，湖南歌壇の文人たちの学問修行および憩いの場であったが，山奥
のという立地の影響か，比較的まちに出ている他の別墅に比べ，別墅に関する
究明が遅れていることが指摘される。
　造営者である金徳普は，数々の戦争を経て兄とその家族を無くし，現在楓岩
亭に行き，隠居を目的に楓岩亭を造営したという。別墅建築については，何度
か再建されているが，1797 年６代孫による再建記録には屋根の形態について
「飛びそう」という表現を用いていることから，この時期にはすでに瓦屋であっ
た可能性が考えられる。
　楓岩亭は，別墅建築とそのほかは完全に周辺自然要素によって構成されてい
ることが特徴的である。別墅後面の峰は，詩文から紅葉がきれいな場所として
描写されている。また，別墅西側に別墅より大きい岩と松が前方の景観要素と
して位置づいている。このような空間構成の特徴からも別墅の名称がなぜ楓岩
亭になっているかも推測できる。特にこの別墅の特徴的な部分は，別墅前方の
渓流部の向かい側に耕作地が存在する点である。渓流部から魚を釣ったという
記録や耕作行為の記録など，ここである程度生計をたてていたことが推測され
る。このような空間がり，利用があったということは，この界隈の他の別墅と
の異なる実用的な特徴がみられる。
　前述するように，楓岩亭は，潭陽・光州の界隈に比べ，史的検討が不十分で
あるが，別墅から望まれる空間の美しさを感じるには十分な立地環境および空
間構成をしている。保全管理を考えるうえ，迅速な史的検討が必要と考える。
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図 5-33　別墅 11 の広域図
図 5-32　別墅 11 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
1km 2km 3km
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図 5-34　別墅 12 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2015 年 11 月撮影
（12）観水亭 8)10)
　観水亭 ( 図 5-34，図 5-35) は，潭陽郡古西面分香里光州湖の北西側にある
小さい丘にたつ別墅である。曺汝忠が 1544 年に造営したが，1592 年の壬
辰倭亂の時，消失したといわれる。曺汝忠の後世により，1929 年に再建し，
1949 年の改修を行い，今日にいたるという。建築の内部にこの記録が扁額と
して残されている。
　觀水亭の建築は，造営当時は，中央部に壁と門で房を構えていたような痕跡
がみられるが，現在はみられない。
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（13）樣碧亭 8)25)26)
　樣碧亭 ( 図 5-36，図 5-37) は，順天市住岩面弓角里マウル入口付近に位置
している。趙大春が中央政治の官職をやめ，帰郷し 1545 年建てたという。こ
こでは，息影亭の金麟厚などとも交流をはかっていたといわれる。鄭澈もここ
に訪れ，詩を残している ********。
　樣碧亭も他の別墅と似たような経緯をもつ。壬辰倭亂の時，別墅が一部壊れ
るが，1736 年官の助けにより再建された。以後，1927 年後世により再度再
建される。この時の再建は，補修程度ではなく，新築となったと言われている。
　しかし，2017 年 8 月の現地調査では，季節の影響もあるが，園林の管理が
行き届いておらず，図 5-36 の全景の写真からもわかるように，地面の雑草が
建築基壇をこえ，マル部まで高く生えており，また，全面に広がっており，歩
けない状況であった。別墅全体に人の手入れが必要だと考える。
******** 滿天星月酒初醒 赤葉黃花瀁碧亭 夢裏分明宣政殿 玉流高拱語丁寧
図 5-35　別墅 12 の広域図
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図 5-36　別墅 13 の現地写真
別墅建築からの眺望景観周辺環境
別墅全景
2017 年 8 月撮影
図 5-37　別墅 13 の広域図
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（14） 臨對亭 13)14)5)15)27)
　臨對亭 ( 図 5-38，図 5-39，図 5-40，図 5-41) は，和順郡南面にある閔胄
顯 (1808-1882) により造営された別墅である。閔胄顯が，1862 年に造営し，
余生を送ったところである。1500 年代末，考槃南彦紀 (1534~?) が丘の上に，
「垂綸臺」という建築を建て，「考槃園」という園をつくったのが始まりである。
以後，しばらく使われなくなり，廃れていた空間を閔胄顯により，臨對亭とし
て再整備され，生まれ変わったという。
　作庭者の閔胄顯は，「驪興閔氏世譜」によると，当時腐敗した朝廷に反発し，
上疏したが，受け入れられず，職をやめ故郷に戻り，園林をつくり余生を送る
ことを決めたという。閔胄顯は，称号である「沙厓」をとった「沙厓集」を 8
巻出しており，そこから閔胄顯の気質が伺える。自然現象と樹木に関する記述
と風流を詠む表現が多かったと言われ，自然を愛でる人物であったと推測され
る。
　臨對亭の空間は，丘を中心とし「臺上部」と「臺下部」に分けられる。「臺
上部」には，「沙厓先生杖屨之所」と刻まれた標石，別墅建築と方池で構成さ
れている。「臺下部」には，中島を構える二つの池（上池 / 下池）と「臺上部」
へ向かう園路がある。特に丘の高低差を利用した水系が特徴的である。別墅後
方の山稜から水を引き入れ，臺上部の方池にて水をためるが，オーバフローす
ろと臺下部の下池に流れる。臺下部の上池は湧水を水源とする。特に臺下部の
池は，典型的な方池ではなく，自然形にそった半月のような形態をとっており，
朝鮮後期における実用性を受け入れるような時代的背景も影響にあったと推測
される。また，臺下部の中島が三つあるが，不等辺三角形になるような配置に
なっており，蓬莱，方丈，瀛州の三神山を構成するような演出になっている。
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図 5-38　別墅 14 の現地写真
別墅からの眺望景観別墅建築にかかっている詩文
岩石
別墅建築
別墅全景
下池の中島
上池
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図 5-40　別墅 14 の断面図
図 5-39　別墅 14 の平面図
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（15）悅話亭 28)
　悅話亭 ( 図 5-42，図 5-43) は，寶城郡江洞 ( 강골 ) マウルの山稜部に立地し，
李鎭晩が講学のために 1845 年造営した別墅である。マウルは，廣州李氏が約
400 年前から定着しはじめ，現在 1900 年前後の古宅が残され，そのうち，３
カ所は国の重要民俗文化財として指定をうけており，悅話亭も同じ指定をうけ
ている。この村は，400 年前から廣州李氏が住んでいたが，19C 末以後，海
岸干拓事業により，村の形態が大きく変わったと言われる。事業前には，海水
が山稜の渓流まで流れ込むような海岸村であったという。悅話亭は，比較的に
山稜部の奥に位置しており，以上の変化の影響はうけにくかったと推定される。
　1845 年書かれた「悅話亭記」によると，陶淵明の「歸去來辭」のうち，「悅
親戚之情話 (親戚と情話する )」という詩文から別墅の名前をつけたといわれる。
家族との親睦を深めながら，講学活動を行なっていた場所だと推測される。湖
南地方の別墅にしては珍しい「L」字の建築平面形態をとる。また，建築の基
壇が非常に高く，これは，造営当時から，遠方の海への眺望を意識したものと
いわれる。それ以外にも，方池が別墅建築の前方に配置され，別墅後面の山稜
部からの湧き水を取り入れている。
　
図 5-41　別墅 14 の広域図
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図 5-42　別墅 15 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
図 5-43　別墅 15 の広域図
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図 5-44　別墅 16 の現地写真
別墅建築からの眺望景観周辺環境
別墅全景
2017 年 8 月撮影
（16）舍人亭 8)29)30)
　舍人亭 ( 図 5-44，図 5-45) は，長興郡ソンアン里に位置し，全羅南道有形
文化財第 55 号に登録されている。舍人亭は，金㻶 (1426-1470) により造営
されたが，正確な年は確認されない。ここの立地は，癸酉靖亂 (1453 年 ) を
機に政治をやめ，長興に戻った際に，決めたという。そのため，造営時期は，
1453 年以降と推測される。ここでは，友人と交流をはかるとともに，講学の
場所として利用されていたと言われる。
　雲岩山に位置している舍人亭は，前方には，汭陽江が眺められ，後方は樹木
によって囲われる自然環境が優れた立地をとっていると言われる。この山には，
舍人巖という岩壁があり，その西側に舍人亭が建つ。舍人亭の名称は，造営者
の最初の職名が「舎人」であったことから起因するという。
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図 5-45　別墅 16 の広域図
（17）富春亭 8)20)29)30)
　富春亭 ( 図 5-46，図 5-47) は，長興郡夫山面富春里に位置し，汭陽江を眺
められる別墅である。1985 年全羅南道記念物第 67 号に指定された。文希凱
(1550-1610) によって，造営され，正確な造営時期は確認できないが，文希
凱が，官職をやめた 1598 年以降と推定される。ここでは余生を送るとともに
講学の場として利用されていたといわれる。造営当時には，「淸穎亭」と呼ば
れていたが，文の後世がこの村を去ることにより，淸風金氏がここを買い取り，
1838 年からは，富春亭と呼ばれるようになる。
　富春亭の西側には，汭陽江が流れ，その川辺には，アカマツ，モミジなどの
老巨樹が樹林帯をつくり，景観をつくる。また，川の向かい川にはサルスベリ
の群植があったが，現在は堤防工事により，その景色はみられなくなった。
1km 2km 3km
199
図 5-46　別墅 17 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
図 5-47　別墅 17 の広域図
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（18）碧流亭 8)31)
　碧流亭 ( 図 5-48，図 5-49) は，羅州市細枝面の錦川上流に位置する。趙注
が晩年を送っていた場所であるが，それ以降，孫の金運海 (1577-164) へ譲渡
し，現在は，光山 金氏によって管理される。金運海は，祖父の学識の高さや
人格者であることをたたえるため，この場所に自身の称号をつけ，1640 年碧
流亭を造営した。ここでは，羅州周辺の文人とあつまり，交流をはかっていた
という。その際に残された詩文を含め 11 個の扁額が保存されている。1640
年造営以後，1678 年，1862 年に補修を経て，現在にいたる。
図 5-48　別墅 18 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
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図 5-49　別墅 18 の広域図
（19）寄傲亭 8)
　寄傲亭 ( 図 5-50，図 5-51) は，羅州市多侍面東村マウルに位置する。前方
の榮山江を望むように立地をしている。潘南朴氏の朴世楷 (1615-1698) が
1669 年造営したいわれる。別墅の名称は，「歸去來辭」の「倚南窓以寄傲」
の部分から起因するという。造営者である朴世楷は，23 歳に病気が悪化した
以降，政治をやめ，寄傲亭造営し，自然とともに暮らしたという。ここでは，
文人と交流しながら，講学を行なったという。
　1669 年造営以来，1745 年，1934 年，1981 年の３回にわたり再建および
補修を行なった。建築の中には，寄傲亭重修記文が 2 つと文人と後世による扁
額が 9 つかかっている。現在は，全羅南道文化財資料第 266 号に指定されて
いる。
　現地調査から確認できるよう ( 図 5-50) に，現在，前方の榮山江の護岸およ
び道路の工事により，川の色は土色に変わっている。榮山江周辺には，寄傲亭
を含め，歴史的価値のある園林がいくつかあるが，河川と関わる工事が周辺環
境や景観に影響を及ばないような対策が必要な状況と考える。
1km 2km 3km
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図 5-50　別墅 19 の現地写真
別墅建築からの眺望景観別墅建築
別墅全景
2017 年 8 月撮影
図 5-51　別墅 19 の広域図
1km 2km 3km
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（20）茶山草堂 13)14)15)32)33)34)35)
　茶山草堂 ( 図 5-52，図 5-53，図 5-54) は，康津郡道岩面にある茶山丁若鏞
が流配生活を送っていた場所であり，母方の実家があったマウルである。茶山
草堂は，当初入鄕祖 ******** の尹就緖 (1688-1766) によって造営された山亭であ
り，尹就緖の孫である，尹慱 (1744-1821) の所有であった。尹慱の流配の身
になった茶山への配慮により，茶山は 1808 年から茶山草堂で隠遁生活を始め
ることとなる。
　丁若鏞は，茶山草堂の生活の中，茶山草堂に関わる茶山草堂圖 (1812)( 図
5-55)，詩文 ******** をいくつか残しており，そこから茶山草堂の造営と変遷につ
いて検討できる 20)。先行研究から明らかなった茶山草堂の変遷について述べる。
茶山草堂には丁若鏞が生活する前からいくつかの園林要素は存在していたと言
われている 21)。「一日散步梅下 (1810)」より，丁若鏞による園林造営の変遷が
明らかになる。まず，別墅建築の西側にあった雑木を片付け，自然地形に合わせ，
畑を造営した。その後，茶山草堂の東側の池を改めて整備し，拡張した。周辺
の石材をつかい，石假山 ( 築山 ) を造営し，池の中に水を流したという。また，「丁
石行」によると，1811 年には埋もれていた岩石に刻字を行い，丁石の岩をつ
くり，園林の造営が一段落したと推測される。一方，現在は見られない園林要
素もいくつかみられる。別墅建築の西側にある方池を上池とし，渓流とつなぎ，
下の方にも池があったと推定されるが，渓流としてみなされるものは見られる
が，下池の様子は伺えない。下池は，観賞用よりも，セリが植わっており，水
のろかや食用として使う実用的な利用が推定される。また，その周辺に畑を造
営し，流配の身として，生活に必要なものを園の中で得ようとしていたことが
わかる。
　一方，茶山草堂は，1936 年以後廃墟となったが，1958 年と 1974 年に再
建したが，草堂であった本来の姿ではなく，瓦堂として復元したことに対し，
鄭瞳昨は問題提議をしている。
　
******** 村に最初に定着した先祖
********「茶山四景帖」「茶山八景詞」「茶山十二勝帖」「茶山花史」「梅花」「一日散步梅下」
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図 5-52　別墅 20 の現地写真
別墅からの眺望景観茶山
池
「丁石」と刻まれた岩石別墅建築
別墅全景
臺
205
図 5-54　別墅 20 の広域図
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図 5-53　別墅 20 の平面図
10m
105
108.1
106.2
206
韓国湖南地方の別墅における空間形態と領域構成に関する研究
| 資料編 |
（21）洗然亭 13)14)15)36)37)
　洗然亭 ( 図 5-56，図 5-57，図 5-58) は，甫吉島に位置する，尹善道によっ
て造営された国指定の名勝（第 34 号）である。尹善道が 1637 年から 1671 年，
85 歳に世を去るまで 7 回に渡り，13 年間生活をしていた。1635 年，官職か
ら破面となり，海南に戻り，自然に隠居しようとしていた。丙子胡亂 ******** に
より一度江華に向かったが，すでに陥落したあとだった。その後船に乗ったま
ま，耽羅（済州島）へ向かうこととなるが、その途中に，甫吉島と出会い，甫
吉島の美しい地勢に惚れ，余生をここで暮らすことを決める。しかし，世を去
るまで何度も流配と落郷を繰り返す。その繰り返しの中，尹善道は，洗然亭に
て「漁父四時詞」という漁師の生活を春夏秋冬にわけて各 10 数ずつ詠んだ時
調 ******** を残し，この詩文は，韓国伝統文学界に大変大きい業績として位置を
示す。それ以外にも 32 編の漢詩を残しながら，園林を造営した。
　尹善道は，洗然亭を含み，島全体を園林として造営していた。洗然亭は，島
の入りに位置し，島の中心部には，学問修行および邸宅の機能をもつ樂書齋
******** 丙子の乱
******** 高麗時代に発生した韓国伝統詩様式の一つで，朝鮮時代に流行る。
図 5-55　茶山草堂圖
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が位置する。また，樂書齋の反対側には，景色を楽しむ同天石室がある ( 図
1-14)。洗然亭は，水景観が非常に優れた園林であり，別墅建築を中心とし，
左右に自然地形に沿った池（渓流）と方池を構えている。特に，渓流部には，
板石洑を構え，水位調整機能を果たせており，方池には，中島を構え水の流れ
を保たせ，水が腐ることを防止していた。また，この池には「七岩」という岩
が配置されており，内園景観の重要な要素としていた。別墅建築の左右には，
東臺と西臺という名の石の台が配置され，別墅建築から台の上で歌ったり，踊っ
たりする光景を眺めていたと推測される。
　尹善道がなくなったあと，尹善道遺跡の中，建物はほとんど消失されるが，
その理由については，造営当時使われていた使用人たちが，酷使されたことに
対して不満を抱え，火事を起こしたと口伝で伝わるが，その記録は残されてい
ない。そのため，現在復元されている建築に関して造営当時と比較することは
困難である。
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図 5-56　別墅 21 の現地写真
別墅からの眺望景観東臺
岩石
別墅建築
別墅全景
板石洑
方池
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図 5-57　別墅 21 の平面図
図 5-58　別墅 21 の広域図
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